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このマニュアルの内容

このマニュアルでは、 BEA WebLogic Platform サンプル アプリ ケーシ ョ ン ツ
アーについて説明します。

マニュアルの内容は以下のとおりです。 

� 第 1 章の 「はじめに」 では、 サンプルの機能の概要、 および開始方法につい

て説明します。

� 第 2 章の 「企業消費者間 (B2C) ポータル ツアー」 では、 架空の企業 Avitek 
Digital Imaging のポータル Web サイ トについて説明します。 このサイ ト で
は、 WebLogic Portal のポータル フレームワーク、 WebLogic Workshop に組
み込まれた 2 つの Web サービスの使用、 さ らに WebLogic Integration に備
わっている在庫確認と注文管理など、 製品のさ まざまな機能を組み合わせて

表示します。

� 第 3 章の 「Avitek の購入担当者とサプライヤとの接続」 では、 Avitek 購入担
当者がサプラ イヤから見積も り を受け取り 、 注文書を発行し、 受付通知を確

認するための架空のイン ト ラネッ ト  サイ トについて説明します。 ビジネス  
プロセスは、 WebLogic Integration によって管理されます。

� 第 4 章の 「Web サービス  ツアー」 では、 2 つの Web サービスを WebLogic 
Workshop で構築する方法、 およびポート レッ トで使用可能な Web サービス  
インタフェース  コードを Portlet Wizard で生成する手順について説明しま
す。

対象読者

このマニュアルは、 WebLogic Platform ソフ ト ウェアを評価または使用する製品
評価担当者、 アプ リ ケーシ ョ ン開発者、 システム管理者を対象に作成されていま

す。 このため、 Web 技術、 および Windows システムと  UNIX システムの一般的
な概念について読者が精通しているこ とを前提と して書かれています。
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e-docs Web サイ ト

BEA 製品のマニュアルは、 BEA の Web サイ ト で入手できます。 BEA ホーム 
ページから  [製品のドキュ メン ト ] をク リ ッ クするか、 または、 「e-docs」 の製品
ドキュ メン ト  ページ (http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html) に直
接アクセスして ください。

このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ フ ァ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用して、Web ブラウザから こ
のマニュアルを一度に 1 章ずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 WebLogic Platform の Web サイ トで入手できます。
また、 ドキュ メン ト  CD にも収録されています。PDF を  Adobe Acrobat Reader で
開く と、 マニュアルの全体 ( または一部 ) を書籍の形式で印刷できます。 PDF を
表示するには、 WebLogic Platform ドキュ メン トのホーム ページを開き、 [ ド
キュ メン トのダウンロード ] ボタンをク リ ッ ク して、 印刷するマニュアルを選択
します。

Adobe Acrobat Reader をお持ちでない場合、 Adobe Web サイ ト  
(http://www.adobe.co.jp) から無償で入手できます。

関連情報

BEA の Web サイ トでは、 WebLogic Platform の全マニュアルを提供しています。
WebLogic Platform サンプル アプリ ケーシ ョ ンを使用する際に参考となる他のマ
ニュアルは、 以下のとおりです。

� 『BEA Weblogic Platform の紹介』

� 『BEA WebLogic Server の紹介』

� 『BEA WebLogic Workshop オンライン ヘルプ』
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� 『BEA WebLogic Integration 入門』

� 『BEA WebLogic Portal 管理者ガイ ド』

� 『BEA WebLogic Portal 開発者ガイ ド』

サポート情報

WebLogic Platform のドキュ メン トに関するユーザからのフ ィードバッ クは弊社
にと って非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@beasys.com までお送り ください。 寄せられた意見については、

ドキュ メン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者が直に目を通します。

電子メールの メ ッセージには、 ご使用の WebLogic Platform マニュアルのリ リー
スをお書き添え ください。

本バージ ョ ンの BEA WebLogic Platform について不明な点がある場合、 または 
BEA WebLogic Platform のインス トールおよび動作に問題がある場合は、 BEA 
WebSupport (http://www.bea.com) を通じて BEA カスタマ サポート までお問い

合わせください。 カスタマ サポートへの連絡方法については、 製品パッケージ

に同梱されているカスタマ サポート  カードにも記載されています。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際には

あらかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号、 フ ァ ッ クス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容
BEA WebLogic Platform サンプル アプリケーシ ョ ン ツアー ix
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表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 説明

太字テキス ト 用語集で定義されている言葉を示す。

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

2 つ以上のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 Java のク ラス、
データ型、 ディレク ト リ、 およびファ イル名とその拡張子を示す。

等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト も示す。

例 :

import java.util.Enumeration;

chmod u+w *

config/examples/applications

.java

config.xml

float

太字の等幅

テキスト

コード内の重要な語を示す。

例 :

void commit ( )

斜体の等幅

テキスト

コード内の変数を示す。

例 :

String CustomerName;

すべて大文字

のテキス ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例 :

LPT1

BEA_HOME

OR
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{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 { } 自体は、 入力しない。

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。 [ ] 自体は、 入力しない。

例 :
java utils.MulticastTest -n name -a address

[-p portnumber] [-t timeout] [-s send]

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 | 自体は、 入力しない。

例 :
java weblogic.deploy [list|deploy|undeploy|update]
   password {application} {source}

... コマン ド  ラ インで以下のいずれかを示す。 

� 引数を複数回繰り返すこ とができる。

� 任意指定の引数が省略されている。

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる。

... 自体は、 入力しない。

例 :
buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。
垂直の省略記号自体は、 入力しない。

表記法 説明
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1 はじめに

BEA WebLogic Platform では、 標準に基づく構築 -統合手法を採用し、 アプ リ

ケーシ ョ ンの開発およびデプロイ、 既存システムへの迅速な統合、 ビジネス  プ
ロセスの自動化、 取引相手への接続を可能にしています。 

また、 構築 - 統合手法をサポート し、 WebLogic Platform の機能を相互に使用で
きるよ うに、 特別な統合エン ト リ  ポイン ト を設け、 プロセス  レベルの通信や、
フロン トエンド  Web アプリ ケーシ ョ ン と異機種間バッ クエンド  システムとの
データ  フローを容易にしています。 統合エン ト リ  ポイン トは、 相互使用が行わ
れる場所を定義します。

WebLogic Platform サンプル アプリ ケーシ ョ ンでは、 これらの多くの重要な統合

ポイン トが重点的に説明され、 また、 楽し く学習する こ と もできます。 

サンプルには、 架空企業 Avitek Digital Imaging の企業消費者間取引 (B2C) ポー
タル Web サイ ト があ り ます。 Avitek ポータルの訪問者は、 カ メ ラ とアクセサ リ

を購入できます。 Web サイ トには製品カタログがあ り、 2 つの Web サービスを
使用した り、 在庫確認、 フル シ ョ ッピング  カー トおよび基礎となる処理、 支払

認可、 注文管理を試すこ と もできます。 

サンプルでは、 企業間取引 (B2B) ポータル サイ ト についても説明されます。
Avitek イン ト ラネッ ト を使用する と、 購入担当者は、 外部サプラ イヤから製品
部品の見積も り を受け取り、 その内 1 つを選択し、 部品の注文書を生成し、 選択
したサプライヤと受取通知を交換できます。

各ページおよびイベン トのバッ クグラウンドにある技術を理解するため、 B2C 
および B2B のサンプルには、 ツアー ガイ ド も組み込まれています。 ツアー ガイ
ドに示される動的なマニュアル コンテンツは、 実行している  Web アプリ ケー

シ ョ ンの最後のイベン トに基づきます。 ツアーのオンラ イン  ブッ ク  バージ ョ ン

は、 アプ リ ケーシ ョ ンのページが静的に表示されますが、 内容はほとんど同じで

す。実行するアプリ ケーシ ョ ン とは別に説明を読みたい場合は、 このオンラ イン  
ブッ クをご覧ください。 
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1 はじめに
この章では、 以下の ト ピッ クについて説明します。

� WebLogic Platform アーキテクチャ

� サンプルの開始

� サンプルの [ はじめに ] ページ

� 統合ポイン ト

WebLogic Platform アーキテクチャ

WebLogic Platform には、 J2EE 準拠アプリ ケーシ ョ ン  サーバ、 および Platform 
の ト ップに構築される開発、 ポータル、 統合フレームワークなど、 統合された機

能があ り ます。 以下の図は、 WebLogic Platform がどのよ うに単一で、 統合性の
高いソ リ ューシ ョ ンを提供するかを示します。 

� アプリ ケーシ ョ ン サーバは、 e ビジネス  アプ リ ケーシ ョ ンを迅速に開発、 デ

プロイ、 管理するため、 BEA WebLogic Server を用いた基礎を提供します。 

� 開発フレームワークは、 エンタープラ イズク ラス  Web サービスのサポート

など、 統合された開発環境およびランタイム環境を提供します。 これには、
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サンプルの開始
WebLogic Server API を使用した Web サービスのプログラ ミ ングや、 BEA 
WebLogic Workshop を使用した Web サービスの作成が含まれます。 

� ポータル フレームワークは、 BEA WebLogic Portal を使用して、 機能性の高
い e ビジネス  サイ ト を効率的に構築、 開始、 保守するためのサービスを提供
します。 このフレームワークを使用する と、 複数のポータルを簡単に作成

し、 カスタマイズし、 管理する こ とができます。 WebLogic Portal には、
パーソナライズしたコンテンツ、 Web ベースのマーケテ ィング  キャンペー
ン、 製品カタログを提供するためのサービスや、 シ ョ ッピング  カー ト、 支払

サービス、 税金サービスを含む注文記入システムなど、 多くの関連機能があ

り ます。 

� 統合フレームワークは、 BEA WebLogic Integration を使用して、 エンタープ
ラ イズ リ ソース  プランニング  (ERP)、 サプライ  チェーン管理 (SCM)、 人事 
(HR)、 顧客管理 (CRM)、 カスタムおよび従来のアプ リ ケーシ ョ ンなど、 エン

タープラ イズ情報システムを、 標準に基づく統合技術を用いて統合します。

このフレームワークによって、 サプライヤと取引相手間の提携や、 ビジネス  
プロセス  ワークフローの自動化も可能になり ます。 

詳細については、 『Weblogic Platform の紹介』 を参照して ください。 

サンプルの開始

WebLogic Platform のサンプルは、 QuickStart アプリ ケーシ ョ ンから簡単に開始

できます。 QuickStart は、 WebLogic Platform を初めて評価、 学習、 使用する
ユーザの手助けをします。 QuickStart では、 サンプルにすばやくアクセスできる

他にも、 特定の開発作業のためのツールや、 オンラ イン  ドキュ メ ン トへの リ ン

クがあ り ます。

QuickStart は、WebLogic Platform を  [標準インス トール ] または [ カスタム イン
ス トール ] でインス トールした後に、 自動的に実行されます。 サンプルには、 動
的な  Web アプリ ケーシ ョ ンが含まれるため、WebLogic Platform の一部のみをイ
ンス トールした場合は、 サンプルを実行できません。 インス トール手順の詳細に
ついては、 「WebLogic Platform のインス トール」 を参照して ください。
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1 はじめに
以下の画面は、 QuickStart のオプシ ョ ンを示しています。

[QuickStart] ページで、 [Live Platform ツアー ] リ ンクをク リ ッ ク します。 これに
よってサンプルの起動スク リプ ト  E2Estart.bat (Windows) または 
E2Estart.sh が開始されます。 スク リプ ト  フ ァ イルは、 BEA_HOME の下にある以
下のディ レク ト リにあ り ます。

weblogic700/samples/platform/e2eApp/config

インス トール後、 QuickStart を以下のよ うに開始します。

� Window システムの場合は、 [ スター ト｜プログラム｜ BEA WebLogic 
Platform 7.0｜ QuickStart] を選択します。

� UNIX システムの場合は、 次の手順を実行します。
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サンプルの [ はじめに ] ページ
a. 目的の UNIX システムにログインします。

b. コマンド ライン シェルを開きます。

c. WebLogic Platform をインス トールしたディ レク ト リにある  /common/bin 
サブディ レ ク ト リに移動します。

例 : 

cd /home/bea/weblogic700/common/bin

d. 以下のコマンドを入力します。

 sh quickstart.sh

QuickStart を使用した場合は、 サーバ起動後、 デフォルトのブラウザが自動的に

開きます。 サーバを起動し、 「WebLogic Server started on...」 とい う確認メ ッセー

ジがコマンド  ウ ィ ンド ウに表示された後、 E2Estart.bat または E2Estart.sh 
スク リプ ト を直接実行した場合は、 サポート対象のブラウザを開き、 次の URL 
を指定します。

http://<host>:<port>

たとえば、 ローカル マシンでサーバを実行し、 デフォルトのポート番号 7501 を
使用する場合は、 次のよ うに URL を指定します。

http://localhost:7501

サーバを リモート  マシン ( たとえば、 blues) で実行し、 デフォルトのポート を

使用する場合は、 次のよ うに URL を指定します。

http://blues:7501

WebLogic Platform がサポートするブラウザについては、 『サポート対象プラ ッ ト

フォーム』 マニュアルを参照して ください。 

サンプルの [はじめに ] ページ

サーバ起動後、前の節で説明したとおり、 サンプル アプ リ ケーシ ョ ンには [ はじ
めに ] ページが表示されます。 このページは、 大き く  5 つのセクシ ョ ンに分けら

れます。 各セクシ ョ ンの概要は、 次のとおりです。
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1 はじめに
セクション 01 紹介文

[ はじめに ] ページのセクシ ョ ン 01 は紹介文で、 実行するサンプルへの リ ンクは

あ り ません。 02 (B2C) および 03 (B2B) の Web アプ リ ケーシ ョ ンで使用するツ

アー ガイ ド  ポート レ ッ トのスク リーン  シ ョ ッ ト に説明が付けられて表示されま

す。 たとえば、 次のよ うに表示されます。

B2C ポータルまたは B2B ポータルで、 あるページから別のページに移動する際、
ツアー ガイ ドによ り、 新しい内容や次の作業手順を理解できます。 
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サンプルの [ はじめに ] ページ
ツアー ガイ ドの各ページには、 以下の操作のためのリ ンク もあ り ます。

� ポータル ページのポート レッ ト  コードを表示する

� 現在のページまたは直近に使用したポート レ ッ ト に関する処理についての技

術情報を読む

� BEA e-doc Web サイ ト上の関連マニュアルへのリ ンク一覧を取得する

[ はじめに ] ページのセクシ ョ ン  01 には、 B2C ポータルおよび B2B ポータルで
使用する  2 つのボタンのサンプルも表示されます。 たとえば、 次のよ う に表示さ
れます。

いずれかのボタンをク リ ッ クする と、 B2C ポータルまたは B2B ポータルを終了
し、 サンプルの [ はじめに ] ページに戻る こ とができます。

セクション 02 B2C ポータルへのリンク

[ はじめに ] ページのセクシ ョ ン  02 では、 B2C ポータルに 「Rachel Adams」 と
してログインできます。 Rachel は、 架空の Avitek Digital Image Web サイ ト での
登録済みの顧客です。 サンプル アプリ ケーシ ョ ンのこの部分には製品カタログ

があ り、 2 つの Web サービスを使用した り、 在庫確認、 フル シ ョ ッピング カー
トおよび基礎となる処理、 支払認可、 XML 注文データの統合システムへの送信
を含む注文管理を行う こ とができます。 たとえば、 次のよ うに表示されます。
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1 はじめに
:

セクション 03 B2B ポータルへのリンク

[ はじめに ] ページのセクシ ョ ン 03 では、 Avitek 購入担当者 「Jason Tang」 と し
て、 B2B ポータルにログインできます。 Jason は、 Avitek イン ト ラネッ ト を使用
し、 外部サプラ イヤから製品部品の見積も り を受け取り、 その内 1 つを選択し、
部品の注文書を生成し、 選択したサプライヤと受取通知を交換します。
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サンプルの [ はじめに ] ページ
セクション 04 Web サービス技術ツアーへのリンク

[ はじめに ] ページのセクシ ョ ン  04 は、 文書のみの Web サービス技術ツアーに
リ ンク しています。 たとえば、 次のよ うに表示されます。

このツアーでは、 WebLogic Workshop を使用して、 Web サービスの Product 
Evaluator および Payment をそれぞれ定義する方法について説明します。 ツアー
のこの部分では、 Portlet Wizard での手順も説明します。 Portlet Wizard を使用し
て、 セクシ ョ ン  02 B2C ポータルに表示される商品評価ポート レッ ト用の Web 
サービス  インタフェース コードを生成します。 

アンケート  セクシ ョン

[ はじめに ] ページの最後の部分には、WebLogic Platform に対する満足度をお尋
ねする簡単な匿名アンケートがあ り ます。 たとえば、 次のよ うに表示されます。
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1 はじめに
統合ポイン ト

サンプル アプリケーションには、WebLogic Platform を構成するコンポーネン トが統
合されて使用される領域も準備されています。 統合ポイントは、 以下のとおりです。

� Product Evaluator Web サービスおよび商品評価ポート レッ ト

� Payment Web サービス

� WebLogic Portal で生成され、 JMS キューおよび BPM を介して WebLogic 
Integration によって処理される注文

� WebLogic Integration AI による リ アルタイムの在庫確認

Product Evaluator Web サービスおよび商品評価
ポートレッ ト

企業消費者間取引 (B2C) サンプル ポータルには、 選択した製品のレーティング
を返す商品評価ポート レ ッ ト があ り ます。 カタログのカテゴ リ を移動していく
と、 [Products] タブのあるページの下の方にポート レ ッ ト が表示されます。 たと

えば、 次のよ うに表示されます。
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統合ポイン ト
ポート レッ トには、 WebLogic Workshop を使用して作成した Web サービス 
productEvalWSC を呼び出すコードがあ り ます。 

Web サービスは、 アプ リ ケーシ ョ ンがネッ ト ワークまたはインターネッ ト を経

由してアクセス可能な、 言語独立、 プラ ッ ト フォーム独立、 自己記述性コード  
モジュールです。 アプ リ ケーシ ョ ンは、 サービスの場所をハード コード化するこ

と も、 UDDI (Universal Description, Discovery, and Integration) を使用して指定す
るこ と もできます。 サービスは自己記述性のため、 アプ リ ケーシ ョ ンは使用する

機能や、 その呼び出し方法を決定できます。 

開発では、 WebLogic Workshop が提供するブラウザ ベースのテス ト  フォームを
使用し、 Web サービスから返される結果が予測どおりであるかを確認します。

テス ト  フォームの機能およびポート レッ トについては、 2-35 ページの 「商品評

価ポート レ ッ ト と  Web サービス」 の節を参照して ください。 WebLogic 
Workshop、 および WebLogic Portal に付属する  Portlet Wizard での開発手順につ
いては、 第 4 章の 「Web サービス ツアー」 も参照して ください。 

Payment Web サービス

支払の認可、 取り込み、 決済を実行する  Web サービスを設計するために、
WebLogic Workshop も使用しました。 このポータル アプリ ケーシ ョ ンでは、

シ ョ ッピング  カー トの [ 注文の送信 ] ボタンをク リ ッ クする と、 ページのクレ
ジッ ト  カード情報が Web サービスを介して認可されます。 サンプルでは、 事前
定義されたクレジッ ト  カード  データおよび Web サービスはローカルに保存され
ていますが、 使用するコードは、 必要な処理を行う ために実際に動く ものです。 

Payment Web サービスは 「対話形式」 です。 authorize() 呼び出しは会話を開
始し、 capture() 呼び出しは会話を継続し、 settle() 呼び出しは会話を完了ま
たは終了します。 
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1 はじめに
この Web サービスは、 CajunBasedPaymentPC.java とい うパイプライン コン
ポーネン トから呼び出されます。 パイプラ イン コンポーネン トは、 Web サービ
ス と相互作用するプロキシを使用します。 支払の認可、 取り込み、 および決済の
方法に問題が生じる と、 エラー コードが返されます。 詳細については、

Payment.jws フ ァ イルを参照して ください。 使用するプロキシは、 WebLogic 
Server clientgen タスクで生成されます。 

Payment Web サービスおよび Portlet Wizard についての情報は、 このサンプルの 
[ はじめに ] ページから表示可能な Web サービス技術ツアーをご覧ください。 詳

細については、 第 4 章の 「Web サービス  ツアー」 を参照して ください。

WebLogic Portal で生成され、 JMS キューおよび 
BPM を介して WebLogic Integration によって処理
される注文

b2cPortal ツアーでは、 ログインしたユーザが [ 注文の送信 ] ボタンをク リ ッ ク し
た後に、 WebLogic Portal で生成された注文をビジネス  プロセスで使用できま
す。 注文は、 XML 表示に変換され、 WebLogic Integration の Java Message 
Service (JMS) キューに置かれます。次に、 WebLogic Integration のビジネス プロ
セス管理 (BPM) コンポーネン ト が、 その注文を処理します。 詳細については、
第 2 章の 「企業消費者間 (B2C) ポータル ツアー」 を参照して ください。

b2bPortal ツアーでは、 Avitek 購入担当者は、 外部サプライヤから部品の見積も
り を受け取り、 注文書を送信し、 選択したサプラ イヤとデータの交換をします。
この作業には、 Query for Price and Availability (QPA) ビジネス  プロセス と、注文
書 (PO) ビジネス プロセス とい う異なる  2 つのビジネス  プロセスが含まれます。
WebLogic Integration は、 取引相手とのビジネスに関する会話、 および提携契約

を管理し、 バイヤとサプラ イヤ間のビジネス  メ ッセージの交換を自動化します。
ワークフローは、 提携契約および会話で参照されます。 詳細については、 第 3 章
の 「Avitek の購入担当者とサプライヤとの接続」 を参照して ください。
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統合ポイン ト
WebLogic Integration AI によるリアルタイムの在
庫確認

サンプル アプリ ケーシ ョ ンのデータベースには、 在庫テーブルがあ り ます。

テーブルには、 製品および部品に関する現在、 最小、 最大の在庫数についての
データが保管されます。 b2cPortal には、Web サイ トで販売する商品を  SKU で管
理するカタログがあ り ます。 b2bPortal は、 製品およびその部品の両方に対して 
SKU を使用します。 

b2cPortal および b2bPortal のいずれの場合でも、 在庫テーブルは、 読み込み専用
モードで、 WebLogic Integration の Application Integration (AI) コンポーネン ト を
介してアクセスされます。 ユーザがシ ョ ッピング  カートに商品を追加しよ う と

する と、 その商品の在庫がチェ ッ ク され、 注文が可能なこ とを確認します。 たと
えば、 b2cPortal の [Products] ページにあるポート レッ トの [今すぐ購入 ] ボタン
をク リ ッ クする と、 この確認が実行されます。 在庫確認は、 シ ョ ッピング  カー
トの step1.jsp ポート レ ッ ト に新しい値を入力し、 [再計算 ] ボタンをク リ ッ ク
してシ ョ ッピング カー トにすでにある商品の数を変更する と きにも実行されま

す。 
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2 企業消費者間 (B2C) ポータル 
ツアー

企業消費者間 (B2C) ポータル ツアーでは、Avitek Digital Imaging ポータルに実装
された主な機能について説明します。 このサイ ト では、 WebLogic Portal のポー
タル フレームワーク、 WebLogic Workshop に組み込まれた 2 つの Web サービス
の使用、 さ らに WebLogic Integration に備わっている在庫確認と注文管理など、
製品のさ まざまな機能を組み合わせて表示します。 これらのコンポーネン トはす
べて、 WebLogic Server の Web アプリ ケーシ ョ ン サーバ環境で動作します。

注意 : このオンライン  ブッ クに掲載されている情報は、 アプ リ ケーシ ョ ンの一

部と して実行される状況依存ツアー ガイ ド  ポート レッ トでも入手できま

す。 

この企業消費者間 (B2C) ポータル ツアーには、 以下の節があ り ます。

� 初期処理の概要

� [My Avitek] ページ

� [Products] ページ

� Category ポート レ ッ ト

� Product Item ポート レッ ト

� 商品評価ポート レ ッ ト と  Web サービス

� [今すぐ購入 ] ボタン と、 WebLogic Integration AI を介した在庫チェ ッ ク

� Search Results ポート レッ ト

� [ 保留 ] ボタン
BEA WebLogic Platform サンプル アプリケーシ ョ ン ツアー 2-1



2 企業消費者間 (B2C) ポータル ツアー
� My シ ョ ッピング カー ト  ポート レ ッ ト 、 Step1.jsp

� [ 保存されているアイテム ] リ ス トの [ カートに追加 ] ボタン

� [ 保存されているアイテム ] リ ス トの [削除 ] ボタン

� [現在のアイテム ] リ ス ト の [削除 ] ボタン

� [現在のアイテム ] リ ス ト の [ 保留 ] ボタン

� チェ ッ クアウ ト  ポート レッ ト 、 Step2.jsp

� 注文の送信ポート レ ッ ト 、 Step3.jsp

� 注文の確認ポート レ ッ ト 、 Step4.jsp

初期処理の概要

WebLogic Platform のサンプル アプリ ケーシ ョ ンを起動したと き、 サーバが起動

し、 [ はじめに ] すなわち 「スプラ ッシュ」 ページが最初に表示されたのは、 ど
うい う仕組みによるのでし ょ う か。 まず、 サンプル アプリ ケーシ ョ ンを呼び出

すにはいくつかの方法があ り、WebLogic Platform Quick Start Application または 
Windows の [ スタート ] メニューから起動する方法や、 startE2E スク リプ トの

実行とい う直接的な方法があ り ました。 

どのオプシ ョ ンを使用したかに関わらず、 startE2E.bat (Windows) または 
startE2E.sh (UNIX) スク リプ ト が呼び出されました。 これで、 アプ リ ケーシ ョ

ンの WebLogic Server インスタンスが起動されましたが、 このアプ リ ケーシ ョ ン

は、 e2eDomain とい う ド メ インで実行されるものです。 ( 「e2e」 とは、 エンド  
ツー エンド  (end-to-end) を略したもので、 主要機能のすべての範囲を示すサンプ
ルであるこ と を意味しています )。 「ド メ イン」 とい う言葉は、 コンピュータ業

界では、 さ まざまな意味を持っています。 BEA 製品でド メ インとい う と き、 そ

れは、 サーバ、 サービス、 インタフェース、 マシン、 関連する リ ソース  マネー
ジャなど、 すべて 1 つのコンフ ィグレーシ ョ ン ファ イルで定義される ものの集
合を表します。 

startE2E スク リプ ト を実行する と、 エンタープライズ  アプリ ケーシ ョ ンの 
config.xml ファ イルからコンフ ィ グレーシ ョ ン情報が読み込まれます。 デフォ

ルトでは、 このコンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルは、 BEA 製品がインス トールさ
れている以下の BEA_HOME ディ レ ク ト リにあ り ます。 
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初期処理の概要
weblogic700/samples/platform/e2eDomain

config.xml フ ァ イルは以下のよ うに定義され、そのド メ インのデフォルト  Web 
アプ リ ケーシ ョ ンと して splashPage を設定しています。

<WebServer

DefaultWebApp="splashPage"
LogFileName="./logs/access.log"
LoggingEnabled="true"
Name="e2eServer"

   />

e2eServer が稼動した状態で、 http://localhost:7501 などの URL をブラウザ
で指定する と、 以下のディ レク ト リにある  splashPage Web アプリ ケーシ ョ ン

が起動します (Web アプリ ケーシ ョ ンは 「Webapp」 と略称されるこ と もあ り ま
す )。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\splashPage

splashPage Web アプリ ケーシ ョ ンの web.xml コンフ ィ グレーシ ョ ン  フ ァ イル
では、 <welcome-file-list> 定義の中で index.jsp を指定します。 この 
web.xml は、 以下のディ レク ト リにあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\splashPage\
WEB-INF

スプラ ッシュ  ページで [ 「Rachel Adams」 と して自動ログイン ] ボタンのグラ
フ ィ ッ クをク リ ッ ク して、 この [My Avitek] ページを表示しました。 このアク
シ ョ ンの結果、 スプラ ッシュ  ページから、 ポータル アプリ ケーシ ョ ンの URL と
定義済みのログイン資格情報が渡されるこ とにな り ました。 

スプラ ッシュ  ページは、 b2cPortal または b2bPortal に自動的にログインできるよ
うにする要求を設定します。 これは、 このサンプル アプ リ ケーシ ョ ンを簡素化

するために行われます。 JSP ページにユーザ名とパスワードを組み込むよ う なこ
とは、 普通は行いません。 ログイン資格情報の定義にスク リプ ト レ ッ ト を使用し

ましたが、 実際の Web アプ リ ケーシ ョ ンにこの手法を用いるこ とはお勧めしま

せん。 

注意 : WebLogic Portal は、 その他にも、 ログイン認証コード と、 Web アプリ

ケーシ ョ ンによるデモグラフ ィ ッ ク情報収集のテクニッ クを示すサンプ
ルを提供します。 詳細については、 WebLogic Portal のドキュ メ ン ト を参
照して ください。
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2 企業消費者間 (B2C) ポータル ツアー
b2cPortal アプ リ ケーシ ョ ンについて、 ブラウザに URL が渡されたと き、 [My 
Avitek] ページが最初に表示されたのはなぜでし ょ うか。 このデフォルト  ページ
は、 WebLogic Portal Administration Tools で定義しました。 この設定の詳細と  
[My Avitek] ページのその他の特性については、 次の節を参照して ください。

[My Avitek] ページ

B2C ポータル ツアーは [My Avitek] ページから始ま り ます。 この [My Avitek] 
ページには、 ログイン  ユーザである  Rachel Adams 向けにパーソナライズされた
コンテンツが表示されます。 WebLogic Portal ツールは、 一連の情報をポート

レッ トにま とめるために使われました。 このページ上のパーソナライズされたコ
ンテンツには、 Rachel の現在のシ ョ ッピング カー ト と注文履歴があ り、 [ ログア
ウ ト ] ボタンの横に Rachel の名前が一覧表示されています。 

これが初めてのツアーで、 共有サーバ インスタンスに Rachel Adams と してログ
インしているユーザが他にいない場合、 シ ョ ッピング  カー ト と注文履歴は空白

です。 次の画面は、 すでに 2 つの注文を完了したユーザの [My Avitek] ページで
す。
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[My Avitek] ページの技術詳細

この節では、 このページで行われる処理について詳し く説明します。

はじめに

[My Avitek] ポータル ページには、 ログイン  ユーザがサイ ト のパーソナライズ表
示をできるよ うにするためのポート レ ッ ト が数多く用意されています。 [My 
Avitek] ページは、 b2cPortal で 3 つのタブから構成されるページの 1 つです。
WebLogic Platform をインス トールした  BEA_HOME ディ レク ト リの以下の場所に、

e2eApp を構成するファ イルがあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\... 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp-project\... 

[My Avitek] ページには、 以下のポート レ ッ ト を追加するこ とができます。 
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� mybanner ポート レッ ト 。 一番上のバナーと  3 つのタブ (My Avitek、
Products、 Shopping Cart) のページを表示します。 

� login ポート レ ッ ト 。 認証済みのユーザがアプリ ケーシ ョ ンにログインする

際に使用します。 [ ログアウ ト ] ボタンおよび現在ログイン中のユーザ名を
表示します。 

� search ポート レッ ト 。 キーワードベースの検索入力ボッ ク スを表示します。 

� myavitek ポート レッ ト 。 [My Avitek] ページに、 [写真貼 り付けの ヒン ト ] を
グラフ ィ ッ ク とテキス ト で表示します ( このサンプルに表示されるコンテン
ツは静的ですが、 WebLogic Portal の機能を使えば、 さ まざまなユーザ向け
にパーソナライズできます。 アプ リ ケーシ ョ ン コンテンツのパーソナラ イズ
の詳細については、 『開発者ガイ ド』 を参照して ください )。 

� summarycart ポート レッ ト 。 ログイン  ユーザのシ ョ ッピング カー トの簡単

な一覧を表示します。 

� orderhistory ポート レ ッ ト 。 ログイン ユーザの注文履歴の簡単な一覧を表
示します。 

� tourguide ポート レッ ト 。 アプ リ ケーシ ョ ンの状況依存ドキュ メ ン ト を表示

します。 このドキュ メ ン トには、 実行中のアプリ ケーシ ョ ンの左側に小さ く
表示されるものと、 現在示しているよ うに [技術的詳細を参照 ]、 [ コードを
表示 ]、 [e-docs を参照 ] とい うポインタを含む最大化されたものの 2 つの形
式があ り ます。 

[My Avitek] ページを構成するすべてのポート レ ッ ト は、 以下のファ イルで定義

されています。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp-project
\application-sync\webapps\b2cPortal\b2cPortal.portal

例 : 

<page-name>My Avitek</page-name>
...

<portlet-pool>
<portlet-name>login</portlet-name>
<portlet-name>search</portlet-name>
<portlet-name>tourguide</portlet-name>
<portlet-name>subnav</portlet-name>
<portlet-name>summarycart</portlet-name>
<portlet-name>myavitek</portlet-name>
<portlet-name>orderhistory</portlet-name>
<portlet-name>mybanner</portlet-name>
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<portlet-name>anonUser</portlet-name>
</portlet-pool>

これらのポート レ ッ トは、 開発サイ クル時に E-Business Control Center を使用し
て [My Avitek] ページに追加されました。 EBCC は、 Java ク ラ イアン トベースの
ツールの集ま りです。 このツールには、 ルールの定義、 Webflow の編集、 ポー
タルの作成と管理などの複雑な作業を簡単に行えるグラフ ィカル インタフェー
スが用意されています。 E-Business Control Center のユーザは、 ポイン ト アンド
ク リ ッ ク方式のインタフェースで作業を行い、 サーバと同期を と る  XML フ ァ イ
ルを生成します。 

EBCC の他にも、 実行時のポータルの管理に、 ブラウザベースの WebLogic 
Portal Administration Tools を使用しました。 その処理の詳細については、 『管理
者ガイ ド』 を参照して ください。 

開発者は、 このサンプル アプ リ ケーシ ョ ンを実行する際に、 ブラウザに表示さ

れる前のポート レ ッ ト  JSP コードについて理解するこ とが重要です。 そのため、

この節で使用されるコードの断片や [ コードを表示 ] リ ンクでは、 特定のポート

レ ッ ト のブラウザで表示する前の JSP ファ イルについて説明します。 

b2cPortal のポート レッ ト  JSP ファ イルは、 以下の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\b2cPortal
\portlets\... 

この [My Avitek] ページでは、 [ コードを表示 ] リ ンクをク リ ッ クする と、
\orderhistory\content.jsp ポート レ ッ ト  ファ イルのソースが開きます。 こ
こには、 ログイン ユーザのパーソナラ イズされた注文履歴が表示されます。 こ
のポート レ ッ ト のファ イルは、 上記のパスの下の orderhistory サブディ レク ト リ

にあ り ます。 

Order History ポート レ ッ トが 
...\e2eApp\b2cPortal\portlets\orderhistory ディ レク ト リの content.jsp 
を使用している こ とはど う してわかるのでし ょ うか。 これは WebLogic Platform 
の E-Business Control Center で指定されました。 この情報は次のファ イルにも定
義されています。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp-project
\application-sync\portlets\orderhistory.portlet 

この XML ファ イルでは以下が定義されています。 

<portlet-name>orderhistory</portlet-name>
...
<content-url>/portlets/orderhistory/content.jsp</content-url>
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b2cPortal Web アプリ ケーシ ョ ンのルート  ディ レ ク ト リからコンテンツ  URL へ
の相対パスに注意して ください。 デフォル トでは、 インス トール先のディ レク ト

リ と して以下の場所が指定されます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\b2cPortal

デフォルト  Webflow 内の位置

[My Avitek] ページのデフォルト  Webflow について検討する前に、 用語をいくつ

か定義しておきまし ょ う 。 

Webflow とは、 プレゼンテーシ ョ ン JSP で次ページの URL をハード コーディン

グせずに、 Web サイ ト のフローを制御できるよ うにする開発者向けの BEA のテ
ク ノ ロジです。 WebLogic Portal では、 Webflow を使用して、 アプ リ ケーシ ョ ン

がブラウザに表示する必要があるページ、 および実行する必要があるビジネス 
ロジッ クを決定します。 1 つまたは複数の Webflow ネームスペース  ファ イルを
使用する と、 特定の Web アプ リ ケーシ ョ ンの Webflow をコンフ ィグレーシ ョ ン
できます。 

Webflow ネームスペース ファイルは、 XML ファ イルです。 このファ イルで、
Web アプリ ケーシ ョ ンの Webflow のコンフ ィ グレーシ ョ ン、サイ トの  Web ペー
ジが表示される順序の制御、 およびこれらのページに関連付けられているビジネ
ス  ロジッ クの実行を開始します。 Webflow ネームスペース  ファ イルは、 BEA 
E-Business Control Center で入手できる  Webflow エディ タ と  Pipeline エディ タを

使って編集します。 これらのエディ タは、 各 Web アプリ ケーシ ョ ンの Webflow 
を視覚的に作成、 変更、 検証するのに役立つグラフ ィ カル ツールです。 

Pipeline と入力プロセッサは、 2 つの異なるタイプのプロセッサ  ノードで、
Webflow 実装のパッケージに同梱されています。

Pipeline とは、 一連のサービスを  1 つの名前付きサービスにバインドできるよ う
にする、 開発者向けの BEA のテク ノ ロジです。 Pipeline を作成する と、 ビジネ
ス  データの処理を管理できます。 通常、 Pipeline は、 Webflow の結果と して実行
されるビジネス  ロジッ クのフローを制御します。 Pipeline は、 ト ランザクシ ョ ン

対応にするこ と も ト ランザクシ ョ ン非対応にするこ と もできます。 たとえば、 訪
問者が Web サイ ト の別のページに移動してもその訪問者の情報をデータベース
に維持したい場合は、 Pipeline を使用します。 Pipeline は、 よ り規模の大きいエ
ンタープラ イズ アプ リ ケーシ ョ ン内の複数の Web アプリ ケーシ ョ ンに適用でき

るビジネス  ロジッ クを含むため、 エンタープライズ  JavaBean (Enterprise 
JavaBeans: EJB) コンテナでロード されます。 
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Pipeline は、 BEA E-Business Control Center で入手できる  Webflow エディ タ と  
Pipeline エディ タの Pipeline ノード と して表示されます。 Webflow エディ タ と  
Pipline エディ タによって、 基本の Webflow ネームスペース と  Pipeline ネームス
ペースの XML フ ァ イルが生成されます。 これは手動で編集しないでください。 

b2cPortal アプリ ケーシ ョ ンでは、 Webflow ネームスペース フ ァ イルは以下の
ディ レ ク ト リにあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp-project\app
lication-sync\webapps\b2cPortal

入力プロセッサは、 定義済みの特化した Java ク ラスで、 Webflow メ カニズムで
呼び出される と、 よ り複雑なタスクを実行します。 入力プロセッサは、 通常 
HTML 形式のデータを検証するため、 または Web ページ内に条件ブランチを入
れるために使われます。 たとえば、 日付が正しい形式で入力されているかど うか
を検証するコードが、 フォーム  フ ィールドを表示する同一の JSP 内に埋め込ま
れるのではなく、 入力プロセッサに含まれている こ とがあ り ます。 入力プロセッ
サには、 Web アプリ ケーシ ョ ンに固有のロジッ クが含まれるため、 Web アプ リ

ケーシ ョ ンのコンテナによってロード されます。 

Webflow テク ノ ロジと  Pipeline テク ノ ロジ、およびそれらのエディ タの詳細につ

いては、 『開発者ガイ ド』 の 「ポータル ナビゲーシ ョ ンのセッ ト アップ」 を参照

して ください。 

こ こには Webflow テク ノ ロジの重要な定義も記載されています。 それでは、
[My Avitek] ページを見ていきまし ょ う 。 [My Avitek] ページの 1 つ前のページ
で、 以下のいずれかのアクシ ョ ンを行いました。 

� サンプルの [ はじめに ] ページで、 [ 「Rachel Adams」 と して自動ログイン ] ボ
タンのグラフ ィ ッ クをク リ ッ ク。 このページで使われたフォームによって、
定義済み値と ログイン資格情報から  URL 値が構成されました ( サンプル ア
プリ ケーシ ョ ンを簡易化するためにこの方法で実装したもので、 実際の作業
にはお勧めできません )。 ログイン認証コードの使い方、 さ らに Web アプリ

ケーシ ョ ンのデモグラフ ィ ッ ク情報収集のテクニッ クについては、WebLogic 
Portal のドキュ メ ン ト を参照して ください。 

� [Products] ページまたは [Shopping Cart] ページから、 [My Avitek] タブをク
リ ッ ク。 

[My Avitek] ページのイベン ト の詳細については、 次の節を参照して ください。
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[My Avitek] ページのイベント

顧客が JSP 上のリ ンクやボタンをク リ ッ クする度に、それが 1 つのイベン トであ
る と見なされます。 イベン トは、 デフォル ト  Webflow 内の特定の応答を ト リ ガ
し、 顧客が処理を継続できるよ うにします。 この応答から、 別の JSP がロード さ
れる場合もあ り ますが、 通常は、 入力プロセッサや Pipeline が最初に呼び出され
た場合に行われます。 

[Products] ページまたは [Shopping Cart] ページで、 [My Avitek] タブをク リ ッ ク
する と、 以下のよ うな  URL が表示されます ( こ こでは、 見やすくするために何

行かに改行してあ り ます )。 

http://<host>/<port>/b2cPortal/application?
origin=hnav_bar.jsp&event=bea.portal.framework.internal.refresh
&pageid=My+Avitek

更新イベン ト によ り、 最新データで更新されたページが再表示されます。 [My 
Avitek] ページ上で、 動的データ  (My シ ョ ッピングカー ト 、 注文履歴、 ツアー ガ
イ ド ) が含まれるすべてのポート レッ トのデータが更新されます。 

タブは、 hnav_bar.jsp フ ァ イルを介して提供されます。 このフ ァ イルは、 以下
の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\b2cPortal\f
ramework

hnav_bar.jsp ファ イルによって、以下の 2 つの JSP タグ ライブラ リがインポー
ト されます。 

<%@ taglib uri="webflow.tld" prefix="wf" %>
<%@ taglib uri="portal.tld" prefix="ptl" %>

アプリ ケーシ ョ ン内の別のページから  [My Abitek] タブをク リ ッ ク した場合は、
hnav_bar.jsp は対象となるタブへの以下のリ ンクで JSP タグを使用しました。 

<a href="<ptl:createPortalPageChangeURL pageName='<%= 
portalPageName %>'/>"><%=portalPageName%></a>

ポータルの ptl:createPortalPageChangeURL JSP タグは、ページ変更イベン ト
の Webflow URL を生成します。 

[My Avitek] ページでの動的データの表示

[My Avitek] ページで、 動的ポート レッ トの 1 つ、 summarycart を見てみます 
([My Avitek] ページでは [My シ ョ ッピング カー ト ] と表示されます )。 
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summarycart ポート レッ トの Webflow ネームスペース  ファ イルは、 以下のとお
りです。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp-project\app
lication-sync\webapps\b2cPortal\summarycartportlet.wf

こ こには、 以下のコードが含まれます。 

    <presentation-origin node-name="step1" node-type="jsp">
        <node-processor-info page-name="step1.jsp"
             page-relative-path="/portlets/summarycart"/>
    </presentation-origin>

step1.jsp ファ イルは、 以下の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\b2cPortal\p
ortlets\summarycart\step1.jsp

step1.jsp ファ イルでは、 Pipeline セッシ ョ ンから現在のシ ョ ッピング カー ト を

取得する  Webflow タグ と保存されたシ ョ ッピング  カート を取得する  Webflow タ
グなど、 JSP タグを組み合わせて使用します。 

<webflow:getProperty id="shoppingCart"
 property="<%=PipelineSessionConstants.SHOPPING_CART%>
 "type="com.beasys.commerce.ebusiness.shoppingcart.ShoppingCart"
 scope="session" namespace="portal" />

<webflow:getProperty id="savedShoppingCart"
 property="<%=PipelineSessionConstants.SAVED_SHOPPING_CART%>"
 type="com.beasys.commerce.ebusiness.shoppingcart.ShoppingCart"
 scope="session" namespace="portal" />

デフォルトのポータル ページを指定する管理タスク

[My Avitek] の節で取り上げたプロパティのほとんどは、 手動では編集せず、

E-Business Control Center、 および WebLogic Portal Administration Tools の [ ポー
タル管理 ] 領域を使って定義しました。 たとえば、 [My Avitek] ページは、
WebLogic Portal Administration Tools を使用する こ とによ り、 b2cPortal アプ リ

ケーシ ョ ンのデフォル トの開始ページと指定されました。 こ こでは、 このツール
を起動する方法を説明し、 デフォルトのページ設定のサンプル画面を示します。 

1. 新しいブラウザのウ ィンド ウで以下の URL をポイン トする と、 WebLogic 
Portal Administration Tools が起動します。 

http://<host>:<port>/e2eAppTools/index.jsp

これらの手順は、 e2eDomain のサーバがまだ稼動中である と想定していま
す。 e2eAppTools Web アプリ ケーシ ョ ンとサンプル アプリ ケーシ ョ ンは同
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時に実行できます。 どちらの Web アプリ ケーシ ョ ンも同じ  e2eApp エンター
プライズ アプリ ケーシ ョ ンの一部であ り、 同じ ド メ イン内で実行されます。 

2. ローカル マシン名 (localhost) またはリモート  ホス ト名、および WebLogic 
Server がリ スンしているポート番号を置き換えます。 WebLogic Portal アプリ

ケーシ ョ ンでは、 デフォルトのポート番号は 7501 です。 URL の 
e2eAppTools 部分では大文字と小文字が区別されます。 

3. ユーザ名とパスワードの入力が要求されます。 これらの値はサイ ト によって
異なるこ とがあ り ますが、 デフォル トは次のとおりです。 

Username: administrator
Password: password

ログイン値は、 大文字と小文字が区別されます。 これらの資格情報が機能し
ない場合は、 管理者に問い合わせて ください。 サンプルのインス トール後
に、 管理者アカウン トのデフォルト値が変更された可能性があ り ます。 

4. WebLogic Portal Administration Tools のメ イン ページで、 [ ポータル管理 ] バ
ナーのアイコンをク リ ッ ク します。 

5. [ ポータル管理ホーム ] ページで b2cportal に対応する  [Default Portal 
(Everyone)] をク リ ッ ク します。

6. [ グループ ポータル管理ホーム ] ページで [ページ & ポート レ ッ ト ] をク
リ ッ ク します。 

7. [ ページおよびポート レッ ト ] ページで [ページの選択と順序設定 ] をク リ ッ
ク します。

次の図はページの一部を示しています。 
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[My Avitek] ページが、 どのよ うにしてデフォルトのホーム ページに指定された
かに留意して ください。 

WebLogic Portal Administration Tools の詳細については、 『管理者ガイ ド』 を参照
して ください。 

WebLogic Portal Administration Tools を終了するには、 ブラウザのウ ィンド ウを
閉じます。 

次のステップ

ツアーを続けるには、 バナーの  [Products] タブを選択します。 
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[Products] ページ

[Products] タブをク リ ッ クする と、 このページには中心となるポート レ ッ ト  
catalog.jsp の製品カタログの最上位カテゴ リがロード されます。 カタログの

テキス ト と画像は WebLogic Portal Administration Tools の [ カタログ管理 ] 領域
を使用して、 すでに整理されています。 ログイン  ユーザの場合、 [My シ ョ ッピ

ング カー ト ] と  [注文履歴 ] の最新データが更新されました。 

次の画面は、 最初の [Products] ページのカテゴ リ を示しています。
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[Products] ページの技術詳細

この節では、 このページで行われる処理について詳し く説明します。

はじめに

[Products] ページには [My Avitek] ページと同じポート レ ッ ト の多くが組み込ま

れています。 

� mybanner ポート レ ッ ト 。 一番上のバナーと  3 つのタブ (My Avitek、
Products、 Shopping Cart) のページを表示します。 

� login ポート レッ ト 。 認証済みのユーザがアプリ ケーシ ョ ンにログインする

際に使用します。 [ ログアウ ト ] ボタンおよび現在ログイン中のユーザ名を
表示します。 

� search ポート レ ッ ト 。 キーワードベースの検索入力ボッ クスを表示します。 

� summarycart ポート レ ッ ト 。 ログイン ユーザのシ ョ ッピング カー トの簡単

な一覧を表示します。 

� orderhistory ポート レッ ト 。 ログイン  ユーザの注文履歴の簡単な一覧を表
示します。 

� tourguide ポート レ ッ ト 。 実行中のサンプルの状況依存ドキュ メ ン ト を表示

します。 

さ らに、 この [Products] ページには catalog.jsp ポート レ ッ ト が追加されてい

ます。 このソース  ファ イルは、 インス トール済みディ レク ト リ  BEA_HOME の下
の、 次のサブディ レク ト リにあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\b2cPortal\p
ortlets\catalog

catalog.jsp ポート レッ トには、 発生したカタログ  イベン トに応じて、 さまざ
まなインクルード  ファ イルの JSP コードが組み込まれます。 このこ とは、 これ

以降のページのカタログで各種アイテムを選択したと きに確認できます。 

catalog.jsp ポート レッ トの他に、 これ以降の [Products] ページに表示される追
加ポート レ ッ トは、 商品評価と呼ばれます。 このポート レッ トは、 カテゴ リの製
品アイテムを  1 つまたは複数含むカタログ  ページに表示されます。 商品評価
ポート レッ トは、 WebLogic Workshop で作成された  Web サービスを使って、 選
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択された製品アイテムのコンシューマ レーティ ングを調べます。 ポー ト レッ ト

のソース フ ァ イル (evaluator.jsp、 およびインクルード  ファ イル step1.jsp 
と  step2.jsp) は、 インス トール済みディ レク ト リ  BEA_HOME の下の、 次のサブ
ディ レク ト リにあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\b2cPortal\p
ortlets\evaluator

[Products] ページを構成するすべてのポート レッ トは、 以下のフ ァ イルに定義さ

れています。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp-project\app
lication-sync\webapps\b2cPortal\b2cPortal.portal

例 : 

 <page-name>Products</page-name
  ...
     <portlet-pool>
     <portlet-name>login</portlet-name>
     <portlet-name>search</portlet-name>
     <portlet-name>evaluator</portlet-name>
     <portlet-name>summarycart</portlet-name>
           <portlet-name>tourguide</portlet-name>
     <portlet-name>catalog</portlet-name>
     <portlet-name>subnav</portlet-name>
     <portlet-name>orderhistory</portlet-name>
</portlet-pool>

デフォルト  Webflow 内の位置

このアプ リ ケーシ ョ ンの Webflow によって、 [Products] タブを選択したと きにこ
のカタログ ページが表示されました。 

前の節で示したとおり、 catalog.jsp ポート レッ トには、 発生したカタログ イ
ベン トに応じて、 さまざまなインクルード  ファ イルの JSP コードが組み込まれ

ます。 たとえば、 以下の catalog.jsp の webflow:getProperty タグは、
Pipeline セッシ ョ ンから最後のカタログ  イベン ト を取得します。 

<webflow:getProperty
id="event"
type="java.lang.String"
property="<%= B2CPortalConstants.LAST_CATALOG_EVENT_ATTRIB %>"
scope="session"
namespace="portal" />
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� カタログ イベン ト が NULL の場合は、 以下の JSP が catalog.jsp ポート

レ ッ ト にインクルード されます。 

<jsp:include page="/portlets/catalog/catalog_index.jsp" 
flush="true" /> 

Catalog_index.jsp によって、 最初の [Products] ページに表示された最上
位カテゴ リのロード処理が実行されます。 

� ユーザが特定のカテゴ リの 1 つをク リ ッ ク した場合、 以下の JSP が 
catalog.jsp ポート レッ トにインクルード されます。 

<jsp:include page="/portlets/catalog/category.jsp" flush="true" 
/> 

category.jsp 処理の詳細については、 [ カテゴ リ ] ページの [技術的詳細を
参照 ] に記載されています。 

� ( 最初の [Products] ページには表示されない ) 特定のカテゴ リから、ユーザが 
1 つの製品アイテムをク リ ッ ク した場合、 以下の JSP が catalog.jsp ポー
ト レッ トにインクルード されます。 

<jsp:include page="/portlets/catalog/item.jsp" flush="true" /> 

item.jsp 処理の詳細については、 2-31 ページの 「Product Item ポート レッ ト 」

を参照して ください。 

� ユーザが検索キーワードを入力して [Go] ボタンをク リ ッ ク した場合、 以下
の JSP が catalog.jsp ポート レ ッ ト にインクルード されます。 

<jsp:include page="/portlets/catalog/search_results.jsp" 
flush="true" /> 

search_results.jsp 処理の詳細については、 2-46 ページの 「Search 
Results ポート レッ ト 」 に記載されています。

動的データの表示

6 つの製品カテゴ リ をロード した最初の [Products] ページでは、 カタログ  イベン
トは NULL でした。 その結果、 catalog_index.jsp フ ァ イルが catalog.jsp 
ポート レッ トにインクルード されました。 必要に応じて、 catalog_index.jsp 
のコードを調べてください。 このコードは、 インス トール済みディ レク ト リ  
BEA_HOME の下の、 次のサブディ レク ト リにあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\b2cPortal\p
ortlets\catalog
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catalog_index.jsp ファ イルには、 カタログを繰り返し表示し、 各カテゴ リの
プロパティ を取り出すビュー イテレータがあ り ます。 まず、 次のよ うに 
webflow:getProperty JSP タグを使って、 Pipeline セッシ ョ ンからカタログ  カ
テゴ リのビュー イテレータを取得します。 

<webflow:getProperty
id="categories"
type="com.beasys.commerce.ebusiness.catalog.ViewIterator"
property="<%= PipelineSessionConstants.CATALOG_SEARCH_CATEGORIES%>"
scope="session"
namespace="portal" />

次にカテゴ リの参照を繰 り返し、 各カテゴ リ を表示します。 コーディ ングのサブ

セッ ト を以下に示します。 

<catalog:iterateViewIterator
id="category"
returnType="com.beasys.commerce.ebusiness.catalog.Category"
iterator="<%=categories%>">

<catalog:getProperty
id="categoryKey"
returnType="com.beasys.commerce.ebusiness.catalog.CategoryKey"
object="<%= category %>"
propertyName="key" />

<catalog:getProperty
id="largeImage"
returnType="com.beasys.commerce.ebusiness.catalog.ImageInfo"
object="<%= category %>"
propertyName="image"

getterArgument="<%= new Integer(Category.LARGE_IMAGE_INDEX ) %>" />
...

catalog_index.jsp の同じ イテレータを使っている状態で、 各テーブルのセル
にはページのプロパテ ィがいくつか表示されます。 コーディ ングのサブセッ ト を

以下に示します。 

<a href="<portlet:createWebflowURL namespace="catalogportlet"
event="link.category"extraParams="<%=linkParams +
java.net.URLEncoder.encode( categoryKey.getIdentifier())
%>"/>"><img src="<webflow:createResourceURL
resource='<%=largeImage.getUrl()%>'/>" width="180" height="136"
alt="<%=shortDesc%>" border="0"></a>

この処理によって、 catalog.jsp ポート レ ッ ト の最初の [Products] ページにカテ
ゴ リが表示されます。 上記の HTML を見れば、 カテゴ リの画像をク リ ッ ク した
場合、 次のページへの移行のために、 link.category とい う イベン ト が生成さ

れるこ とがわかり ます。 しかし、 この最初の [Products] ページが表示される前に
どんなイベン トが発生したでし ょ うか。 詳細については、 次の節を参照して くだ
さい。 
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最初の [Products] ページでのイベン ト

[Products] ページまたは [Shopping Cart] ページが表示されている と きに、 [My 
Avitek] タブをク リ ッ クする と、 以下のよ う な  URL が表示されます ( こ こでは、
見やすくするために何行かに改行してあ り ます )。 

http://<host>/<port>/b2cPortal/application?
origin=hnav_bar.jsp&event=bea.portal.framework.internal.refresh
&pageid=Products

更新イベン トによ り、 最新データで更新されたページが再表示されます。 動的
データを含む [Products] ページ上のすべてのポート レ ッ ト のデータが更新されま

す。 更新されたこの [Products] ページには上位 6 レベルのカテゴ リ を示す最初の
ページが含まれます。 

タブは、 hnav_bar.jsp ファ イルを介して提供されます。 このファ イルは、 以下
の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\b2cPortal
\framework

hnav_bar.jsp フ ァ イルによって、以下の 2 つの JSP タグ  ライブラ リがインポー
ト されます。 

<%@ taglib uri="webflow.tld" prefix="wf" %>
<%@ taglib uri="portal.tld" prefix="ptl" %>

アプ リ ケーシ ョ ン内の別のページから  [Products] タブをク リ ッ ク した場合は、
hnav_bar.jsp は対象となるタブへの以下の リ ンク内で JSP タグを使用しまし
た。 

<a href="<ptl:createPortalPageChangeURL pageName='<%= 
portalPageName %>'/>"><%=portalPageName%></a>

ポータルの ptl:createPortalPageChangeURL JSP タグは、ページ変更イベン ト
の Webflow URL を生成します。 

また、 すでに示したとおり、 この最初の [Products] ページでは、 カタログ  イベン
トは NULL です。 この結果、 catalog_index.jsp が catalog.jsp ポート レッ

トにロード されます。 catalog.jsp ポート レッ トのコーディ ングは次のとおり

です。 

<webflow:getProperty
id="event"
type="java.lang.String"
property="<%= B2CPortalConstants.LAST_CATALOG_EVENT_ATTRIB %>"
scope="session"
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namespace="portal" />
<%

if ( event == null )
{

%>

<jsp:include page="/portlets/catalog/catalog_index.jsp" 
flush="true" />

カテゴリ管理タスク

このサンプル アプリ ケーシ ョ ンのカタログでは、 単純な 2 つのレベルのカテゴ
リ階層が使われています。 最初のレベルはデフォルトのルート  カテゴ リで、 2 番
目のレベルは最初の [Products] ページに表示された 6 つのカテゴ リで構成されて
います。 ただし、 WebLogic Portal カタログ機能では、 WebLogic Portal のドキュ
メ ン トで説明している とおり、 複数レベルの階層カテゴ リがサポート されていま

す。 

このサンプル アプリ ケーシ ョ ンの 6 つのカテゴ リは、 ブラウザベースの 
WebLogic Portal Administration Tools の [ カタログ管理 ] 領域で、 前に定義した
ものです。 必要に応じて、 この節の指示に従って既存の定義を確認できます。 

以下の手順は、 e2eDomain のサーバがまだ稼動中である と想定しています。
e2eAppTools Web アプリ ケーシ ョ ン とサンプル アプリ ケーシ ョ ンは同時に実行

できます。 どちらの Web アプ リ ケーシ ョ ンも同じ  e2eApp エンタープライズ  ア
プ リ ケーシ ョ ンの一部であ り、 同じ ド メ イン内で実行されます。 

1. 新しいブラウザのウ ィ ンドウで以下の URL 形式を使う と、 WebLogic Portal 
Administration Tools が起動します。 

http://<host>:<port>/e2eAppTools/index.jsp

URL 内のローカル マシン名 (localhost) またはリモート  ホス ト名、 および 
WebLogic Server がリ スンしているポート番号を置き換えます。 WebLogic 
Portal アプリ ケーシ ョ ンでは、 デフォル トのポート番号は 7501 です。 URL 
の e2eAppTools 部分では大文字と小文字が区別されます。

例 : 
http://localhost:7501/e2eAppTools/index.jsp

2. ユーザ名とパスワードの入力が要求されます。 これらの値はサイ ト によって
異なるこ とがあ り ますが、 デフォル トは次のとおりです。 

Username: administrator
Password: password
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ログイン値は、 大文字と小文字が区別されます。 これらの資格情報が機能し
ない場合は、 管理者に問い合わせてください。 サンプルのインス トール後
に、 管理者アカウン ト のデフォル ト値が変更された可能性があ り ます。 

3. WebLogic Portal Administration Tools のメ イン  ページで、 [ カタログ管理 ] バ
ナーのアイコンをク リ ッ ク します。 

4. [ カタログ管理 ] ページで、 下線付きの [ カテゴ リ ] をク リ ッ ク します。 

以下の画面が表示されます。 

下線付きのカテゴ リ を  1 つク リ ッ ク します。 たとえば、 AviPix (0avipix) 
をク リ ッ ク します (警告 : 赤い X アイコンはク リ ッ ク しないでください。 カ

タログからそのカテゴ リが削除されてしまいます。 サンプル カタログ デー
タの管理ページを使っているこ とを忘れないでください )。 
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5. 表示された画面を下へスク ロールして、 そのカテゴ リ を表す画像の位置を確
認します。 

カタログ管理タスクの詳細については、 WebLogic Portal のドキュ メ ン ト を参照
して ください。 

WebLogic Portal Administration Tools を終了するには、 ブラウザのウ ィ ンド ウを
閉じます。 

次のステップ

ツアーを続けるには、 [AviPix Consumer Digital Cameras] カテゴ リ を ク リ ッ ク し
ます。 

Category ポート レッ ト

この特定のカテゴ リの製品アイテムはカタログからロード され、 このページに表

示されます。 たとえば、 次のよ うに表示されます。
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[ カテゴリ ] ページの技術詳細

この節では、 このページで行われる処理について詳し く説明します。

はじめに

この特定のカテゴ リの製品アイテムはカタログからロード され、 このページに表
示されます。 最上位のバナーには現在のカテゴ リ を強調表示したグラフ ィ ッ クが
あ り ます。 ページの下部にある商品評価ポート レ ッ ト には、 ログイン  ユーザ 
Rachel Adams がこのカテゴ リの製品アイテムのレーテ ィングを入手できる メ
ニューがあ り ます。 
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WebLogic イベン トの処理によって、 発生する  link.category イベン トが決定さ
れ、 その結果、 category.jsp フ ァ イルが中心となる  catalog.jsp ポート レ ッ

ト にロード されました。 

現在のサンプル アプ リ ケーシ ョ ンのページに結果と して表示されたサンプルの 
URL は、 以下のとおりです ( こ こでは、 見やすくするために何行かに改行して

あ り ます )。 

http://localhost:7501/b2cPortal/application
?origin=catalog_index.jsp
&event=bea.portal.framework.internal.portlet.event
&pageid=Products&portletid=catalog
&wfevent=link.category&wlcs_catalog_category_id=0avipix

サンプルの URL では、 最初の状態は 2 番目、 3 番目、 4 番目の行に示されていま
す。 Webflow イベン トは最後の行に示されています。 link.category イベン ト が発
生しています。 このイベン ト の結果が、 サンプル アプリ ケーシ ョ ンで表示され

ているページです。 直前のページで選択されたカテゴ リ  0avipix ( この例の場
合 ) の製品アイテムが表示されます。 番号 0 は 6 つの製品カテゴ リのインデッ ク
スです。 

デフォルト  Webflow 内の位置

このアプ リ ケーシ ョ ンの Webflow によ り、 直前のページで選択されたカテゴ リ
のデータがロード されました。 catalog.jsp ポート レッ トには、 発生したカタ

ログ  イベン トに応じて、 さまざまなインクルード  ファ イルの JSP コードが組み

込まれます。 たとえば、 以下の catalog.jsp の webflow:getProperty タグは、
Pipeline セッシ ョ ンから最後のカタログ  イベン ト を取得します。 

<webflow:getProperty
id="event"
type="java.lang.String"
property="<%= B2CPortalConstants.LAST_CATALOG_EVENT_ATTRIB %>"
scope="session"
namespace="portal" />

catalog.jsp ポート レ ッ ト では、 返されたイベン ト属性が、 以下のよ うに

チェ ッ ク されます。 

...
<%

}
else if ( ( event.equals( "link.category" ) ) ||

( event.equals( "button.category.buy" ) ) ||
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( event.equals( "button.category.save") )   )
{

%>
...
<jsp:include page="/portlets/catalog/category.jsp" flush="true" />

この場合、 link.category イベン ト が発生したために、 category.jsp ファ イル
が catalog.jsp ポート レッ トに取り込まれます。 

動的データの表示

category.jsp フ ァ イルでは、 直前のページで選択したカテゴ リ を Pipeline セッ
シ ョ ンから取得します。 

<webflow:getProperty
id="category"
type="com.beasys.commerce.ebusiness.catalog.Category"
property="<%= PipelineSessionConstants.CATALOG_CATEGORY %>"
scope="session"
namespace="portal" />

次に、 一連の JSP タグを使って、 現在のカテゴ リについてのプロパティ を取得し
ます。

例 : 
<catalog:getProperty

id="headerImage"
returnType="com.beasys.commerce.ebusiness.catalog.ImageInfo"
object="<%= category %>"
propertyName="image"
getterArgument="<%= new Integer( CatalogItem.SMALL_IMAGE_INDEX   
) %>" />

次に、 ビュー イテレータを使って、 このカテゴ リの製品アイテムを Pipeline 
セッシ ョ ンから取得します。 

<webflow:getProperty
id="items"
type="com.beasys.commerce.ebusiness.catalog.ViewIterator"
property="<%= PipelineSessionConstants.CATALOG_ITEMS %>"
scope="session"
namespace="portal" />

次に製品アイテムを繰 り返し参照して、 catalog.jsp ポート レッ ト内のそれぞ

れのプロパティ を表示します。 コーディ ングのサブセッ ト を以下に示します。 

<catalog:iterateViewIterator
id="item"
returnType="com.beasys.commerce.ebusiness.catalog.ProductItem"
iterator="<%= items %>">
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<catalog:getProperty
id="itemImage"
returnType="com.beasys.commerce.ebusiness.catalog.ImageInfo"
object="<%= item %>"
propertyName="image"
getterArgument="<%= new Integer( CatalogItem.SMALL_IMAGE_INDEX 
) %>" />

<catalog:getProperty
id="currentPrice"
returnType="com.beasys.commerce.axiom.units.Money"
object="<%= item %>"
propertyName="currentPrice" />

...

category.jsp には、 数多くのボタン ([詳細 ]、 [今すぐ購入 ]、 [保留 ]) がある
ため、 その他の作業も行います。 たとえば、 [詳細 ] リ ンクを作成するには、
HTTP 要求パラ メータを設定します。 

<% 
String linkParams =

HttpRequestConstants.CATALOG_CATEGORY_ID + "=" +
java.net.URLEncoder.encode( categoryKey.getIdentifier()
) + "&" +

HttpRequestConstants.CATALOG_ITEM_SKU + "=" +
itemKey.getIdentifier();

%>

category.jsp 内の同じ イテレータを使っている状態で、 各テーブルのセルには
ページのプロパテ ィが表示されます。 コーディングの小さなサブセッ ト を以下に
示します。 追加コーディングについては、 category.jsp 内のテーブルを参照し
て ください。 

<a href="<portlet:createWebflowURL namespace="catalogportlet" event="link.item"
extraParams="<%=linkParams%>" />"><img src="<webflow:createResourceURL
resource="<%=itemImage.getUrl()%>"/>" width="187" height="139" alt=""
border="0"></a>

上記に示したコードが使われるのは、 ユーザがアイテムの画像または [詳細 ] ボ
タンのグラフ ィ ッ クをク リ ッ ク した場合です。 

上記の HTML サブセッ ト を見れば、 ユーザが製品アイテムの画像をク リ ッ ク し
た場合、 次のページへの移行のために、 link.item とい う イベン トが生成される こ

とがわかり ます。 しかし、 この最初の [Products] ページが表示される前にどんな
イベン ト が発生したでし ょ うか。 詳細については、 次の節を参照して ください。 
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イベント

直前の [Products] ページでは、 catalog_index.jsp ファ イルが catalog.jsp 
ポート レッ トに取り込まれる と、 ポー ト レッ トの HTML テーブルに以下のコー
ドがインクルード されます。 

<a href="<portlet:createWebflowURL namespace="catalogportlet" 
event="link.category"
extraParams="<%=linkParams + java.net.URLEncoder.encode( 
categoryKey.getIdentifier() )%>"
/>"><img src="<webflow:createResourceURL resource='<%=largeImage.getUrl()%>'/>"
width="180" height="136" alt="<%=shortDesc%>" border="0"></a>

バナー グラフ ィ ッ クまたは (catalog_index.jsp ファ イルを表示していた ) 
catalog.jsp 内の特定のカテゴ リ を ク リ ッ クする と、 link.category Webflow 
イベン トが ト リガされました。 これによって、 category.jsp ファ イルが 
catalog.jsp ポート レッ トにロード され、 次にこのポート レッ トに、 選択した

カテゴ リ を構成する製品アイテムが表示されました。 

すべてのカタログ  イベン トは、 catalog.jsp ポート レッ トの以下の Webflow 
ファ イルに定義されています。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp-project\app
lication-sync\webapps\b2cPortal\catalogportlet.wf

catalogportlet.wf に定義されているイベン トの 1 つは次のとおりです。 

<event event-name="link.category">
<destination namespace="catalogportlet"

node-name="getCategoryIP" node-type="inputprocessor"/>
</event>

...
<processor-origin node-name="getCategoryIP"

node-type="inputprocessor"><node-processor-info
    class-name="examples.e2e.b2c.catalog.webflow.GetCategoryIP"/>

<event-list>
<event event-name="success">

<destination namespace="catalogportlet"
node-name="getCategory" node-type="pipeline"/>

</event>
</event-list>

</processor-origin>
...
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link.category イベン ト では、 getCategoryIP とい う入力プロセッサが使用さ

れます。 これは Java プログラムで、 HTTP 要求から  Category ID String を取り出

し、 ID String を検証し、 ID String に基づいて CategoryKey を作成し、 これを
セッシ ョ ン  スコープ (有効範囲 ) の PipelineSession に追加します。 この入力
プロセッサのソース ファ イルは、 以下の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\b2cPortal
\WEB-INF\src\examples\e2e\b2c\catalog\webflow\GetCategoryIP.java

カテゴリへのアイテムの割り当て

サンプル アプリ ケーシ ョ ンでは、 ブラウザベースの WebLogic Portal 
Administration Tools の [ カタログ管理 ] を使って、 製品アイテムがカタログに割
り当てられました。 この節では、 その基本手順を概説します。 詳細については、
WebLogic Portal のドキュ メ ン ト を参照して ください。 

注意 : カタログに何百とい う カテゴ リ と何千何万とい う アイテムがある場合、

WebLogic Portal Administration Tools を使用した割 り当ては、明らかに非
現実的な作業です。 このよ う な場合は、 WebLogic Portal Administration 
Tools の代わりに、 WebLogic Portal の DBLoader ツールを使う こ とがで

きます。

以下の手順は、 e2eDomain のサーバがまだ稼動中である と想定しています。
e2eAppTools Web アプリ ケーシ ョ ン とサンプル アプリ ケーシ ョ ンは同時に実行

できます。 どちらの Web アプ リ ケーシ ョ ンも同じ  e2eApp エンタープライズ  ア
プ リ ケーシ ョ ンの一部であ り、 同じ ド メ イン内で実行されます。 

1. 新しいブラウザのウ ィ ンドウで以下の URL 形式を使う と、 WebLogic Portal 
Administration Tools が起動します。 

http://<host>:<port>/e2eAppTools/index.jsp

URL 内のローカル マシン名 (localhost) またはリモート  ホス ト名、 および 
WebLogic Server がリ スンしているポート番号を置き換えます。 WebLogic 
Portal アプリ ケーシ ョ ンでは、 デフォル トのポート番号は 7501 です。 URL 
の 「e2eAppTools」 部分では大文字と小文字が区別されます。

例 : 
http://localhost:7501/e2eAppTools/index.jsp

2. ユーザ名とパスワードの入力が要求されます。 これらの値はサイ ト によって
異なるこ とがあ り ますが、 デフォル トは次のとおりです。 
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Username: administrator
Password: password

ログイン値は、 大文字と小文字が区別されます。 これらの資格情報が機能し
ない場合は、 管理者に問い合わせてください。 サンプルのインス トール後
に、 管理者アカウン ト のデフォル ト値が変更された可能性があ り ます。 

3. WebLogic Portal Administration Tools のメ イン  ページで、 [ カタログ管理 ] バ
ナーのアイコンをク リ ッ ク します。 

4. [ カタログ管理 ] ページで、 下線付きの [カテゴリ ] をク リ ッ ク します。 

5. [ カタログ ] 階層の表示画面で、 アイテムの追加と削除を行う カテゴ リやサブ

カテゴ リ を ク リ ッ ク します ( このサンプル アプ リ ケーシ ョ ンのカテゴ リには

サブカテゴ リがあ り ません )。 

6. カテゴ リが階層表示されたら、 その下線付きの リ ンクをク リ ッ ク します。 た

とえば、 AviPro カテゴ リ を ク リ ッ ク した と します。 ページの上方に、 以下
のテキス ト が表示されているこ とがわかり ます。 

カテゴリの編集 : AviPro
必要な情報を入力して、 [save] アイコンをクリックしてください。
このカテゴリに割り当てられているアイテムを変更するには、ここをクリックしてく
ださい。

このページのテキス ト 「... こ こ」 のリ ンクをク リ ッ ク します。

以下のよ う な画面が表示されます。 
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[ カテゴ リに割 り当てられたアイテム ] テキス ト  ボッ ク スには、 すでにこのカテ
ゴ リにあるアイテムが表示されます。 追加または削除するアイテムの検索は、
キーワード、 クエ リ、 非カテゴ リ化アイテム  ( カテゴ リに分けられていないアイ
テム ) とい う  3 つのモードで実行できます。検索結果は左側のテキス ト  ボッ クス
に表示されます。 カテゴ リにアイテムを追加するには、 右矢印をク リ ッ ク して右
側のテキス ト  ボッ クスにアイテムを移動します。 

詳細については、 WebLogic Portal のドキュ メ ン ト を参照して ください。

WebLogic Portal Administration Tools を終了するには、 ブラウザのウ ィ ンド ウを
閉じます。 
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次のステップ

ツアーを続けるには、 カテゴ リの AviPix 5000 製品アイテムの画像をク リ ッ ク し
ます。

Product Item ポート レッ ト

製品アイテムの詳細は、 カタログからロード されます。 こ こまでのプロセスで、

設計チームは管理者と連携し、 カタログの各アイテムについてよ り大きな画像と
詳しい説明を決定しました。 アイテムの詳細の指定には、 WebLogic Portal 
Administration Tools の [ カタログ管理 ] 領域を使用しました。 その結果、 ポー ト

レ ッ ト の画面は以下のよ うにな り ます。
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Product Item ポートレッ トの技術詳細

この節では、 このページで行われる処理について詳し く説明します。

はじめに

WebLogic イベン トの処理によって、 発生する  link.item イベン ト が決定され、
その結果、 category.jsp ファ イルが中心となる  catalog.jsp ポート レ ッ ト に

ロード されました。 

現在のサンプル アプ リ ケーシ ョ ンのページに結果と して表示されたサンプルの 
URL は、 以下のとおりです ( こ こでは、 見やすくするために何行かに改行して

あ り ます )。 別の製品アイテムを選択した場合、 サンプル ページの URL は異な
り ます。 

http://blues:7501/b2cPortal/application
?origin=category.jsp
&event=bea.portal.framework.internal.portlet.event
&pageid=Products&portletid=catalog
&wfevent=link.item
&wlcs_catalog_category_id=0avipix&wlcs_catalog_item_sku=pix5000

サンプルの URL では、 最初の状態は 2 番目、 3 番目、 4 番目の行に示されていま
す。 Webflow イベン トは最後の行に示されています。 link.item イベン トが発
生しています。 このイベン ト の結果が、 サンプル アプリ ケーシ ョ ンで表示され

ているページです。 直前のページで選択されたカテゴ リ  0avipix ( この例の場
合 ) の製品アイテムが表示されます。 番号 0 は 6 つの製品カテゴ リのインデッ ク
スです。 この例では、 選択された特定のアイテムは AviPix 5000 で、 その在庫商
品識別番号 (SKU) は pix5000 です。 

デフォルト  Webflow 内の位置

このアプ リ ケーシ ョ ンの Webflow によ り、 直前のページで選択された特定の製
品アイテムのデータがロード されました。 catalog.jsp ポート レッ トには、 発

生したカタログ イベン トに応じて、 さまざまなインクルード  ファ イルの JSP 
コードが組み込まれます。 たとえば、 以下の catalog.jsp の 
webflow:getProperty タグは、 Pipeline セッシ ョ ンから最後のカタログ  イベン
ト を取得します。 
2-32 BEA WebLogic Platform サンプル アプリケーシ ョ ン  ツアー



Product Item ポー ト レッ ト
<webflow:getProperty
id="event"
type="java.lang.String"
property="<%= B2CPortalConstants.LAST_CATALOG_EVENT_ATTRIB %>"
scope="session"
namespace="portal" />

catalog.jsp ポート レッ トでは、 返されたイベン ト属性が、 以下のよ うに

チェ ッ ク されます。 

...
<%

}
else if ( ( event.equals( "link.item" ) ) ||

( event.equals( "button.item.buy" ) ) ||
( event.equals( "button.item.save") )   )

{
%>
...
<jsp:include page="/portlets/catalog/item.jsp" flush="true" />

この場合、 link.item イベン トが発生したために、 item.jsp ファ イルが 
catalog.jsp ポート レッ トに取り込まれます。 

動的データの表示

item.jsp ファ イルでは、 Pipeline セッシ ョ ンからアイテムのカテゴ リ を取得しま
す。 次に、 一連の JSP タグを使って、 現在のカテゴ リ とその現在のアイテムにつ
いてのプロパティを取得します。 以下の例は、 2 つの JSP タグを示しています。 

<catalog:getProperty
id="itemImage"
returnType="com.beasys.commerce.ebusiness.catalog.ImageInfo"
object="<%= item %>"
propertyName="image"
getterArgument="<%= new Integer( CatalogItem.LARGE_IMAGE_INDEX 

  %>" />

<catalog:getProperty
id="currentPrice"
returnType="com.beasys.commerce.axiom.units.Money"
object="<%= item %>"
propertyName="currentPrice" />

item.jsp には、数多くのボタン ([今すぐ購入 ]、 [ 保留 ]) があるため、 その他の
作業も行います。 たとえば、 [今すぐ購入 ] リ ンクを作成するには、 そのグラ
フ ィ ッ クの HTTP 要求パラ メータを設定します。 

<catalog:getProperty
id="itemKey"
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returnType="com.beasys.commerce.ebusiness.catalog.ProductItemKey"
object="<%= item %>"
propertyName="key" /> 

<% 
String linkParams =

HttpRequestConstants.CATALOG_ITEM_SKU + "=" + itemKey.getIdentifier();
%>

item.jsp の以下のコードは、 [今すぐ購入 ] ボタンのグラフ ィ ッ クをユーザがク
リ ッ クする と、 どのよ うに URL が構成されるかを示しています。 

<a href="<portlet:createWebflowURL namespace="catalogportlet" 
event="button.item.buy"

extraParams="<%= linkParams %>" />"><img src="<webflow:createResourceURL
resource='<%=imagesPath + "prod_step2_buynow.gif"%>'/>" width="63" height="18"

alt=""
border="0"></a>

また、 item.jsp フ ァ イルでは、 アイテムの価格表示を準備する と きに、 国際化 
(I18N) JSP タグを使って、 カタログに定義される通貨タイプを取得します。 

<i18n:getMessage bundleName="/commerce/currency"
messageName="<%=currentPrice.getCurrency()
%>"/><%=WebflowJSPHelper.priceFormat(
currentPrice.getValue() )%>

イベント

直前の [Products] ページで、 特定の製品アイテムをク リ ッ クする と、 link.item 
Webflow イベン ト が ト リ ガされます。 その結果、 item.jsp フ ァ イルが 
catalog.jsp ポート レ ッ ト にロード されます。 

すべてのカタログ イベン トは、 catalog.jsp ポート レ ッ ト の以下の  Webflow 
フ ァ イルに定義されています。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp-project
\application-sync\webapps\b2cPortal\catalogportlet.wf

catalogportlet.wf に定義されているイベン ト の 1 つは次のとおりです。 

<event event-name="link.item">
<destination namespace="catalogportlet"

node-name="getItemCategoryIP"
node-type="inputprocessor"/>

</event>
...
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link.item イベン ト では、 getItemCategoryIP とい う入力プロセッサが使用さ

れます。 これは Java プログラムで、 HTTP 要求から  SKU 文字列を取り出し、

SKU 文字列を検証し、 SKU 文字列に基づいて ProductItemKey を作成し、 これ
をセッシ ョ ン  スコープ (有効範囲 ) の PipelineSession に追加します。 この入
力プロセッサのソース  フ ァ イルは、 以下の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\b2cPortal\
WEB-INF\src\examples\e2e\b2c\catalog\webflow\GetItemCategoryIP.ja
va

製品アイテム データの追加または変更

特定のアイテムのデータは、 カタログ  データをカタログに追加する場合と同様

の方法で、 WebLogic Portal Administration Tools を使って追加します。 この管理
タスクをまだ読んでいない場合は、 2-28 ページの 「カテゴ リへのアイテムの割

り当て」 を参照して ください。 

次のステップ

ツアーを続けるには、 [Products] ページを下へスク ロールして、 商品評価ポート

レ ッ ト から  AviPix 5000 を選択します。 [Go] ボタンをク リ ッ クする と、 レーティ
ングが Web サービスから返され、 ポー ト レッ トに表示されます。 次の節をお読

みください。 

商品評価ポート レッ ト と  Web サービス

商品評価ポート レ ッ ト で製品アイテムを選択し、 [Go] ボタンをク リ ッ ク した後、
製品レーティ ングの Web サービスの結果を反映してポート レ ッ ト が更新されま

した ( サンプルでは、 結果を表示するために画面を下にス クロールする必要があ
り ます )。 

アプ リ ケーシ ョ ンの設計と開発のサイ クル時には、 BEA WebLogic Workshop を
使用して製品レーテ ィングの Web サービスを作成しました。 次に、 Portlet 
Wizard を使ってこの Web サービスのインタフェースを生成しました。 
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最後に、 インタフェース  コードを商品評価ポート レッ トにインクルード し、 グ

ラフ ィ ッ ク  アーティ ス トによる初期段階の設計プロ ト タイプ作業に基づいて、
表示コーディ ングを完了しました。 また、 第 4 章の 「Web サービス  ツアー」 の
説明にあるよ うに、 Web サービスを e2eApp 内の Web アプリ ケーシ ョ ン と して

パッケージ化しました。

商品評価ポートレッ トの技術詳細

商品評価ポート レッ ト  evaluator.jsp は、 [Products] ページの下の方に表示さ
れます。 まず、 ポー ト レ ッ ト はインクルード  フ ァ イル step1.jsp を介して、 割
引広告を表示します。 [Products] ページが更新され、 商品評価ポート レ ッ ト が具

体的な製品アイテムがロード されたと判断する と、 step2.jsp ファ イルがイン
クルード されて、 ログイン  ユーザが製品レーテ ィングを取得できるよ うにな り
ます。 製品レーテ ィングを検索するために WebLogic Workshop で以前作成した 
Web サービスを使う とい う点で、 これは興味深いポート レッ トです。 

WebLogic Workshop は視覚的な開発環境で、 アプ リ ケーシ ョ ン開発者も  J2EE の
専門家も、 エンタープライズク ラスの Web サービスの構築とデプロイを簡単に
行えます。 製品は次の 2 つの主要コンポーネン トで構成されています。 

1. 開発者が Java コードを記述して Web サービスを実装できる設計時ツール。 

2. Web サービス  インフラス ト ラ クチャ、 アプ リ ケーシ ョ ンのテス ト、 デバッ

グ、 デプロイ環境を提供する実行時フレームワーク。 

設計時ツールと実行時フレームワークの接点は、 Java Web Service (JWS) ファ イ
ルと関連する制御 (CTRL) ファ イルです。 JWS ファ イルは、追加機能を表すため
に (Javadoc 構文を使用して ) 注釈が付けられた標準の Java フ ァ イルです。 注釈
を使用する と、 Web サービス とそのプロパティ をグラフ ィカルに表示できます。
また、 フレームワークは注釈を使用して、 EJB および J2EE のコードを生成し、

Web サービスを実行します。 通常、 制御ファ イルには、 メ ソ ッ ド定義の集ま り

が含まれます、 この定義によって、 データベースや別の Web サービスなどの リ

ソースに簡単にアクセスできます。 

も う  1 つの重要なファ イルは、 Web サービスを説明する  Web サービス記述言語 
(Web Services Description Language: WSDL) ファ イルです。 WSDL ファ イルは、
Web サービスが利用可能なプロ ト コルの他、 Web サービスがエクスポーズする
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すべてのメ ソ ッ ドを  (送受信可能な XML メ ッセージの形式で ) 記述します。
WSDL ファ イルは、 ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンが Web サービスを使用する
ために必要な情報をすべて提供します。 

開発では、 WebLogic Workshop が提供するブラウザ ベースのテス ト  フォームを
使用し、 Web サービスから返される結果が予測どおりであるかを確認します。

これをセッ ト  アップするために、e2eApp エンタープライズ アプリ ケーシ ョ ンの

一部と して、 workshop Web アプリ ケーシ ョ ンをデプロイしました。 Workshop 
の Web アプリ ケーシ ョ ンには、 WebLogic Workshop で作成した 
productEvalWSC と  paymentWS Web サービスが含まれます。 結果的に、
e2eDomain のサーバ インスタンスで、 これらの Web サービスに WebLogic 
Workshop テス ト  ページを実行できます。 テス ト  ページはブラウザベースです。
たとえば、 新しいブラウザ ウ ィ ン ドウで、 以下を開きます。 

http://localhost:7501/workshop/productEvalWSC/EvalProduct.jws

URL の大文字と小文字は区別されます。 Product Evaluator Web サービスの一連
のテス ト  フォーム画面のツアーを完了するには、 第 4 章の 「Web サービス ツ
アー」 を参照して ください。 以下のサンプル画面は、 Web サービス と会話中の
テス ト  フォームを  1 つだけ示しています。 前回のテス ト  フォーム画面で、 取得
する評価データの productId (SKU) と して、 pix1000 を指定しました。 次の画
面は、 getReliabilityRating メ ソ ッ ドのテス ト を実行した直後のものです。
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Web サービスが整数の 2 を返している こ とがわかり ます。 商品評価ポート レ ッ

ト では、 この結果、 最高 5 つの星のうち 2 つの星が表示されます。 たとえば、 次
のよ うに表示されます。 

WebLogic Workshop で Web サービスを作成した後、WebLogic Workshop に付属
の Portlet Wizard を使用して WSDL フ ァ イルを指定し、 ク ライアン ト  インタ
フェースを生成できます。 この処理の説明については、 第 4 章の 「Web サービ
ス  ツアー」 を参照して ください。 この説明は、 サンプル アプ リ ケーシ ョ ンの

「はじめに」 のページにも記載されています。 

表示アイテムの決定

商品評価ポート レッ トの JSP ファ イルは、 次のとおりです。 
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weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\b2cPortal
\portlets\evaluator\evaluator.jsp

まず、 割引広告を表示する  step1.jsp ファ イルがインクルード されます。

[Products] ページ上の別のポート レ ッ ト にあるイベン ト によって、 商品評価ポー

ト レッ トが具体的な製品アイテム データの存在を判断できる場合、 商品評価
ポート レッ トは製品レーティ ングを取得できる  step2.jsp フ ァ イルをインク
ルード します。 step2.jsp ポート レッ トでは、 最初にプルダウン メニューの項
目が 1 つ以上表示されます。 たとえば、 次のよ うに表示されます。

ポー ト レッ トのメニューからアイテムを選択し、 [Go] ボタンをク リ ッ クする と、
ポー ト レッ ト内の step2.jsp ファ イルは、 Web サービスから返された結果で更
新されます。 たとえば、 AviPix 5000 カ メ ラを選択した場合、 次のよ うにな り ま
す。

evaluator.jsp ポート レッ トによって実行される最初のアクシ ョ ンは、 Pipeline 
セッシ ョ ンから最後のカタログ  イベン ト を取得するこ とです。 

<webflow:getProperty
id="event"
type="java.lang.String"
property="<%= B2CPortalConstants.LAST_CATALOG_EVENT_ATTRIB %>"
scope="session"
namespace="portal" />
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カタログ  イベン トが NULL の場合、 静的な割引広告が表示されます。 

<jsp:include page="/portlets/evaluator/step1.jsp" flush="true" /> 

この jsp:include タグは、 最初の [Products] ページの下部に表示されていたグラ
フ ィ ッ クを取り込みます。

カタログ  イベン トが NULL でない場合、 どのイベン ト  タイプが発生したかは
ユーザが決定します。 イベン トが link.category、 button.category.buy、

button.category.save のいずれかの場合、 evalEvent を 「browse」 に設定し
ました。 イベン ト が link.item、 button.item.buy、 button.item.save のい
ずれかの場合、 evalEvent を 「detail」 に設定しました。 最後に、 イベン トが 
button.search、 button.search.buy、 button.search.save のいずれかの場
合、 evalEvent を 「search」 に設定しました。 この値によって、 どの項目 (複
数可 ) を製品レーテ ィングのプルダウン メニューに一覧表示するか、およびどの
レーテ ィング データを Web サービスから取得するかが決定されるため、 ポー ト

レッ トにはこの値が重要です。 

evalEvent 値を  Pipeline に渡すには、 webflow:setProperty JSP タグを使いま
す。 

<webflow:setProperty
property="B2CPortalConstants.PRODUCT_EVAL_ATTRIB"

scope="request"
value="<%=evalEvent%>"
namespace="portal" />

Web サービスの使用

こ こで、 Evaluator.jsp が step2.jsp ポート レッ ト をインクルード します。 商

品評価ポート レ ッ ト が、 自らに転記する場合、 要求された製品アイテムを対象と
した選択リ ス ト と共に productEvalIP 入力プロセッサの結果が表示されます。
自らに転記しない場合は、 製品アイテムの未選択リ ス ト が表示され、 レーティン

グ情報は ( まだ ) 表示されません。 

step2.jsp フ ァ イルには、 次の Web サービスが含まれます。 

<%@ page import="org.openuri.www.* "%>
<%@ page import="org.openuri.www.x2002.x04.soap.conversation.* "%>
<%@ page import="java.io.IOException" %>
<%@ page import="java.rmi.RemoteException" %>
<%@ page import="productEvalWSC.EvalProduct_Impl" %>
<%@ page import="productEvalWSC.EvalProductSoap" %> 

Pipeline セッシ ョ ンから  evalEvent 値を取得します。 
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<webflow:getProperty
id="evalEvent"

type="java.lang.String"
property="B2CPortalConstants.PRODUCT_EVAL_ATTRIB"
scope="request"
namespace="portal" />

step2.jsp では、 次にビュー イテレータを使用して、 カテゴ リ を指定してアイ
テム  ( 複数可 ) を取得するか、 特定のアイテムを取得します。 ユーザがアイテム
を選択して [Go] ボタンをク リ ッ ク した場合は、 WebLogic Workshop で定義した 
EvalProduct.jws Web サービスを呼び出します。 また、 Portlet Wizard を使用して 
Web サービス  インタフェース  コード も作成しました。このコードには Web サー
ビスの WSDL への参照が含まれています。 

<%
if (request.getParameter("origin").equals("step2.jsp") &&

request.getParameter("wfevent").equals("button.evaluator.go"))
{

String productEvaluation = request.getParameter("productEvaluation");
%>
<!-- Portlet Wizard generated web services interfaces code -->

<%  
EvalProduct_Impl         m_Proxy = null;
EvalProductSoap     m_ProxySoap = null;
String m_conversationID = session.getId();
String comments = "";
int valueRating = 0;
int reliabilityRating = 0;
int overallRating = 0;
boolean webServiceAvail = true;

String serverNamePort = "http://" + request.getServerName() + ":"
+ request.getServerPort() + "/";

try
{

m_Proxy = new EvalProduct_Impl(serverNamePort +
"workshop/productEvalWSC/EvalProduct.jws?WSDL");

}
catch (IOException ex)
{

ex.printStackTrace();
webServiceAvail = false;

}
m_ProxySoap = m_Proxy.getEvalProductSoap();

try
{
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// Set up the header objects we'll need
StartHeader startHeader =

new StartHeader( m_conversationID,
serverNamePort
+ "workshop/productEvalWSC/EvalProduct.jws");
ContinueHeader continueHeader =
new ContinueHeader( m_conversationID );

// Start the conversation
GetEvaluation getEvaluation = new GetEvaluation(productEvaluation);

if (m_ProxySoap.getEvaluation(getEvaluation,
startHeader).getGetEvaluationResult().equals("SUCCESS"))

{
// Continue the conversation
comments =  m_ProxySoap.getComments(null,

continueHeader).getGetCommentsResult();

// Continue the conversation
reliabilityRating = m_ProxySoap.getReliabilityRating(null,

continueHeader).getGetReliabilityRatingResult();

// Continue the conversation
overallRating = m_ProxySoap.getOverallRating(null,

continueHeader).getGetOverallRatingResult();

// Continue the conversation
valueRating = m_ProxySoap.getValueRating(null,

continueHeader).getGetValueRatingResult();
}

...

エラー処理などの追加コーディ ングについては、 step2.jsp コードを参照して
ください。 Web サービスから製品レーティ ングを受け取った後、 その結果を 
step2.jsp の作業の一部と してポート レ ッ ト に表示します。 

商品評価ポート レッ トの開発中、 WebLogic Workshop、 および Portlet Wizard を
どのよ うに使用したかについては、 「Web サービス ツアー」 を参照して くださ
い。 これは、 このサンプルの 「はじめに」 ページから も参照できます。

次のステップ

ツアーを続けるには、 製品アイテム AviPix 5000 の隣に表示されている  [今すぐ
購入 ] ボタンをク リ ッ ク します。 
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[今すぐ購入 ] ボタンと、 WebLogic 
Integration AI を介した在庫チェ ック

[今すぐ購入 ] ボタンをク リ ッ クする と、 更新されたページの summarycart ポー
ト レッ ト  (My シ ョ ッピングカー ト ) で [現在のアイテム ] リ ス トにアイテムを追
加した Webflow イベン トが ト リガされます。 同じ製品アイテムに対して [今す
ぐ購入 ] を  2 回以上ク リ ッ クする と、 数量カラムが更新されます。 価格と割引情
報を含む完全なシ ョ ッピング  カー トは、 [ チェ ッ クアウ ト ] ボタンまたは 
[Shopping Cart] タブをク リ ッ クするまで表示されません。 次のサンプル画面で
は、 AviPrint 200 カ メ ラがすでに入っているカートに、 AviPix 5000 カメ ラが追
加されました。 サンプル アプ リ ケーシ ョ ンでは、 カートの [現在のアイテム ] リ
ス ト と  [ 保存されているアイテム ] リ ス ト が異なる場合があ り ます。

[今すぐ購入 ] ボタンの技術詳細

[今すぐ購入 ] ボタンは、 ユーザがカテゴ リ  ページ、 あるいはアイテムの詳細
ページまたは検索結果ページを参照している と きに、 特定のアイテムに対して選
択できます。 イベン ト  タイプは、 ページによって異なり ますが、
catalogportlet.wf Webflow フ ァ イルに定義されている とおり、 以下のいずれ

かとな り ます。 
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� button.category.buy 

� button.item.buy 

� button.search.buy 

[今すぐ購入 ] ボタンを選択する と、 アイテムがユーザのシ ョ ッピング  カートに

追加される前に、 注文を確実に履行できるよ うに在庫チェ ッ クが実行されます。
データベースには、 製品アイテムについて、 現在、 最小、 最大の在庫に関する
データを保存した在庫テーブルがあ り ます。 在庫テーブルには、 WebLogic 
Integration の Application Integration (AI) コンポーネン ト から、読み込み専用モー
ドでアクセスします。 

たとえば、 この b2cPortal の [Products] ページで、 複数のポート レ ッ ト に対して  
[今すぐ購入 ] ボタンをク リ ッ クする と、 このチェ ッ クが行われます。 シ ョ ッピ
ング カー トにすでに入っているアイテムの数量を更新し よ う と して、 ユーザが

シ ョ ッピング カートの ste1.jsp ポート レ ッ ト に新しい値を入力して [再計算 ] 
ボタンをク リ ッ ク した場合にも、 在庫チェ ッ クが実行されます。 

在庫チェ ッ クの実装について説明する前に、複数のポート レッ ト  ページで [今す
ぐ購入 ] リ ンクがセッ ト  アップされる方法を見てみまし ょ う 。 た とえば、
catalog.jsp ポート レ ッ ト にインクルード されるアイテム  jsp フ ァ イルからは、
次のよ うに設定されます。 

<a href="<portlet:createWebflowURL namespace="catalogportlet"
event="button.item.buy"

extraParams="<%= linkParams %>" />"><img src="<webflow:createResourceURL
resource='<%=imagesPath + "prod_step2_buynow.gif"%>'/>" width="63" height="18"

alt=""
border="0"></a>

上記の HTML サブセッ ト では、 ユーザが [今すぐ購入 ] 画像をク リ ッ ク した場
合、 次のページへの移行のために、 button.item.buy とい う イベン トが生成されま

す。 linkParams パラ メータには、 特定のアイテムについての情報が含まれま
す。 このデータは、 一連の <catalog:getProperty...> JSP タグによ り、
item.jsp 処理ですでに収集されています。 その後に以下の処理が行われます。 

<% 
String linkParams =

HttpRequestConstants.CATALOG_ITEM_SKU + "=" + itemKey.getIdentifier();
%>
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在庫チェ ック

在庫チェ ッ クは、 CheckInventoryPC Pipeline コンポーネン トで実装されます。
このソース  フ ァ イルは、 以下の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\src\
examples\e2e\b2c\shoppingcart\pipeline\CheckInventoryPC.java

この Pipeline コンポーネン トは、 在庫をチェ ッ ク し、 追加の値を入れます。 この
サンプル アプリ ケーシ ョ ンでは、 Pipeline コンポーネン トはシ ョ ッピング  カー
トの内容が変更される度に呼び出されます。 本番環境では、 パフォーマンス上の
理由からビジネス  ロジッ クに基づいてこの動作を変更した方がよい場合があ り
ます。 たとえば、 在庫の実際の数量を保持し、 在庫にある数量とシ ョ ッピング 
カー トにある数量との差に基づいてさまざまな メ ッセージを示すこ とで、 アイテ
ムがシ ョ ッピング カー トに初めて入れられたと きにだけ在庫をチェ ッ クするよ

うにします。 

CheckInventoryPC Pipeline コンポーネン トは、 InventoryProvider SPI と連動
します。 このソース  ファ イルは、 以下の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\src\example
s\e2e\common\inventory\spi\*.java

この SPI は checkInventory リモート  メ ソ ッ ドを含むステート レス  セッシ ョ ン 
Bean です。 このメ ソ ッ ドは、 次の処理を行います。 

� Application Integration (AI) を使って、 あらかじめコンフ ィグレーシ ョ ンされ

た AI サービスを介して呼び出しを行う。 このサービスは、 在庫テーブルを

照会するために使われます。 

� XML ヘルパーを呼び出して、 AI からの応答を解析する。 

� 応答に基づいて、 利用可能な在庫数 (int) を返す。 

次のステップ

ツアーを続けるには、 製品カタログをブラウズし、 カー トの [現在のアイテム ] 
リ ス ト と  [ 保存されているアイテム ] リ ス ト に、 製品アイテムを  4 ～ 5 個追加し
て ください。 カー ト内に多くのアイテムを入れる と、 [Shopping Cart] ページのさ
まざまなオプシ ョ ンを簡単に試すこ とができます。
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その練習の一環と して、 Search ポート レ ッ ト を使用して ください。 た とえば、

キーワード  camera を入力して、 [Go] ボタンをク リ ッ ク します。 検索結果ページ
で、 い くつかのアイテムを  [現在のアイテム ] リ ス ト と  [ 保存されているアイテ
ム ] リ ス ト に追加します。 次に、 Search Results ポート レッ トについての以下の

説明を読みます。 

Search Results ポート レッ ト

製品カタログに用意されている検索機能は、 管理者が製品アイテムに割 り当てた
キーワードに基づいています。 キーワードは WebLogic Portal Administration 
Tools の [ カタログ管理 ] 領域を使って割 り当てました。 開発チームと管理者は
協力して各アイテムに最も適したキーワードを決定できます。 既存のキーワード

について、 および検索の [Go] ボタンに関連付けられた Webflow イベン ト などの
イベン ト については、 この節をお読みください。 次の画面は、 「camera」 と入力
して [Go] をク リ ッ ク した後の、 Search Results ポート レッ ト の表示の一部を示し

たものです。
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Search Results ポートレッ トの技術詳細

この節では、 このページで行われる処理について詳し く説明します。
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はじめに

search_results.jsp ポート レ ッ ト には、 製品アイテムについて、 キーワード

で検索した結果の情報が示されます。 顧客は、 この結果を参照できます。 検索結
果は、 ポート レ ッ ト 、 Webflow、 カタログ、 i18n (国際化 ) JSP タグの組み合わ
せでアセンブルされます。 

一致が発生するには、 すでに 1 つ以上の製品アイテムに関連付けられているキー
ワードを顧客が入力している必要があ り ます。 製品アイテムのキーワードは、

Weblogic Portal Administration Tools の [ カタログ管理 ] 領域で管理者が割 り当て
ました。 キーワード と  WebLogic Portal Administration Tools の詳細については、
後述します。 

注意 : WebLogic Portal コマース  サービスでは、 キーワード検索の他にクエ リ

ベースの検索を使用できます。 このサンプル アプリ ケーシ ョ ンのスコー

プを簡素化するため、 こ こではキーワードベースの検索しか実装してい
ません。 クエ リベースの検索の詳細については、 WebLogic Portal のド
キュ メ ン ト を参照して ください。 

デフォル トでは、 search_results.jsp ポート レ ッ トは以下の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\b2cPortal\p
ortlets\catalog

検索入力ボッ クス、 [Go] ボタンのグラフ ィ ッ ク、 および処理を提供する  
searchform.jsp ポート レ ッ トは、 デフォルトでは以下の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\b2cPortal\p
ortlets\search

開発者は、 このサンプル アプリ ケーシ ョ ンを実行する際に、 ブラウザに表示さ

れる前の JSP コードについて理解するこ とが重要です。 そのため、 この節で使用

されるコードの断片や [ コードを表示 ] リ ンクでは、 特定のポート レ ッ ト のブラ

ウザで表示する前の JSP ファ イルについて説明し、 これを示します。 

デフォルト  Webflow 内の位置

顧客が searchform.jsp ポート レ ッ ト にキーワードを入力して  [Go] ボタンをク
リ ッ クする と、 [Products] ページに search_results.jsp が表示されます。 顧客
は、 search_results.jsp ポート レッ トから次の操作を実行できます。 
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� 結果 リ ス ト に表示された特定のアイテムについての詳細を表示する  (items.jsp 
ポート レッ トがロード され、 そこには itemdetails.jsp ポート レッ トの内容が

インクルード されます )。

� [今すぐ購入 ] ボタンまたは [保留 ] ボタンをク リ ッ ク して、検索結果 リ ス トに
表示された製品アイテムを自分のシ ョ ッピング  カー トに追加する。 

WebLogic Platform は E-Business Control Center (EBCC) を備えています。 これ
は、 ルール定義、 Webflow 編集、 ポータルの作成および管理などの複雑なタス
クを簡易化するグラフ ィ ッ ク  ツールです。 EBCC の Webflow エディ タ と  
Pipeline エディ タは、 Webflow および Pipeline の XML コンフ ィ グレーシ ョ ン 
ファ イルの作成、 変更、 検証に役立つよ う設計されています。 必要に応じて、
EBCC を起動し、 e2eApps について、 既存の Webflow 定義と  Pipeline 定義を調
べて ください。 

たとえば、 以下の手順を行います。

1. Windows システムで、 [ スタート ] メニューをク リ ッ ク し、 [ プログラム｜
BEA WebLogic Platform 7.0｜WebLogic Portal 7.0｜ E-Business Control 
Center] を選択します。 

2. 画面の左上の [ プロジェ ク ト を開く ] アイコンをク リ ッ ク します。 たとえば、
次のよ うに表示されます。

3. [ プロジェ ク ト を開く ] ダイアログ ウ ィ ン ドウから、 以下のディ レク ト リに

移動します。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp-project

4. このディ レ ク ト リにインス トールされているプロジェ ク ト  フ ァ イル 
e2eApp-project.eaprj を選択して開きます。 

5. [ エクスプローラ ] ウ ィ ンド ウで、 下方の [ サイ ト  インフラス ト ラ クチャ ] タ
ブを選択します。 次に [Webflow/Pipelines] アイ コンをク リ ッ ク します。 この
アイコンを表示するために、 下へスク ロールしなければならない場合もあ り
ます。 EBCC によって次のよ う な画面が表示されます。 
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6. [b2cPortal] の横の正符号をク リ ッ ク し、 次に Webflow アイテムの 
searchportlet をダブルク リ ッ ク します。 searchportlet Webflow コン
ポーネン トが、 大き くグラフ ィ ッ ク表示されます。 コンポーネン ト を表示す
る画面スペースがもっ と必要な場合は、 隣接する  [ エクスプローラ ] ウ ィン
ド ウを閉じます。 こ こでは説明しませんが、 Webflow エディ タ と  Pipeline エ
ディ タには、 多くのオプシ ョ ンがあ り ます。 『開発者ガイ ド』 の 「ポータル 
ナビゲーシ ョ ンのセッ ト アップ」 で、 エディ タの詳細説明をお読みくださ

い。
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イベント

検索結果表示の直前のページでは、 ユーザが検索入力ボッ クスにキーワードを入

力し、 [Go] ボタンをク リ ッ ク しました。 これは searchform.jsp ポート レ ッ ト で行

われました ( 別の Webflow シナリオは、別のページで [Products] タブをク リ ッ ク
してこの [Products] ページに戻 り、 [Products] ページが最新のカタログ イベン ト
を反映して更新され、 それが検索結果になる とい う ものでした。 いずれのイベン
ト でも、 こ こでは、 元の検索関連イベン ト についてのみ説明します )。 ポー ト

レ ッ ト に定義されているフォームには、 以下が含まれます。 

検索入力ボッ クスを含むテーブルのセル。 

<input name="<%=HttpRequestConstants.CATALOG_SEARCH_STRING%>" 
type="text" class="searchPortlet" size="27">

[Products] ページに結果を表示する追加 Webflow パラ メータを定義し  (検索は他
のポータル ページからサブミ ッ ト されるため )、 検索ポート レ ッ ト の Webflow 
を実行するスク リプ ト レ ッ ト 。 

<%
String formParams=
PortalAppflowConstants.PORTLET_WEBFLOW_EVENT_PARAMETER + "=" + "button.search"

   + "&" +
PortalAppflowConstants.PAGE_PARAMETER + "=" +
B2CPortalConstants.PRODUCTS_PAGE_NAME + "&" +
PortalAppflowConstants.PORTLET_PARAMETER + "=" + "search" ;

%>

また、 フォーム定義そのものは以下のとおりです。 

<form method="POST" action="<webflow:createWebflowURL
event="bea.portal.framework.internal.portlet.event" origin="searchform.jsp"
extraParams="<%= formParams %>"/>" onsubmit="return ValidateSearchForm(this)" >

イベン ト  button.search は、 searchportlet ネームスペースの 
keywordSearchIP ( 入力プロセッサ ) を使用して個別に定義されます。 

これは、 以下にある  searchportlet.wf (Webflow) ファ イルに格納されます。 

BEA_HOME\weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp-pr
oject\application-sync\webapps\b2cPortal

KeywordSearchIP.java は、 HTTP 要求からキーワード検索 String を取り出し、

その検索 String を検証し、 これに基づいて KeywordQuery を作成し、 これをセッ
シ ョ ン スコープの PipelineSession に追加します。 そして以前の検索結果の 
PipelineSession をク リ アします。 キーワード検索 String が入力されていな
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い場合、 以前にキャ ッシュされた検索結果がないか PipelineSession が調べら
れます。 以前にキャ ッシュされた有効な検索結果がある場合は、 その結果が 
PipelineSession に保持されます。 

この入力プロセッサのソース  フ ァ イルは、 以下の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\b2cPortal
\WEB-INF\src\examples\e2e\b2c\catalog\webflow\KeywordSearchIP.jav
a

検索結果が使用可能になる と、 search_results.jsp ポート レッ ト  ページが表
示されます。 動的データ表示の詳細については、 次の節を参照して ください。 

こ こで、 今後の処理のために search_results.jsp 内に定義されているイベン
ト について説明します。 

� link.item イベン トは、 顧客が製品アイテムの画像 (AviPix 3000 カ メ ラな
ど ) またはアイテムの [詳細 ] ボタンの画像をク リ ッ クする と ト リガされま
す。 

� button.search.buy イベン トは、 顧客が検索結果の製品アイテムの隣に表
示される  [今すぐ購入 ] ボタンをク リ ッ クする と ト リガされます。 

� button.search.save イベン トは、 顧客が検索結果の製品アイテムの隣に
表示される  [保留 ] ボタンをク リ ッ クする と ト リ ガされます。 

以下の ( あらかじめブラウザでレンダ リ ングされた ) search_results.jsp の行
は、 ポー ト レッ ト の [詳細 ] ボタンに設定されたコーディングを示しています。 

<a href="<portlet:createWebflowURL namespace="catalogportlet" event="link.item" 
extraParams="<%=linkParams%
<" />"><img src="<webflow:createResourceURL resource='<%=imagesPath + 
"prod_step2_details.gif"%>'/>

上記の例では、 href リ ンクは、 webflow:createResourceURL JSP タグを使用し
て構成されています。 Webflow ネームスペースが catalogportlet であるこ と
がわかり ます。 以下の場所にある  catalogportlet.wf (Webflow) フ ァ イルを見
てみまし ょ う 。 

BEA_HOME\weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp-pr
oject\application-sync\webapps\b2cPortal
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catalogportlet.wf では、 link.item とい う イベン トによって 
storeCatalogEventIP とい う入力プロセッサが識別されています。 この入力プ

ロセッサは、 セッシ ョ ンスコープ化された  Pipeline 属性と して、 現在のポート

レ ッ ト  イベン ト を保存するために使用されます。 ポート レ ッ トは、 この情報を

使用してカタログのどのビューを表示するかを決定します。 

たとえば、Search Results ポート レッ ト上で AviPix 1000 カメ ラの隣に表示されて
いる  [詳細 ] ボタンをク リ ッ ク した場合、 webflow:createResourceURL パラ
メータの値が、 以下のコードでどのよ うになっているかに注目して ください ( こ
こでは、 見やすくするために URL を何行かに改行してあ り ます )。 

http://localhost:7501/b2cPortal/application?origin=search_results
.jsp
&event=bea.portal.framework.internal.portlet.event
&pageid=Products&portletid=catalog
&wfevent=link.item&wlcs_catalog_item_sku=pix1000

動的データの表示

search_results.jsp では、 一致した結果がある場合、 その結果が Pipeline セッ
シ ョ ンから取り出されます。

例 : 
<webflow:getProperty
id="searchResults"
type="com.beasys.commerce.ebusiness.catalog.ViewIterator"
property="<%= PipelineSessionConstants.CATALOG_SEARCH_RESULTS%>"
scope="session"
namespace="portal" />

次のよ うに、 検索結果があるかど うかをチェ ッ ク します。 

<% 
if ( ( searchResults != null ) && ( searchResults.size() > 0 ) )
{

%>

検索結果があれば、 カタログを繰 り返し参照して、 各製品アイテムについてキー
ワード と一致する情報を取り出します。

例 : 
<catalog:iterateViewIterator

id="item"
returnType="com.beasys.commerce.ebusiness.catalog.ProductItem"
iterator="<%= searchResults %>">

<catalog:getProperty
id="itemImage"
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returnType="com.beasys.commerce.ebusiness.catalog.ImageInfo"
object="<%= item %>"
propertyName="image"
getterArgument="<%= new Integer(CatalogItem.SMALL_IMAGE_INDEX

       ) %>" />

そのカタログで、 以下に示す他のデータ も製品アイテムごとに同じよ うに取り出
されます。 currentPrice、 ( 簡単な ) description、 productItemKey (SKU)。 

次に、 このアイテムの詳細 リ ンク用に HTTP 要求パラ メータを設定します。 

一致した製品アイテムそれぞれのデータが、 アイテムがな くなるまでビュー イ
テレータで繰 り返されます。 また、 ポー ト レッ トが更新される場合は、 検索結果
のビュー イテレータを リセッ ト します。 

searchform.jsp に入力されたキーワード と一致するものが見つからない場合は、

search_results.jsp で、 Webflow Portal の i18n:getMessage JSP タグを使います。
I18N とは国際化を略したもので、 英語を母国語と しない顧客向けにメ ッセージ 
テキス ト をカスタマイズするために、 言語固有のフ ァ イルを追加または修正でき
るよ うに、 アプ リ ケーシ ョ ン  コードをセッ ト  アップするプロセスを指します。
たとえば、 search_results.jsp には、 以下のコードが用意されています。 

<i18n:getMessage messageName="noResults" bundleName="search_results" /> 

search_results.jsp と同じディ レ ク ト リにある  search_results.properties 
フ ァ イルには、 以下が含まれます。 

noResults=No matches found. 

キーワードベース検索の管理タスク

このサンプル アプリ ケーシ ョ ンの検索機能では、WebLogic Portal Administration 
Tools の [ カタログ管理 ] 領域で定義したキーワードが使われます。 この節では、

アイテムのキーワードを設定する方法について説明します。

以下の手順は、 e2eDomain のサーバがまだ稼動中である と想定しています。
e2eAppTools Web アプリ ケーシ ョ ン とサンプル アプリ ケーシ ョ ンは同時に実行

できます。 どちらの Web アプ リ ケーシ ョ ンも同じ  e2eApp エンタープライズ  ア
プ リ ケーシ ョ ンの一部であ り、 同じ ド メ イン内で実行されます。 

1. 新しいブラウザのウ ィ ンドウで以下の URL 形式を使う と、 WebLogic Portal 
Administration Tools が起動します。 

http://<host>:<port>/e2eAppTools/index.jsp
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URL 内のローカル マシン名 (localhost) またはリモート  ホス ト名、 および 
WebLogic Server がリ スンしているポート番号を置き換えます。 WebLogic 
Portal アプリ ケーシ ョ ンでは、 デフォルトのポート番号は 7501 です。 URL 
の e2eAppTools 部分では大文字と小文字が区別されます。

例 : 
http://localhost:7501/e2eAppTools/index.jsp

2. ユーザ名とパスワードの入力が要求されます。 これらの値はサイ トによって
異なるこ とがあ り ますが、 デフォルトは次のとおりです。 

Username: administrator
Password: password

ログイン値は、 大文字と小文字が区別されます。 これらの資格情報が機能し
ない場合は、 管理者に問い合わせてください。 サンプルのインス トール後
に、 管理者アカウン ト のデフォル ト値が変更された可能性があ り ます。 

3. WebLogic Portal Administration Tools のメ イン  ページで、 [ カタログ管理 ] バ
ナーのアイコンをク リ ッ ク します。 

4. [ カタログ管理 ] ページで、 下線付きの [ アイテム ] をク リ ッ ク します。 

5. [ キーワード ] 入力ボッ クスに、 camera をキーワード と して入力します。 

6. 下線付きの検索結果を  1 つク リ ッ ク します。 たとえば、 AviPix 5000 をク
リ ッ ク します (警告 : 赤い X アイコンはク リ ッ ク しないでください。 カタロ

グからそのアイテムが削除されてしまいます。 カタログ  データの管理ページ
を使っているこ とを忘れないでください )。 

7. 表示されたページで、 「アイテムの主な属性」 と同じ行にある  [Edit] アイコン
をク リ ッ ク します。 

サンプル アプリ ケーシ ョ ンのカタログに目を通していれば、 [ アイテム情報の編
集 ] ページの値のいくつかは見慣れた値です。 たとえば、 簡単な説明や詳しい説

明の値に注目して ください。 また、 どのよ うに大小グラフ ィ ッ クの場所が指定さ
れたかにも注目して ください (ページの下部 )。 まず、 データ  レコードはスク リ

プ ト から、または WebLogic Portal の DBloader プログラムを使ってロード されま
した。 これらのカタログ管理ページには、 値を操作するためのビューが用意され
ており、 必要に応じて後で値を変更するこ とができます ( ほとんどの組織では、
値を変更する際に、 WebLogic Portal Administration Tools を使わずにカタログ 
データ  ス ク リプ ト をも う一度実行します )。 
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検索キーワードは、 この [ アイテム情報の編集 ] ページで表示または変更できま
す。 サンプル アプリ ケーシ ョ ンでは、 カタログの各製品アイテムに対して一連

のキーワードを定義しました。 [ キーワード ] 入力ボッ クス と一連の既存のキー
ワードを確認するには、 ページを下にスク ロールします。 

次のグラフ ィ ッ クはページの一部を示しています。 

既存のキーワードは、 affordable、 avipix、 camera、 cameras、 cheap、 consumer、
digital、 pix です。

管理者は開発チームと協力して、 サイ ト の訪問者が製品アイテムを見つけやすく

なるよ うに、 キーワードをさ らに決定して追加できます。 

詳細については、 WebLogic Portal のドキュ メ ン ト を参照して ください。 

WebLogic Portal Administration Tools を終了するには、 ブラウザのウ ィ ンド ウを
閉じます。 
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[ 保留 ] ボタン
次のステップ

「一致する ものが見つかり ませんでした」 が返された場合は、 検索入力ボッ クス
に camera など、 既存の検索キーワードを  1 つ入力して ください。 こ こでも、 既
存のキーワードは、 affordable、 avipix、 camera、 cameras、 cheap、 consumer、
digital、 pix です。 次に [Go] ボタンをク リ ッ ク します。

ツアーを続けるには、 検索結果の中からアイテムをいくつかカートに追加しま
す。 次の節に進む前に、 最後のイベン ト と して、 アイテムの [ 保留 ] ボタンをク
リ ッ ク します。

[保留 ] ボタン

[ 保留 ] ボタンをク リ ッ クする と、 更新されたページの summarycart ポート レ ッ

ト  (My シ ョ ッピングカート ) で [ 保存されているアイテム ] リ ス ト にアイテムを
追加した  Webflow イベン ト が ト リガされます。
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[保留 ]ボタン イベントの技術説明

[ 保留 ] ボタンは、 ユーザがカテゴ リ  ページ、 アイテムの詳細ページ、 検索結果
ページのいずれかを参照している と きに、 特定のアイテムに対して選択できま
す。 イベン ト  タイプは、 ページによって異なり ますが、 catalogportlet.wf 
Webflow フ ァ イルに定義されている とおり、 以下のいずれかとな り ます。 

� button.category.save 

� button.item.save 

� button.search.save 

[ 保留 ] ボタンを選択する と、 製品アイテムがユーザの [ 保存されているアイテ
ム ] リ ス ト に移されます。 複数のポート レッ ト  ページでは、 以下の方法で [保
留 ] リ ンクが設定されます。 たとえば、 catalog.jsp ポート レッ ト に含まれる  
item.jsp フ ァ イルからは、 次のよ うに設定されます。 

<a href="<a href="<portlet:createWebflowURL namespace="catalogportlet"
event="button.item.save" extraParams="<%= linkParams %>" />">
<img src="<webflow:createResourceURL resource='<%=imagesPath
+ "prod_step2_savelater.gif"%>'/>" width="72" height="18" alt="" border="0"></a>

上記の HTML サブセッ ト では、ユーザが [ 保留 ] 画像をク リ ッ ク した場合、次の
ページへの移行のために、 button.item.save とい う イベン トが生成されます。

linkParams パラ メータには、 特定のアイテムについての情報が含まれます。 こ
のデータは、 一連の <catalog:getProperty...> JSP タグによ り、 item.jsp 処理
ですでに収集されています。 その後に以下の処理が行われます。 

<% 
String linkParams =

HttpRequestConstants.CATALOG_ITEM_SKU + "=" + itemKey.getIdentifier();
%>

[Products] ページで [ 保留 ] をク リ ッ ク しても、 在庫チェ ッ クは実行されません。
ただし、 現在 [Saved List] にあるアイテムについて  [ カートに追加 ] をク リ ッ ク
する と、 シ ョ ッピング  カー トのページで在庫チェ ッ クが実行されます。 
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次のステップ

ツアーを続けるには、 [ チェ ッ クアウ ト ] ボタンをク リ ッ ク して My シ ョ ッピン
グ カー ト  step1.jsp ポート レッ トに進みます。 

My ショ ッピング カート  ポート レッ ト、
Step1.jsp

[Products] ページの summarycart ポート レッ トの [ チェ ッ クアウ ト ] ボタンをク
リ ッ ク した場合、 ポー ト レッ ト のアプ リ ケーシ ョ ンの  Webflow によって、
[Shopping Cart] ページに step1.jsp チェ ッ クアウ ト  ポート レッ トが表示されま

す。 顧客が注文調達プロセスのどの段階にいるのか把握できるよ うに、 グラ
フ ィ ッ ク  check_step1_header.gif がロード されました。 カー ト内にアイテム

がある場合は、 その注文の価格と割引情報が表示されます。 表示されるのは、 単
価、 単価からの 10% 割引 (AviPix Consumer Cameras のみ )、 10,000 円を超える
注文合計からの 15% 割引、 合計額です。 カートにアイテムがなければ、 文字列

「シ ョ ッピング  カー トに入っているアイテムはあ り ません。」 が表示されます。 
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Step1.jsp ポートレッ トの技術詳細

この節では、 このページで行われる処理について詳し く説明します。

はじめに

シ ョ ッピング カートのページには、 顧客がチェ ッ クアウ ト し、 注文を完了でき

る一連のポート レッ トが表示されます。 チェ ッ クアウ ト処理中にユーザのシ ョ ッ
ピング カー トが変更された場合は、 在庫チェ ッ クが実行されます。 この在庫

チェ ッ クでは、InventoryProvider SPI と連動する  CheckInventoryPC Pipeline 
コンポーネン トが使われています。 InventoryProvider SPI では、 注文が確実に完
了できるよ うに WebLogic Integration の Application Integration (AI) コンポーネン
ト が使用されます。 

以降のシ ョ ッピング カートのページでは、 注文が発行される と、 Pipeline コン
ポーネン トが Payment Web サービスを呼び出して、 クレジッ ト  カード購入を認
可します。 Web サービスは、 WebLogic Workshop を使用してすでに作成済みで
す。 
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確定された注文がデータベースに保持された後で、 別の Pipeline コンポーネン ト
はその注文を XML 表示に変換し、 これを  Java Message Service (JMS) キューに
置きます。WebLogic Integration Business Process Management (BPM) イベン ト  プ
ロセッサは、 注文をキューから削除し、 これを処理します。 

シ ョ ッピング  カー トや チェ ッ クアウ ト  ポート レッ トは以下の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\b2cPortal
\portlets\checkout\*

� step1.jsp は、 現在のポート レ ッ ト で、 現在の保存されたアイテムを表す詳

細な  My シ ョ ッピングカー ト  データを提供します。 また、 AviPix Consumer 
Camera カテゴ リ  アイテムの 10% 割引と  10,000 円を超える注文の合計金額
からの 15% 割引も計算され、 表示されます。 step1.jsp 処理の詳細につい
ては、 このページの 「技術詳細」 節に記載されています。

� step2.jsp は、 ログイン ユーザ Rachel Adams のあらかじめ設定された請求
と出荷情報を示すチェ ッ クアウ ト  データを提供します。 step2.jsp 処理の詳
細については、 2-73 ページの 「チェ ッ クアウ ト  ポート レッ ト 、 Step2.jsp」 に
記載されています。

注意 : このサンプル アプ リ ケーシ ョ ンのシンプルなスコープを維持するた

め、 ユーザがクレジッ ト  カードの情報や出荷情報を入力した り、 変

更した りできるポー ト レッ トは除外しました。 ただし、 WebLogic 
Portal はこのタイプの処理をサポート しており、 これを実演する別の

サンプルが用意されています。 WebLogic Portal のドキュ メ ン トの
「コマースおよびキャンペーン  ツアー」 を参照して ください。

� step3.jsp は、 発行する注文の概要を示した (発行前の ) [ 注文の送信 ] ペー
ジを提供します。 ユーザが [ 注文の送信 ] をク リ ッ クする と、 クレジッ ト  
カードの認可が WebLogic Workshop で作成した Payment Web サービスから
実行されます。 step3.jsp 処理の詳細については、 2-75 ページの 「注文の送

信ポート レ ッ ト 、 Step3.jsp」 節に記載されています。

� step4.jsp は、 [ 注文の確認 ] ページを提供します。 確定された注文は、
Pipeline コンポーネン トによって XML 表示に変換されます。 Pipeline コン
ポーネン トは、 この注文のコピーを  Java Message Service (JMS) キューに置
きます。 WebLogic Integration BPM イベン ト  プロセッサは、 注文をキューか
ら削除し、 これを処理します。 step4.jsp 処理の詳細については、 2-80 ペー
ジの 「注文の確認ポート レッ ト 、 Step4.jsp」 節に記載されています。
BEA WebLogic Platform サンプル アプリケーシ ョ ン ツアー 2-61



2 企業消費者間 (B2C) ポータル ツアー
在庫チェ ックと割引を含む Step1.jsp プロセス

step1.jsp My シ ョ ッピング カート  ポート レ ッ ト では、 JSP タグを使って 
Pipeline セッシ ョ ンからシ ョ ッピング  カー ト、 保存されたシ ョ ッピング  カー ト 、

在庫数量を取得します。 

<webflow:getProperty id="shoppingCart" 
property="<%=PipelineSessionConstants.SHOPPING_CART%>"
type="com.beasys.commerce.ebusiness.shoppingcart.ShoppingCart" scope="session" 
namespace="portal" />
<webflow:getProperty id="savedShoppingCart" 
property="<%=PipelineSessionConstants.SAVED_SHOPPING_CART%>"
type="com.beasys.commerce.ebusiness.shoppingcart.ShoppingCart" scope="session" 
namespace="portal" />
<webflow:getProperty id="inventoryCount" 
property="<%=B2CPortalConstants.INVENTORY_CHECK%>" type="int[]"
scope="session" namespace="portal" />

シ ョ ッピング カートの各行を繰 り返し参照した後で、 不足気味の在庫について

のメ ッセージが必要かど うかを決定します。

例 : 
<% if ( (inventoryCount != null) && (inventoryCount[inventoryIndex]
<= shoppingCartLine.getQuantity() ) ) { outOfStock = true; %><%=
shoppingCartLine.getProductItem().getName() %> -
<i><i18n:getMessage bundleName="checkout"
messageName="over_inventory"/></i> - <% ;}
else { %><%= shoppingCartLine.getProductItem().getName() %> <% } %>

在庫チェ ッ クは、 CheckInventoryPC Pipeline コンポーネン ト で実装されます。
このソース  ファ イルは、 以下の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\src
\examples\e2e\b2c\shoppingcart\pipeline\CheckInventoryPC.java

この Pipleline コンポーネン トは、 在庫をチェ ッ ク し、 追加の値を入れます。 こ
のサンプル アプリ ケーシ ョ ンでは、 Pipeline コンポーネン トはシ ョ ッピング  
カー トの内容が変更される度に呼び出されます。 たとえば、 step1.jsp ページ
には、 [再計算 ] ボタンが関連付けられた [数量 ] フ ィールドがあ り ます。 ユーザ
がこのポート レ ッ ト の数量を変更する と、 在庫が再びチェ ッ ク されます。 

注意 : 本番環境では、 パフォーマンス上の理由からビジネス  ロジッ クに基づい
てこの動作を変更した方がよい場合があ り ます。 たとえば、 在庫の実際
の数量を保持し、 在庫にある数量とシ ョ ッピング カー トにある数量との
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差に基づいてさまざまな メ ッセージを示すこ とで、 アイテムがシ ョ ッピ

ング  カー トに初めて入れられたと きにだけ在庫をチェ ッ クするよ うにし

ます。 

CheckInventoryPC Pipeline コンポーネン トは、 InventoryProvider SPI と連動
します。 このソース  ファ イルは、 以下の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\src\example
s\e2e\common\inventory\spi\*.java

この SPI は checkInventory リモート  メ ソ ッ ドを含むステート レス  セッシ ョ ン 
Bean です。 このメ ソ ッ ドは、 次の処理を行います。 

� WebLogic Integration Application Integration (AI) コンポーネン ト を使って、
あらかじめコンフ ィグレーシ ョ ンされた AI サービスを介して呼び出しを行
う。 このサービスは、 在庫テーブルを照会するために使われます。 

� XML ヘルパーを呼び出して、 AI からの応答を解析する。 

� 応答に基づいて、 利用可能な在庫数 (int) を返す。 

在庫チェ ッ クでは、 over_inventory メ ッセージ名に注目して ください。国際化 
(I18N) への取り組みをサポートするために、 これは以下のとおり別個のプロパ

ティ  フ ァ イルである  checkout.properties で定義されています。 

# If the inventory cannot fulfill the quantity requested
over_inventory=out of stock

step1.jsp ポート レッ トでは、 提示するラインアイテム割引の金額も計算され

ます。 このサンプルでは、AviPix Customer Camera カテゴ リのあらゆるカ メ ラを 
10% 割 り引く こ と を選択しました。 10,000 円を超える注文については、 注文合
計割引も計算されます。

step1.jsp ページでは、 以下の多数のイベン ト が発生する可能性があ り ます。 

� button.updateShoppingCartQuantities。 ユーザが数量フ ィールドを変更

し、 [再計算 ] ボタンをク リ ッ クする と発生します。 

� button.deleteItemFromShoppingCart。ユーザが [現在のアイテム ] リ ス ト
の [削除 ] ボタンをク リ ッ クする と発生します。 

� button.moveItemToSavedList。ユーザが [現在のアイテム ] リ ス ト の [保留] 
ボタンをク リ ッ クする と発生します。 

� button.deleteItemFromSavedList。 ユーザが [保存されているアイテム ] 
リ ス ト の [削除 ] ボタンをク リ ッ クする と発生します。 
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� button.moveItemToShopppingCart。 ユーザが [ 保存されているアイテム ] 
リ ス トの [ カー トに追加 ] ボタンをク リ ッ クする と発生します。 

� link.next。 ユーザが [ チェ ッ クアウ ト ] ボタンをク リ ッ クする と発生しま
す。 

これらのイベン ト の詳細については、 いずれかのボタンをク リ ッ ク した後のイベ
ン トの技術詳細に関する節を参照して ください。 

注意 : ユーザが step1.jsp ポート レッ トの [ シ ョ ッピングを続ける ] ボタンを
ク リ ッ クする と、 以下の JSP タグを使ってこのユーザに [Products] ペー
ジが表示されます。 

<a href="<portal:createPortalPageChangeURL  pagename="Products"
/>">
<img src="<webflow:createResourceURL
resource='<%=imagesPath + "check_step1_continue.gif"%>'/>"
width="94" height="18" alt="" border="0"></a>

次のステップ

ツアーを続けるには、 [ 保存されているアイテム ] リ ス トのアイテムの隣に表示
される  [ カートに追加 ] ボタンをク リ ッ ク します。

[保存されているアイテム ] リストの [ カートに追加 ] ボタン

シ ョ ッピング カート  step1.jsp ポート レ ッ ト の [ 保存されているアイテム ] リ
ス トにある  [現在のアイテム ] リ ス トには、 カート に追加した製品アイテムが

入っています。 表示されるのは、 単価、 10,000 円を超えるアイテムの単価から
の 10% 割引、 10,000 円を超える注文合計からの 15% 割引、 合計金額です。 直前
のページで選択したアイテムは、 [保存されているアイテム ] リ ス トには表示さ
れなく な り ます。 

以下のサンプル画面に表示されているアイテムは、 実際に表示されるカー トの内

容とは異なる こ とがあ り ます。
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[保存されているアイテム ] リス トの [ カートに追加 ] ボタン
の技術詳細

step1.jsp [My シ ョ ッピング カー ト ] ページには、
button.moveItemToShoppingCart とい う イベン トが含まれます。 このイベン

トは、 ユーザがシ ョ ッピング カー トの [ 保存されているアイテム ] リ ス ト の 
[ カー トに追加 ] ボタンをク リ ッ クする と ト リガされます。 更新されたページで
は、 アイテムが [ 保存されているアイテム ] リ ス トから  [現在のアイテム ] リ ス
トに移されます。 

step1.jsp ポート レッ ト  ファ イルは、 以下の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\b2cPortal
\portlets\checkout\*

step1.jsp からの例 : 
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<a href="<portlet:createWebflowURL namespace="checkoutportlet"
event="button.moveItemToShoppingCart"
extraParams="<%= extraParams %>" />">
<img src="<webflow:createResourceURL
resource='<%=imagesPath + "check_step1_add.gif"%>'/>"
width="52" height="13" alt="" border="0"></a>

extraParams パラ メータには、 step1.jsp で収集された製品アイテムについて
のデータが含まれます。 

<%
extraParams = HttpRequestConstants.CATALOG_ITEM_SKU + "="

shoppingCartLine.getProductItem().getKey().getIdentifier();
%>  

button.moveItemToShoppingCart イベン トは、 以下のディ レク ト リにある  
checkoutportlet.wf Webflow フ ァ イルで定義されています。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp-project
\application-sync\webapps\b2cPortal

イベン トは以下のとおりです。 

<event event-name="button.moveItemToShoppingCart">
<destination namespace="checkoutportlet"
node-name="shoppingcart_MoveProductItemToShoppingCartIP"
node-type="inputprocessor"/>

</event>

Pipeline コンポーネン トは、 MoveProductItemToShoppingCartPC です。 その 
Java ソース  ファ イルは以下で確認できます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\src
\examples\e2e\b2c\shoppingcart\pipeline

MoveProductItemToShoppingCartPC は、 顧客の保存されたアイテムの リ ス ト

から  ProductItem を削除し、 これをシ ョ ッピング  カー トに追加します。 顧客の

ログイン ID は Pipeline セッシ ョ ンの PipelineSessionConstants.USER_NAME 
属性で指定されます。 移動するアイテムの SKU は、
PipelineSessionConstants.CATALOG_ITEM_SKU Pipeline セッシ ョ ン属性で指
定されます。 PipelineSessionConstants.SAVED_SHOPPING_CART と  
PipelineSessionConstants.SHOPPING_CART とい う  Pipeline セッシ ョ ンの属
性、 および WLCS_SAVED_ITEM_LIST テーブルは、 その変更を反映して更新され
ます。 
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次のステップ

ツアーを続けるには、 [ 保存されているアイテム ] リ ス ト のアイテムの隣に表示
される  [削除 ] ボタンをク リ ッ ク します。

[保存されているアイテム ] リス トの [削除 ] ボタン

シ ョ ッピング  カー ト  step1.jsp ポート レッ トの [ 保存されているアイテム ] リ
ス ト にある  [削除 ] ボタンをク リ ッ クする と、 そのページは同じポート レッ トに

対する新しいデータを反映して更新されました。 選択した製品アイテムは [ 保存
されているアイテム ] リ ス ト から削除されています。  

[保存されているアイテム ] リス トの [削除 ] ボタンの技術
詳細

step1.jsp [My シ ョ ッピング カー ト ] ページには、 
button.deleteItemFromSavedList とい う イベン トが含まれます。 このイベン

トは、 ユーザがシ ョ ッピング カー トの [ 保存されているアイテム ] リ ス ト の [削
除 ] ボタンをク リ ッ クする と ト リ ガされます。 更新されたページの [ 保存されて
いるアイテム ] リ ス トにはアイテムが表示されなく な り ます。 

step1.jsp ポート レッ ト  フ ァ イルは、 以下の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\b2cPortal
\portlets\checkout\*

step1.jsp からの例 : 

<a href="<portlet:createWebflowURL namespace="checkoutportlet"
event="button.deleteItemFromSavedList"
extraParams="<%= extraParams %>" />">
<img src="<webflow:createResourceURL
resource='<%=imagesPath + "check_step1_remove.gif"%>'/>"
width="42" height="13" alt="" border="0"></a>

extraParams パラ メータには、 step1.jsp で収集された製品アイテムについて
のデータが含まれます。 

<%
extraParams = HttpRequestConstants.CATALOG_ITEM_SKU + "=" +

shoppingCartLine.getProductItem().getKey().getIdentifier();
%>   
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button.deleteItemFromSavedList イベン トは、 以下のディ レク ト リにある  
checkoutportlet.wf Webflow フ ァ イルで定義されています。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp-project\app
lication-sync\webapps\b2cPortal

イベン トは以下のとおりです。 

<event event-name="button.deleteItemFromSavedList">
<destination namespace="checkoutportlet"
node-name="shoppingcart_DeleteProductItemFromSavedListIP"
node-type="inputprocessor"/>

</event>

Pipeline コンポーネン トは、 DeleteProductItemFromSavedListPC です。 その 
Java ソース  ファ イルは以下で確認できます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\src\example
s\e2e\b2c\shoppingcart\pipeline

DeleteProductItemFromSavedListPC は、 顧客の保存されたアイテム リ ス ト か
ら  ProductItem を削除します。 顧客のログイン  ID は Pipeline セッシ ョ ンの 
PipelineSessionConstants.USER_NAME 属性で指定されます。 削除するアイテ
ムの SKU は、 PipelineSessionConstants.CATALOG_ITEM_SKU Pipeline セッ
シ ョ ン属性で指定されます。
PipelineSessionConstants.SAVED_SHOPPING_CART と  
PipelineSessionConstants.SHOPPING_CART とい う  Pipeline セッシ ョ ンの属
性、 および WLCS_SAVED_ITEM_LIST テーブルは、 その変更を反映して更新され
ます。 

次のステップ

ツアーを続けるには、 [現在のアイテム ] リ ス ト のアイテムの隣に表示される  
[削除 ] ボタンをク リ ッ ク します。

[現在のアイテム ] リストの [削除 ] ボタン

シ ョ ッピング カート  step1.jsp ポート レ ッ ト の [現在のアイテム ] リ ス トにあ
る  [削除 ] ボタンをク リ ッ クする と、 そのページは同じポート レ ッ トに対する新

しいデータを反映して更新されました。 製品アイテムとその価格はカートから削
除されています。 
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My シ ョ ッ ピング  カー ト  ポー ト レ ッ ト 、 Step1.jsp
[現在のアイテム ] リス トの [削除 ] ボタンの技術詳細

step1.jsp [My シ ョ ッピング カー ト ] ページには、
button.deleteItemFromShoppingCart とい う イベン ト が含まれます。 このイ

ベン トは、 ユーザがシ ョ ッピング  カートの [現在のアイテム ] リ ス トの [削除 ] 
ボタンをク リ ッ クする と ト リガされます。 更新されたページの [現在のアイテ
ム ] リ ス トにはアイテムが表示されなく な り ます。 

step1.jsp ポート レッ ト  フ ァ イルは、 以下の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\b2cPortal
\portlets\checkout\*

step1.jsp からの例 : 

<a href="<portlet:createWebflowURL namespace="checkoutportlet"
event="button.deleteItemFromShoppingCart"
extraParams="<%= extraParams %>" />">
<img src="<webflow:createResourceURL
resource='<%=imagesPath + "check_step1_remove.gif"%>'/>"
width="42" height="13" alt="" border="0"></a>

extraParams パラ メータには、 step1.jsp で収集された製品アイテムについて
のデータが含まれます。 

<%
extraParams = HttpRequestConstants.CATALOG_ITEM_SKU + "="+

shoppingCartLine.getProductItem().getKey().getIdentifier();
%>   

button.deleteItemFromShoppingCart イベン トは、 以下のディ レ ク ト リにあ

る  checkoutportlet.wf Webflow ファ イルで定義されています。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp-project
\application-sync\webapps\b2cPortal

イベン トは以下のとおりです。 

<event event-name="button.deleteItemFromShoppingCart">
<destination namespace="checkoutportlet"
node-name="shoppingcart_DeleteProductItemFromShoppingCartIP"
node-type="inputprocessor"/>

</event>

入力プロセッサは、 DeleteProductItemFromShoppingCartIP です。 その Java 
ソース  ファ イルは以下で確認できます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\b2cPortal\W
EB-INF\src\examples\e2e\b2c\shoppingcart\webflow
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2 企業消費者間 (B2C) ポータル ツアー
DeleteProductItemFromShoppingCartIP は、 指定されたアイテムをシ ョ ッピ

ング カー トから削除します。削除されるアイテムの SKU は要求オブジェ ク トの 
HttpRequestConstants.CATALOG_ITEM_SKU パラ メータ と して指定されます。
シ ョ ッピング カートは、 Pipeline セッシ ョ ンの 
PipelineSessionConstants.SHOPPING_CART 属性から取り出されます。 アイテ

ムは削除され、 Pipeline セッシ ョ ンは変更されたシ ョ ッピング カートで更新され

ます。 

次のステップ

ツアーを続けるには、 カートの [現在のアイテム ] リ ス ト のアイテムの隣に表示
される  [ 保留 ] ボタンをク リ ッ ク します。

[現在のアイテム ] リストの [保留 ] ボタン

step1.jsp シ ョ ッピング カー ト  ポート レ ッ ト の [現在のアイテム ] の部分にあ
る  [ 保留 ] ボタンをク リ ッ クする と、 ページは同じポート レッ トに対する新しい

データを反映して更新されます。 アイテムのステータスは変更され、 カー トの 
[ 保存されているアイテム ] リ ス トに移されました。 
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My シ ョ ッ ピング  カー ト  ポー ト レ ッ ト 、 Step1.jsp
技術詳細

step1.jsp [My シ ョ ッピング カー ト ] ページには、
button.moveItemToSaveList とい う イベン トが含まれます。 このイベン トは、

ユーザがシ ョ ッピング カートの [ 現在のアイテム ] リ ス ト の [保留 ] ボタンをク
リ ッ クする と ト リガされます。 更新されたページでは、 アイテムが [保存されて
いるアイテム ] リ ス トから  [現在のアイテム ] リ ス トに移されています。 
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2 企業消費者間 (B2C) ポータル ツアー
step1.jsp ポート レ ッ ト  ファ イルは、 以下の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\b2cPortal
\portlets\checkout\*

step1.jsp からの例 : 

<a href="<portlet:createWebflowURL namespace="checkoutportlet"
event="button.moveItemToSavedList" extraParams="<%= extraParams %>" />">
<img src="<webflow:createResourceURL
resource='<%=imagesPath + "check_step1_save.gif"%>'/>"
width="61" height="13" alt="" border="0"></a>

extraParams パラ メータには、 step1.jsp で収集された製品アイテムについて
のデータが含まれます。 

<%
extraParams = HttpRequestConstants.CATALOG_ITEM_SKU + "=" +

shoppingCartLine.getProductItem().getKey().getIdentifier();
%>   

button.moveItemToSavedList イベン トは、 以下のディ レク ト リにある  
checkoutportlet.wf Webflow フ ァ イルで定義されています。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp-project\app
lication-sync\webapps\b2cPortal

イベン トは以下のとおりです。 

<event event-name="button.moveItemToSavedList">
<destination namespace="checkoutportlet"
node-name="shoppingcart_MoveProductItemToSavedListIP"
node-type="inputprocessor"/>

</event>

Pipeline コンポーネン トは、 MoveProductItemToSaveListPC です。 その Java 
ソース  ファ イルは以下で確認できます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\src\example
s\e2e\b2c\shoppingcart\pipeline

MoveProductItemToSavedListPC は、 顧客のシ ョ ッピング  カートから  
ProductItem を削除し、 これを顧客の保存されたアイテムの リ ス トに追加しま

す。 顧客のログイン ID は Pipeline セッシ ョ ンの 
PipelineSessionConstants.USER_NAME 属性で指定されます。 移動するアイテ
ムの SKU は、 PipelineSessionConstants.CATALOG_ITEM_SKU Pipeline セッ
シ ョ ン属性で指定されます。
PipelineSessionConstants.SAVED_SHOPPING_CART と  
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チェ ッ クアウ ト  ポー ト レ ッ ト 、 Step2.jsp
PipelineSessionConstants.SHOPPING_CART とい う  Pipeline セッシ ョ ンの属

性、 および WLCS_SAVED_ITEM_LIST テーブルは、 その変更を反映して更新され
ます。

次のステップ

ツアーを続けるには、 シ ョ ッピング  カー ト  step1.jsp ポート レ ッ ト の下部にあ

る  [ チェ ッ クアウ ト ] ボタンをク リ ッ ク します。

チェ ックアウト  ポート レッ ト、 Step2.jsp

step1.jsp シ ョ ッピング カー トの [ チェ ッ クアウ ト ] ボタンをク リ ッ クする と、
ポータル アプリ ケーシ ョ ンの Webflow によって、 [Shopping Cart] ページに 
step2.jsp チェ ッ クアウ ト  ポート レ ッ トが表示されます。 顧客が注文調達プロ

セスのどの段階にいるのか把握できるよ うに、 グラフ ィ ッ ク  
check_step2_header.gif がロード されました。 このサンプルを簡易化するた

めに、 ログイン  ユーザのデータがページに表示されています。 チェ ッ クアウ ト
処理のステップ 2 ～ 4 では、 注文データのセキュ リ テ ィ暗号化にセキュア ソ
ケッ ト  レイヤ (SSL) プロ ト コル ( アプ リ ケーシ ョ ンの URL の https://...) が
使われているこ とに注意して ください。

以下は、 チェ ッ クアウ ト  ポート レッ トです。 スペースの理由から こ こでは 2 つ
に分けて示します。
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下の図は、 同じポート レ ッ ト の下の部分です。
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注文の送信ポー ト レ ッ ト 、 Step3.jsp
チェ ックアウト  ポートレッ トの技術詳細

step2.jsp チェ ッ クアウ ト  ポート レ ッ トには、ログイン  ユーザ Rachel Adams の
あらかじめ設定された請求と出荷情報が表示されます。 このサンプル アプリ

ケーシ ョ ンのシンプルなスコープを維持するため、 ユーザがクレジッ ト  カード

の情報や出荷情報を入力した り、 変更した りできるポー ト レ ッ トは除外しまし
た。 ただし、 WebLogic Portal はこのタイプの処理をサポート しており、 これを

実演する別のサンプルが用意されています。 WebLogic Portal のドキュ メ ン ト の
「コマースおよびキャンペーン  ツアー」 を参照して ください。

step2.jsp チェ ッ クアウ ト  ポート レ ッ トは、 以下の場所にあ り ます。

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\b2cPortal
\portlets\checkout\*

次のステップ

ツアーを続けるには、 [ 注文を続ける ] ボタンをク リ ッ ク して  step3.jsp の [注
文の送信 ] ページに進みます。 

注文の送信ポートレッ ト、 Step3.jsp

シ ョ ッピング  カー トの step2.jsp チェ ッ クアウ ト  ポート レッ トで [ 注文を続け
る ] ボタンをク リ ッ クする と、 ポータル アプリ ケーシ ョ ンの Webflow によって、
この step3.jsp ポート レ ッ ト が表示されます。 概要情報が示されます。 たとえ

ば、 次のよ うに表示されます。
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注文の送信ポートレッ トの技術詳細

この節では、 このページで行われる処理について詳し く説明します。

はじめに

step3.jsp チェ ッ クアウ ト  ポート レッ トは、 発行しよ う とする注文の概要を示

した (発行前の ) [ 注文の送信 ] ページを提供します。 

このページでの注目すべき点とは、 ユーザがページの下の方にある  [ 注文の送
信 ] ボタンをク リ ッ ク した後で、何が起こ るかとい う こ とです。 クレジッ ト  カー
ドの認可は、 CajunBasedPaymentPC とい う  Pipeline コンポーネン ト を介して実
行されます。 これによって、 WebLogic Workshop で作成した Payment Web サー
ビスが呼び出されます。 
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注文の送信ポー ト レ ッ ト 、 Step3.jsp
注文が確認された後 ( ステップ 4)、 ConvertOrderRepPC とい う  Pipeline コン
ポーネン ト によって、保持されている注文が XML 表示に変換され、 これが Java 
Message Service (JMS) キューに置かれます。 WebLogic Integration Business 
Process Management (BPM) イベン ト  プロセッサは、 注文をキューから削除し、
これを処理します。 そのプロセスの詳細については、 2-80 ページの 「注文の確

認ポート レ ッ ト 、 Step4.jsp」 節を参照して ください。 

WebLogic Workshop Web サービスでの支払認可

step3.jsp ポート レッ トの [ 注文の送信 ] ボタンによって、 link.next イベン ト
が呼び出されます。 checkoutportlet.wf Webflow フ ァ イルには以下のコード
が含まれています。 

<presentation-origin node-name="step3" node-type="jsp">
<node-processor-infopage-name="step3.jsp"page-relative-path="/portlets

/checkout"/>
<event-list>

<event event-name="link.next">
<destination namespace="checkoutportlet"

node-name="Commit" node-type="inputprocessor"/>

この Webflow フ ァ イルは、 以下の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp-project
\application-sync\webapps\b2cPortal

b2c_order.pln Pipeline フ ァ イルは、 以下の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp-project\app
lication-sync\pipelines

このファ イルには、 以下のコードが含まれます。 

<root-component component-name="CommitOrderPC"/>
<component-branch-item>
<source-component component-name="CommitOrderPC"/>
<branch-success destination-component="CajunBasedPaymentPC"/>

</component-branch-item>

クレジッ ト  カードの支払認可処理は、 CajunBasedPaymentPC とい う  Pipeline コ
ンポーネン トによって処理されます。 これは、 Pipeline コンポーネン ト が 
Payment Web サービスを呼び出すこ と を可能にする  Java プロキシを呼び出しま
す。 Web サービスは、 WebLogic Workshop を使用してすでに作成済みです。 

CajunBasedPaymentPC.java フ ァ イルのソース  ファ イルは、 以下の場所で確認
できます。 
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weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\src\example
s\e2e\b2c\payment\pipeline

Payment Web サービスは、 WebLogic Workshop フレームワークの対話的な機能
を使用します。 最初の呼び出しでクレジッ ト  カードを認可します。 つま り、 認
可される クレジッ ト  カード番号と金額を引数と して渡します。 クレジッ ト  カー
ドの認可が終了する と、 金額を取得するよ う呼び出しが行われます。 最後に、 金
額を決済する要求が行われます。 

以下の画面は、 Payment Web サービスの作成に使用した  WebLogic Workshop 
Integrated Development Environment (IDE) の一部を示しています。 最初の画面
は、 [ デザイン ビュー ] です。

WebLogic Workshop では、 [ デザイン ビュー ] と以下の [ ソース  ビュー ] を簡単
に切 り替える こ とができます。
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注文の送信ポー ト レ ッ ト 、 Step3.jsp
Payment Web サービスから  CajunBasedPaymentPC に返されるコードは、次のと

おりです。 

� -1 = Error (無効な引数が渡された )

� -2 = Error ( 取り込む金額がクレジッ トで認可されている金額を上回った )

� -3 = Error (決済金額がクレジッ ト  カードで取り込まれた金額を上回った )

� > 0 = Success

注意 : Payment Web サービスは、 サードパーティの支払サービスに接続および

承認されている場合のよ うに、 常にエラーな く支払い情報を送信するわ
けではあ り ません。 Payment Web サービスを介した支払い処理は、 本番
環境向けに設計されていません。 支払いを正確に処理するには、 サード

パーティ  ベンダの支払いサービス と統合する必要があ り ます。 ただし、
サンプルの Pipeline コンポーネン ト で表示されるコードは、 エラーを適
切に処理するよ う設定されています。 
BEA WebLogic Platform サンプル アプリケーシ ョ ン ツアー 2-79



2 企業消費者間 (B2C) ポータル ツアー
CajunBasedPaymentPC Pipeline コンポーネン ト と  Payment Web サービスの詳細
については、 第 4 章の 「Web サービス  ツアー」 を参照して ください。 このサン
プルの 「はじめに」 ページにも説明が記載されています。

[キャンセル ] ボタンについて

step2.jsp または step3.jsp シ ョ ッピング  カー トのポート レ ッ ト で [ キャンセ
ル ] ボタンをク リ ッ クする と、 アプ リ ケーシ ョ ンの Webflow によってカートの 
step1.jsp に戻り ます。 カー ト内に現在あるアイテムおよび保存されているア

イテムは、 そのまま表示されています。 キャンセルは、 単にその注文のチェ ッ ク

アウ ト処理のステップ 2 または 3 を終了させるだけです。

次のステップ

ツアーを続けるには、 [ 注文の送信 ] ボタンをク リ ッ ク します。

注文の確認ポート レッ ト、 Step4.jsp

シ ョ ッピング カートの step3.jsp 注文の送信ポート レッ トで [ 注文の送信 ] ボ
タンをク リ ッ クする と、 ポータル アプリ ケーシ ョ ンの Webflow によって、 この 
step4.jsp ポート レ ッ ト が表示されます。 こ こには、 確認メ ッセージが一覧表

示されます。 保持されている注文は、 JMS キューを介して、 このポート レッ ト

と ビジネス  プロセス  ワークフロー間の非同期通信を可能にする  Pipeline コン
ポーネン トによって発行されました。 このインタラ クシ ョ ンは、 単一の 
WebLogic Server ド メ イン インスタンスで稼動する  WebLogic Portal と  WebLogic 
Integration との間のアプリ ケーシ ョ ン統合を実証しています。 
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注文の確認ポー ト レ ッ ト 、 Step4.jsp
注文の確認ポートレッ トの技術詳細

注文がデータベースに保持されている場合は、 同じ注文の  XML 表示が注文管理
用にキューに入れられます。 作業は ConvertOrderRepPC Pipeline コンポーネン
ト で開始されます。 その Java ソース  ファ イルは、 以下の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\src\example
s\e2e\b2c\order\pipeline
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ConvertOrderRepPC Pipeline コンポーネン トは、 PurchaseManager SPI と連動
します。 このソース  ファ イルは、 以下の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\src\example
s\e2e\common\purchase\spi\*.java

この SPI は、 queueOrder リモート  メ ソ ッ ドを含むステート レス  セッシ ョ ン 
Bean です。 

WebLogic Integration には、 他のシステムとの通信に利用可能な以下のエン ト リ  
ポイン ト があ り ます。 

� Application Integration (AI)— システムは、 WebLogic Integration の AI エン ト
リ  ポイン ト を使って直接 J2EE Connection Architecture (J2EE CA) アダプタ
を呼び出すこ とができます。 通常、 このエン ト リ  ポイン トは、 同期通信に使
用します。 

� 企業間統合 (B2Bi)— システムは、 メ ッセージ API を通じて企業間統合 
(B2Bi) を直接呼び出すこ とができます。 このエン ト リ  ポイン トによって、
開発者は WebLogic Integration の完全なインスタンス と通信するカスタム  ア
プ リ ケーシ ョ ンを記述するこ とができます。 また、 B2Bi には、 ホス ト  B2Bi 
イネーブラ と通信できるシンク ライアン ト  インタフェースを構築するための  
JavaServer Pages (JSP) タグ  ライブラ リ も用意されています。 

� WebLogic Integration 処理エンジン — システムは、 ネイティブ API への呼び
出しを同期に利用して、 または JMS を非同期に利用して  WebLogic 
Integration 処理エンジンを呼び出すこ とができます。 これらの呼び出しに
よって、 データの送受信、 プロセスの開始、 ユーザ割り当てタスクの実行、

エンタープライズ システム間での XML データの受け渡しなどが行われます。 

このサンプル アプリ ケーシ ョ ンでは、 JMS キューとの非同期通信を利用します。

プロセスの流れを以下に図示します。 
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注文の確認ポー ト レ ッ ト 、 Step4.jsp
再び、 ConvertOrderRepPC は、 注文を  JMS XML メ ッセージに変換し、 これを 
BPM ワークフローのサブスク ライブ先である  JMS キュー 
(com.bea.wlpi.EventQueue) に送信します。 次に BPM イベン ト  リ スナは、
JMS キューから メ ッセージを取り出し、 これを処理します。 メ ッセージは、

ワークフロー インスタンスを実行して、 ワークフローを開始するか、 リ スンさ

れるワークフロー イベン ト を ト リガします。 WebLogic Integration は、 サンプル 
DBMS アダプタを使用して JMS キューから  XML メ ッセージを取り出し、 デー

タをデータベースに転送します。 サンプル DBMS アダプタは、 WebLogic 
Integration でそのアプリ ケーシ ョ ン統合コンポーネン ト と共に使用するために提

供されています。 

XML メ ッセージは、 ワークフローへの入力ドキュ メン ト と して使われます。
ワークフローは、 次の 2 つのアクシ ョ ンに応答します。 

Xpath を使って  XML メ ッセージを解析し、 すべての入力データをアプ リ ケー

シ ョ ン統合サービスに渡します。 
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ユーザが DBMS アダプタのアプリ ケーシ ョ ン ビューをデプロイする と きに定義
されるアプリ ケーシ ョ ン統合サービスを呼び出します。 アプ リ ケーシ ョ ン 
ビュー サービスはデータベースを更新します。 

B2C ポータル ツアーの最終ステップ

以上で、注文は完了しました。 [ シ ョ ッピングを続ける ] ボタンまたは [Products] 
タブをク リ ッ クすれば、 オンライン ツアーのシ ョ ッピングを続けるこ とができ

ます。 または、 [ ログアウ ト ] ボタンをク リ ッ クする と、 このサンプルの [ はじ
めに ] ページに戻るこ とができます。 ログアウ トする場合、 シ ョ ッピング  カー ト

のデータは次のセッシ ョ ンでは保持されないので注意して ください。
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との接続

企業間取引 (B2B) ポータル ツアーでは、 Avitek の購入担当者がサプライヤから
見積も り を取り、 注文書を発行してサプライヤから受付確認を受け取るための、
架空のイン ト ラネッ ト  サイ ト について説明します。 ビジネス  プロセスは、
WebLogic Integration によって管理されます。

注意 : このオンライン  ブッ クに掲載されている情報は、 アプリ ケーシ ョ ンの一部
と して実行される状況依存ツアー ガイ ド  ポート レッ トでも入手できます。 

この企業間取引 (B2B) ポータル ツアーには、 以下の節があ り ます。

� Product Inventory ポート レ ッ ト

� Product Parts Inventory ポート レッ ト

� Query for Price and Availability (価格と在庫の照会 ) ポート レ ッ ト

� Quotes for Price and Availability (価格と在庫の照会 ) ポート レッ ト と  QPA ビ
ジネス  プロセス

� Purchase Order for Review ポート レ ッ ト と  PO ビジネス  プロセス

� Purchase Order History ポート レ ッ ト

Product Inventory ポート レッ ト

B2B ポータルのサンプル アプリ ケーシ ョ ンは、 Avitek のイン ト ラネッ ト の 
[Inventory] ページから始ま り ます。 ログイン  ユーザ Jason Tang がこのプロセス
の手順をよ り よ く理解できるよ うに、 図 processStep1.gif がロード されてい
ます。 初めてこのページを訪れた場合、 Product Inventory ポート レッ トには、

Avitek の販売商品の一部のデータがあらかじめロード されています。 商品の在

庫が最低水準を下回っている場合には、 データが赤色で表示されます。 
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Product Inventory ポートレッ トの技術詳細

この節では、 このページで行われる処理について詳し く説明します。

はじめに

b2bPortal は、 架空の会社である  Avitek Digital Imaging が使用するサンプルの企
業間取引 (B2B) サイ ト です。 Avitek の購入担当者は、 このサイ ト を使って、 外
部のサプラ イヤから部品についての見積も り を取り寄せ、 注文書を発行します。 

b2bPortal は、 e2eApp エンタープラ イズ アプ リ ケーシ ョ ンの一部です。 このエン

タープライズ アプリ ケーシ ョ ンの名前には、 e2e が含まれています。 「e2e」 と
は、 エンド  ツー エンド  (end-to-end) を略したもので、 WebLogic Platform の主要
機能のすべての範囲を示すサンプルであるこ とを意味しています。 

この [Inventory] ページの Product Inventory ポート レ ッ ト には、 Avitek の販売商
品の一部のデータがあらかじめロード されています。 商品の在庫が最低水準を下
回っている場合には、 データが赤色で表示されます。 現在の在庫水準を確認する
ため、 データベース内の在庫テーブルに、 Application Integration (AI) フレーム
ワークを介して読み込み専用モードでアクセスしました。 AI フレームワークは、
WebLogic Integration によって提供されます。 
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サンプル シナリオでは、 Avitek Digital Imaging は、 自動化、 サイ クル時間の短縮、
在庫水準を下げるこ とによって、 サプライ  チェーンを効率化し、 コス ト削減を図
ろ う と していました。 在庫水準を追跡して補充を行う ために、 Avitek は、 ポータ
ル ユーザ インタフェースを使って、販売側の B2B 交換、 パートナとの提携、 サプ
ライ  チェーン管理について、 企業間取引ソ リ ューシ ョ ンを実現しました。 

このサンプル アプリ ケーシ ョ ンの B2C (企業消費者間取引 ) ポータル b2cPortal を
すでにお使いの場合は、 ポート レッ ト と  Webflow 処理についての説明が 「技術詳

細」 の節に記載されているこ とをご存知でし ょ う。 ポー ト レ ッ ト と  Webflow は 
b2bPortal でも重要な項目ですが、 こ こでは、 Avitek 購入担当者用に実装されてい
るサプライチェーン ソ リ ューシ ョ ンに焦点をあてて説明します。 ただし、 この節
でも、 ポート レッ ト と  Webflow については一部詳細に説明します。 

取引相手

この WebLogic Platform b2bPortal サンプル シナリオでは、バイヤ (Avitek Digital 
Imaging) 1 社とサプラ イヤ 2 社とい う取引関係を持つ 3 社が関わり ます。 この 3 
社それぞれに、 取引相手が BulkLoaderData.xml フ ァ イルでコンフ ィ グレー
シ ョ ンされます。 サンプル用と して、 E2E_Buyer、E2E_SupplierOne、 および

E2E_SupplierTwo が取引相手と して定義されています。 

これらの取引相手間では、 XOCP ビジネス  プロ ト コルを使って通信を行う ため、

Avitek は、 その WebLogic Integration システムをハブ & スポーク  コンフ ィ グ
レーシ ョ ン と して定義する必要があ り ます。 これを受けて、
BulkLoaderData.xml ファ イルで、 第 4 の取引相手 E2E_Hub を定義します。
B2B 統合のコンフ ィ グレーシ ョ ンの詳細については、 『B2B Integration 入門』 の
「B2B Integration の基礎」 を参照して ください。  

この E2E_Hub とい う取引相手は、 仲介者と して機能します。 スポーク となる  
E2E_Buyer、 E2E_SupplierOne、 および E2E_SupplierTwo とい う取引相手間の

メ ッセージの仲介を担当します。 E2E_Hub とい う取引相手は、 業務メ ッセージの

送信側でも受信側でもあ り ませんが、 ト ランザクシ ョ ン中は、 必要に応じてプロ
キシ バイヤおよびプロキシ  サプラ イヤと して機能します。 

取引相手 3 社 (E2E_Buyer、 E2E_SupplierOne、 および E2E_SupplierTwo) はそ
れぞれ、 取引相手 E2E_Hub と提携契約を結びます。 取引相手 E2E_Hub は、 提携
契約を連結する役割を果たします。 このよ う な連結は、 必要不可欠なものです。
たとえば、 1 つの提携契約の一部と して メ ッセージを受信し、 そのメ ッセージを
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他の提携契約の一部と して別の取引相手に送る必要があ り ます。 同じ配信チャネ
ル (取引相手 E2E_Hub に対して定義されているチャネル ) を使用する提携契約が
連結されます。 

各取引相手要素は、 さ まざまな属性、 サブ要素によって特徴付けられ、 その中に
は、 名前、 電子メール、 電話、 FAX などの単純な識別情報も含まれます。 

下の表は、 各取引相手のロールをま とめたものです。

WebLogic Integration Studio の使い方

WebLogic Integration Studio を使用する と、 使い慣れたフローチャー ト図を使用

して、 新しいワークフローの設計、 および実行中のワークフローの監視を行う こ

とができます。 この b2bPortal サンプルを実行する際に、 WebLogic Integration 
Studio を実行する必要はあ り ませんが、 このサンプルのノードがどのよ うに定義

表 3-1  取引相手のロール

取引相手名 ロール

E2E_Hub バイヤとサプラ イヤとの間の通信経路を管理し、 企業間統

合を提供する。

E2E_Buyer ワークフロー テンプレート を使用して、 サプラ イヤ間のビ

ジネス  プロセス と内部機能 ( たとえば、 バッ クエンド  デー
タベースの更新 ) の調整を行う。 

アプ リケーシ ョ ン ビューを使用して、 バイヤのデータベー
ス  システムへの接続を提供する。 

HTML ページや JSP ページを介して、 データ表示とユーザ 
インタフェースを処理する。 

E2E_SupplierOne ワークフロー テンプレート を使用して、 バイヤからの要求

に応え、 内部プログラム  (データ変換およびデータ保持プロ
グラム ) を呼び出す。 

データ変換を行って、 アプ リケーシ ョ ン間の情報交換の便

宜を図る。

E2E_SupplierTwo E2E_SupplierOne と同じ ロール。 
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され、 コンフ ィグレーシ ョ ンされたかを学ぶために、 いずれかのワークフローや
ワークフロー ノードの詳細を見るのは役に立つでし ょ う 。 また、 サンプルを実

行する際には、 Studio を使用してそのワークフローを監視できます。 

Windows システムで、 [ スタート｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜
WebLogic Integration 7.0｜ Studio] を選択します。 

以下を入力して、 Studio にログオンします。 

� ユーザ : admin 

� パスワード : security 

� サーバ : t3://localhost:7501 

例 : 

注意 : http ではな く  t3 を使用します。 

Studio でのワークフロー テンプレートの表示

Studio 内で、 ワークフロー テンプレート とそのプロパティ を表示するには、 以

下の手順に従います。 

1. Studio の左ペインの [ オーガニゼーシ ョ ン ] フ ィールドで 「ORG1」 が選択さ
れているこ とを確認します。 
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2. 左ペインで、 テンプレー ト  フォルダをダブルク リ ッ ク し、 ワークフロー テ
ンプレー トの一覧を表示します。 

3. テンプレート  フォルダを展開し、 ワークフロー テンプレート定義の一覧を

表示します。 これらは、 このサンプル用にあらかじめコンフ ィグレーシ ョ ン

されている  workflows.jar ファ イルで定義されています。 この worksflows.jar 
フ ァ イルは、 以下の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\integration\samples\e2e\workflows

4. テンプレート定義を右ク リ ッ ク し、 [ 開く ] を選択して Studio 内のワークフ
ロー テンプレー ト を開きます。 たとえば、 次のよ うに表示されます。 
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この手順によ り、 Studio 内にテンプレートのグラフ ィカルな表示が開きま

す。 たとえば、 次のよ うに表示されます。 

注意 : また、 特定のワークフロー テンプレート定義を展開して、 そのワー

クフロー テンプレー ト定義用のタスク、 Decisions、 イベン ト、 結合、
開始、 完了、 変数などのフォルダを表示するこ と もできます。 

Studio 内のいずれかのノードをダブルク リ ッ クする と、 そのノードの [ プロパ
ティ ] ダイアログ ボッ クスが表示されます。 Studio ツールと機能の詳細について
は、 WebLogic Integration のドキュ メ ン トの 『WebLogic Integration Studio ユー
ザーズ ガイ ド』 を参照して ください。 

ビジネス プロセスとワークフローのモデル化

この節では、 WebLogic Integration が提供するビジネス  プロセス管理 (Business 
Process Management: BPM) を簡単に紹介します。 
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会話定義で取引相手に割 り当てられたロールを実現するワークフローをコラボレ
イテ ィブ ワークフローといいます。

1 つのワークフロー テンプレー トが 1 つのワークフローを表し、 その実装のさま
ざまなワークフロー テンプレー ト定義 ( バージ ョ ン ) を組み合わせます。 ワーク
フロー テンプレートの設計と編集は、 WebLogic Integration Studio で行います。
以下のよ う な BPM プラグインによ り、WebLogic Integration Studio の機能を拡張
できます。

� B2B Integration プラグイン — B2B の統合をサポート します。 つま り、 コ ラ

ボレイテ ィブ ワークフローの設計と管理を行います。 Studio によ り、 ワーク
フローにプロパテ ィを割 り当てるこ とができます。 これらのプロパティによ
り、 B2B 統合環境でワークフローが使用可能にな り ます。 

� Application Integration プラグイン — バッ クエンド  システムと従来のエン
タープライズ情報システム  (Enterprise Information System: EIS) を統合する
ワークフローの設計を可能にします。 

� Data Integration プラグイン — 異種の EIS アプ リ ケーシ ョ ン間でデータを共

有できるよ うにするこ とで、 各種のデータ形式を統合するワークフローの設
計を可能にします。 

このサンプル シナリオでは、 取引相手は、 プライベート  ワークフローと コラボ
レイテ ィブ ワークフローの両方を実装しています。 プラ イベート  ワークフロー
は、 コラボレイテ ィブ ワークフローと組み合わせて動作し、 その取引相手に対

するローカル処理を実装します。 ローカル処理とプラ イベート処理は、 会話定義
で指定する必要はあ り ません。 たとえば、 取引相手が会話を開始する際、 その取
引相手のプライベート  ワークフローは、 コラボレイテ ィブ ワークフローを開始
して、 会話を開始するこ とができます。 

詳細については、 WebLogic Integration のドキュ メ ン ト を参照して ください。 こ
のサンプルでは、 続くポータル ページの 「技術詳細」 の節で、 このサンプル ア
プ リ ケーシ ョ ンで実装されている 「価格と在庫の問い合わせ (Query for Price and 
Availability: QPA)」 と 「注文書 (Purchase Order: PO)」 とい う  2 つのビジネス  プ
ロセスについて説明します。 

在庫ページ ポートレッ ト

[Inventory] ページは、 b2bPortal 内の 3 つのタブから構成されるページの 1 つで
す。 WebLogic Platform をインス トールした  BEA_HOME ディ レク ト リの以下の場

所に、 e2eApp を構成するフ ァ イルがあ り ます。 
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weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\... 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp-project\... 

この [Inventory] ページには、 以下のポート レ ッ ト を追加するこ とができます。 

� login ポート レッ ト 。 認証済みのユーザがアプリ ケーシ ョ ンにログインする

際に使用します。 [ ログアウ ト ] ボタンおよび現在ログイン中のユーザ名を
表示します。 

� productinventory ポート レッ ト 。 購入担当者が管理する商品の在庫水準を

特定します。 

� purchasingprocess ポート レ ッ ト 。 購入担当者に注文処理の流れを示すた

め、 バナー内に適切なグラフ ィ ッ クを表示します。 

� b2b-tourguide ポート レ ッ ト 。 実行中のサンプルの状況依存ドキュ メン ト を

表示します。 このドキュ メン トには、 実行中のアプリ ケーシ ョ ンの左側に小さ
く表示されるものと、 現在示しているよ うに [技術的詳細を参照 ]、 [ コード
を表示 ]、 [e-docs を参照 ] という ポインタを含む最大化されたものの 2 つの
形式があ り ます。 

[Inventory] ページを構成するすべてのポート レ ッ トは、 以下のフ ァ イルに定義さ

れています。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp-project
\application-sync\webapps\b2bPortal\b2bPortal.portal

例 : 

<page-name>Inventory</page-name>
...

<portlet-pool>
<portlet-name>login</portlet-name>
<portlet-name>partinventory</portlet-name>
<portlet-name>productinventory</portlet-name>
<portlet-name>purchasingprocess</portlet-name>
<portlet-name>b2b-tourguide</portlet-name>
<portlet-name>debug</portlet-name>
<portlet-name>anonUser</portlet-name>

</portlet-pool>

これらのポート レ ッ トは、 開発サイ クル時に E-Business Control Center を使用し
て [Inventory] ページに追加されました。 EBCC は、 Java ク ラ イアン トベースの
ツールの集ま りです。 このツールには、 ルールの定義、 Webflow の編集、 ポー
タルの作成と管理などの複雑な作業を簡単に行えるグラフ ィカル インタフェー
スが用意されています。 E-Business Control Center のユーザは、 ポイン ト アンド
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ク リ ッ ク方式のインタフェースで作業を行い、 サーバと同期を と る  XML ファ イ
ルを生成します。 EBCC の他にも、 実行時のポータルの管理に、 ブラウザベース
の WebLogic Portal Administration Tools を使用しました。 

ポータルの開発者は、主にブラウザに表示される前のポート レ ッ ト の JSP コード

に注目します。 そのため、 この節で使用されるコードの断片や [ コードを表示 ] 
リ ンクでは、特定のポート レッ トのブラウザで表示する前の JSP フ ァ イルについ
て説明し、 これを示します。 

b2bPortal のポート レッ ト  JSP フ ァ イルは、 以下の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\b2bPortal
\portlets\... 

この [Inventory] ページでは、 [ コードを表示 ] リ ンクで 
\productinventory\content.jsp ポート レッ ト  ファ イルのソースを開きます。
これは Avitek Product Inventory (1) ポート レ ッ ト を表します。この content.jsp は、
前述のパスの下の productinventory サブディ レ ク ト リにあ り ます。 

初期ポータル処理の概要

サンプル アプリ ケーシ ョ ンを起動したと き、 サーバが起動し、 [ はじめに ]、 す
なわち 「スプラ ッシュ」 ページが最初に表示されたのは、 ど うい う仕組みによる
のでし ょ うか。 まず、 サンプル アプリ ケーシ ョ ンを呼び出す方法にはいくつか

の方法があ り、 WebLogic Platform Quick Start Application から起動する方法や、
StartE2E スク リプ トの実行とい う直接的な方法があ り ました。 

どのオプシ ョ ンを使用したかに関わらず、 startE2E.bat (Windows) または 
startE2E.sh (UNIX) スク リプ ト が呼び出されました。 これで、 アプ リ ケーシ ョ ン

の WebLogic Server インスタンスが起動されましたが、 このアプリ ケーシ ョ ン

は、 e2eDomain とい う ド メ インで実行されるものです。 「ド メ イン」 とい う言葉

は、 コンピュータ業界では、 さまざまな意味を持っています。 BEA 製品でド メ
インとい う と き、 それは、 サーバ、 サービス、 インタフェース、 マシン、 関連す

る リ ソース  マネージャなど、 すべて 1 つのコンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルで定
義されるものの集合を表します。 

startE2E スク リプ ト を実行する と、 エンタープライズ  アプリ ケーシ ョ ンの 
config.xml ファ イルからコンフ ィ グレーシ ョ ン情報が読み込まれます。 デフォ

ルトでは、 このコンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルは、 BEA 製品がインス トールさ
れている以下の BEA_HOME ディ レ ク ト リにあ り ます。 

weblogic700/samples/platform/e2eApp/config
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config.xml フ ァ イルは以下のよ うに定義され、そのド メ インのデフォルト  Web 
アプ リ ケーシ ョ ンと して splashPage を設定しています。 

<WebServer
DefaultWebApp="splashPage"
LogFileName="./logs/access.log"
LoggingEnabled="true"
Name="e2eServer"
/>

e2eServer が稼動した状態で、 http://localhost:7501 などの URL をブラウ
ザで指定する と、 以下の場所にある  splashPage Web アプリ ケーシ ョ ンが起動

します (Web アプリ ケーシ ョ ンは 「webapp」 と略称されるこ と もあ り ます )。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\splashPage

splashPage Web アプリ ケーシ ョ ンの web.xml コンフ ィ グレーシ ョ ン  フ ァ イル
では、 <welcome-file-list> 定義の中で index.jsp を指定しました。 この 
web.xml は、 以下の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\splashPage\
WEB-INF

スプラ ッシュ  ページで、 [ 購入エージェン ト 「Jason Tang」 と して自動ログイ
ン ] ボタンのグラフ ィ ッ クをク リ ッ ク して、 この [Inventory] ページを表示しまし
た。 その結果、 スプラ ッシュ  ページから、 ポータル アプリ ケーシ ョ ンの URL と
定義済みのログイン資格情報が渡されるこ とにな り ました。 

スプラ ッシュ  ページは、 b2bPortal または b2cPortal に自動的にログインできるよ
うにする要求を設定します。 これは、 このサンプル アプ リ ケーシ ョ ンを簡素化

するために行われます。 JSP ページにユーザ名とパスワードを組み込むよ う なこ
とは、 普通は行いません。 

フォームは、 結果と して以下のよ うに構成された URL を開きます。 

<%
String b2bUrl = "http://" +

request.getServerName() + ":" +
request.getServerPort() + "/" +
B2B_PORTAL_NAME + "/application";

...

この WebLogic Platform サンプル アプリ ケーシ ョ ンでは、サンプルを最も重要な

機能に特化させるために、 既存のユーザを自動的にログインする こ と を選択しま
した。 WebLogic Portal は、 その他にも、 ログイン認証コードや、 Web アプ リ

ケーシ ョ ンによるデモグラフ ィ ッ ク情報収集テクニッ クを示すサンプルも提供し
ます。 詳細については、 『開発者ガイ ド』 を参照して ください。 
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b2bPortal アプリ ケーシ ョ ンについて、 ブラウザに URL が渡されたと き、
[Inventory] ページが最初に表示されたのはなぜでし ょ う か。 このプロパテ ィは、
WebLogic Portal Administration Tools で設定しました。 このツールの [ ポータル
管理 ] セクシ ョ ンの [ ページおよびポート レッ ト ] の下の [ ページの選択と順序

設定 ] 画面で b2bPortal のデフォル ト  ページを設定しました。 この値は、 データ
ベースの PORTAL_PAGE_P13N テーブルの INDEX_NUMBER カラムに格納されます。 

ページ切り替え Webflow イベント

顧客が JSP 上のリ ンクやボタンをク リ ッ クする と、それが 1 つのイベン ト である
と見なされます。 イベン トは、 デフォルト  Webflow 内の特定の応答を ト リガし、
顧客が処理を継続できるよ うにします。 この応答から別の JSP がロード される場
合もあ り ますが、 通常は、 入力プロセッサや Pipeline が最初に呼び出された場合
に行われます。 

[Purchasing] ページまたは [Order History] ページで、 [Inventory] タブをク リ ッ ク
する と、 以下のよ うな  URL が表示されます ( こ こでは、 見やすくするために何

行かに改行してあ り ます )。 

http://<host>/<port>/b2bPortal/application?
origin=hnav_bar.jsp&event=bea.portal.framework.internal.refresh
&pageid=Inventory

更新イベン ト によ り、 最新データで更新されたページが再表示されます。 Avitek 
Product Inventory ポート レッ トのデータが更新されます。 

ページ タブは、 hnav_bar.jsp ファ イルを介して提供されます。 このファ イル
は、 以下の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\b2bPortal
\framework

hnav_bar.jsp ファ イルによって、以下の 2 つの JSP タグ ライブラ リがインポー
ト されます。 

<%@ taglib uri="webflow.tld" prefix="wf" %>
<%@ taglib uri="portal.tld" prefix="ptl" %>

アプリ ケーシ ョ ン内の別のページから  [Inventory] タブをク リ ッ クする と、
hnav_bar.jsp は、 対象となるタブへのリ ンクで以下の JSP タグを使用します。 

<a href="<ptl:createPortalPageChangeURL
pageName='<%= portalPageName %>'/>"><%=portalPageName%></a> 
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ポータルの ptl:createPortalPageChangeURL JSP タグは、ページ変更イベン ト
の Webflow URL を生成します。 

ポートレッ トの動的表示と  WebLogic Integration AI による
在庫チェ ック

[Inventory] ページで、 動的ポート レ ッ ト の 1 つ、
\productinventory\content.jsp を見てみまし ょ う 。 このポー ト レッ トは、

[Inventory] ページで、 「1 Avitek Product Inventory」 と表示されています。 

このポート レ ッ トの Webflow ネームスペース  ファ イルは、 以下のとおりです。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp-project\app
lication-sync\webapps\b2bPortal\product.wf

こ こには、 以下のコードが含まれます。 

<presentation-origin node-name="product" node-type="jsp">
<node-processor-info page-name="content.jsp"
page-relative-path="/portlets/productinventory"/>

</presentation-origin>

content.jsp ファ イルは、 以下の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\b2bPortal
\portlets\productinventory\content.jsp

content.jsp ファ イルには、 以下の import 文があ り ます。 

<%@ page import="examples.e2e.common.Inventory" %> 

content.jsp のスク リプ ト レ ッ ト で、 データベースの商品データを繰返し参照

して、 現在の在庫水準を取得します。 その水準が定義されている最低水準よ り低
い場合は、 CSS ファ イルから取得した CSS_INV_BELOW_MIN 設定を使用し、 在庫
に問題があるこ とを赤色で表示します。

例 :

<%
Iterator it = rState.getProducts().iterator();
Inventory prod = null;
String rowCssClass = null;
String extraParams = null;
int i = 0;
for ( ; it.hasNext(); i++ ) {
prod = (Inventory) it.next();
if ( prod.isBelowMinimum() ) {

rowCssClass = CSS_INV_BELOW_MIN;
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}
else {

rowCssClass = CSS_PRODUCT_ROW;
}
extraParams = PRODUCT_PARAM_EQUALS + prod.id();
// skip the row divider the first time through
if ( i != 0 ) {

%>

b2cPortal アプ リ ケーシ ョ ンと、 この b2bPortal アプリ ケーシ ョ ン用に、

InventoryProvider とい う名前のサービス  プロバイダ インタフェース  (Service 
Provider Interface: SPI) を作成しました。 これはステート レス  セッシ ョ ン EJB と
して実装され、 以下の 3 つのメ ソ ッ ドがあ り ます。 

checkInventory()

� WLI AI フレームワークを使って、 コンフ ィグレーシ ョ ン済みの AI サービス
を介して呼び出しを行う。 このサービスは、 在庫テーブルを照会し、
E2E_PRODUCT_INV where sku = value から数量を選択します。 

� XML ヘルパーを呼び出して、 AI からの応答を解析する。 

� 応答に基づいて、 利用可能な在庫数 (int) を返す。 

getProductInventory()

� AI を使って、 コンフ ィグレーシ ョ ン済みの AI サービスを介して呼び出しを
行う。 このサービスは、 在庫テーブルに照会するためのものです。

例 :

select sku, desc, minimum, maximum, quantity from 
E2E_PRODUCT_INV where parent_sku = NULL  

� XML ヘルパーを呼び出して、 AI からの応答を解析し、 [List of Inventory] オ
ブジェ ク ト を作成する。 

getProductPartInventory()

� AI を使って、 コンフ ィグレーシ ョ ン済みの AI サービスを介して呼び出しを
行う。 このサービスは、 在庫テーブルに照会するためのものです。

例 :

select sku, desc, minimum, maximum, quantity from 
E2E_PRODUCT_INV where parent_sku <> NULL  

� XML ヘルパーを呼び出して、 AI からの応答を解析し、 [List of Inventory] オ
ブジェ ク ト を作成する。 
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InventoryProvider SPI は、 b2bPortal と  b2cPortal に共通です。 このソース  
ファ イルは、 以下の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\src\example
s\e2e\common\inventory\spi\*.java

b2bPortal の場合には、 在庫チェ ッ クは以下によって実装されます。 

� CheckInventoryAction 

� GetProductInventoryAction 

� GetProductPartInventoryAction 

これらのプログラムの Java ソース  フ ァ イルは、 以下の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\src\example
s\e2e\common\inventory\spi\*.java

これらのプログラムでは、 EJB で提供されている  getProductInventory() メ
ソ ッ ドおよび getProductPartInventory() メ ソ ッ ドを使用します。 このサンプ

ル アプリケーシ ョ ンを簡略化するため、 getProductInventory ( List SKUs ) 

メ ソ ッ ドを使用する際には、[List of SKU] が Pipeline コンポーネン トの中にハード

コード化されます。 

次に、 productinventory\content.jsp ポート レッ トで、 返されたデータを表

示します。

例 : 

<!-- model number -->
<td width="187" class="<%= rowCssClass %>"><%= prod.id() %></td>

<!-- minimum # of units -->
<td width="75" class="<%= rowCssClass %>"><%= prod.min() %></td>

<!-- maximum # of units -->
<td width="75" class="<%= rowCssClass %>"><%= prod.max() %></td>

<!-- available # of units -->
<td width="67" class="<%= rowCssClass %>"><%= prod.available() %></td>

次のステップ

ツアーを続けるには、 pix1000 カメ ラの [ 部品の在庫確認 ] ボタンをク リ ッ ク し
て ください。 
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Product Parts Inventory ポートレッ ト

Product Part Inventory ポート レ ッ トの全体を表示するには、 スク ロールしなけれ

ばならない場合があ り ます ( ステップ 2)。 このポート レッ トには、 ステップ 1 で
選択した Avitek 商品の構成部品の一覧が表示されます。 部品ごとに在庫レベル
が表示されます。 在庫レベルが最低水準を下回った部品のデータは、 赤色で表示
されます。 

Product Parts Inventory ポートレッ トの技術詳細

在庫処理のステップ 2 にあたる  Product Part Inventory ポート レ ッ ト の処理は、

Product Inventory ポート レッ トの処理と似ています。 商品の部品在庫が最低水準

を下回った場合には、 データが赤色で表示されます。 現在の在庫水準を確認する
ため、 データベース内の在庫テーブルに、 Application Integration (AI) フレーム
ワークを介して読み込み専用モードでアクセスしました。 AI フレームワークは、
WebLogic Integration によって提供されます。 この場合、 InventoryProvider 
SPI が提供する  getProductPartInventory() メ ソ ッ ドが使用されました。 

WebLogic Integration AI を介した商品の部品在庫のチェ ック

[Inventory] ページで、 動的ポート レッ トの  1 つ、
\partinventory\content2.jsp を見てみまし ょ う 。 このポート レ ッ トは、

[Inventory] ページで、 「1 Avitek Product Inventory」 と表示されています。
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content2.jsp フ ァ イルは、 Product Inventory ポート レ ッ ト で製品が選択される

とアクテ ィブにな り ます。 \partinventory\content.jsp ポート レ ッ トは非ア

クテ ィブのバージ ョ ンで、 [Inventory] ページで製品がまだ選択されていないと き
に使用されます。 

このポート レ ッ トの Webflow ネームスペース  ファ イルは、 以下のとおりです。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp-project
\application-sync\webapps\b2bPortal\part.wf

こ こには、 以下のコードが含まれます。 

<presentation-origin node-name="product" node-type="jsp">
<node-processor-info page-name="content2.jsp"
page-relative-path="/portlets/productinventory"/>

</presentation-origin>

content2.jsp フ ァ イルは、 以下の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\b2bPortal
\portlets\partinventory\content2.jsp

content2.jsp フ ァ イルには、 以下の import 文が含まれます。 

<%@ page import="examples.e2e.common.Inventory" %> 

content2.jsp のスク リプ ト レ ッ ト で、 データベース内の商品データおよび部品

データを繰返し参照して、 現在の在庫水準を取得します。 その水準が定義されて
いる最低水準よ り低い場合は、 CSS フ ァ イルから取得した CSS_INV_BELOW_MIN 
設定を使用し、 在庫に問題があるこ と を赤色で表示します。

例 : 

<%
String rowCssClass = null;;
String extraParams = null;

int i = 0;
for ( ; parts.hasNext(); i++ ) {

part = (Inventory) parts.next();

if ( part.isBelowMinimum() ) {
rowCssClass = CSS_INV_BELOW_MIN;

}
else {

rowCssClass = CSS_PART_ROW;
}

extraParams = PART_PARAM_EQUALS + part.id();

%>
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b2cPortal アプ リ ケーシ ョ ンと、 この b2bPortal アプリ ケーシ ョ ン用に、

InventoryProvider とい う名前のサービス  プロバイダ インタフェース (SPI) を作成
しました。 これはステート レス  セッシ ョ ン EJB と して実装され、 以下の 3 つの
メ ソ ッ ドがあ り ます。 

checkInventory()

� WLI AI フレームワークを使って、 コンフ ィグレーシ ョ ン済みの AI サービス
を介して呼び出しを行う。 このサービスは、 在庫テーブルを照会します。

例 :

select quantity from E2E_PRODUCT_INV where sku = value 

� XML ヘルパーを呼び出して、 AI からの応答を解析する。 

� 応答に基づいて、 利用可能な在庫数 (int) を返す。 

getProductInventory() 

� AI を使って、 コンフ ィグレーシ ョ ン済みの AI サービスを介して呼び出しを
行う。 このサービスは、 在庫テーブルに照会するためのものです。

例 :

select sku, desc, minimum, maximum, quantity from 
E2E_PRODUCT_INV where parent_sku = NULL  

� XML ヘルパーを呼び出して、 AI からの応答を解析し、 [List of Inventory] オ
ブジェ ク ト を作成する。 

getProductPartInventory() 

� AI を使って、 コンフ ィグレーシ ョ ン済みの AI サービスを介して呼び出しを
行う。 このサービスは、 在庫テーブルに照会するためのものです。

例 :

select sku, desc, minimum, maximum, quantity from 
E2E_PRODUCT_INV where parent_sku <> NULL  

� XML ヘルパーを呼び出して、 AI からの応答を解析し、 [List of Inventory] オ
ブジェ ク ト を作成する。 

InventoryProvider SPI は、 b2bPortal と  b2cPortal に共通です。 このソース  
フ ァ イルは、 以下の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\src\example
s\e2e\common\inventory\spi\*.java
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b2bPortal の場合には、 在庫チェ ッ クは以下によって実装されます。 

� CheckInventoryAction 

� GetProductInventoryAction 

� GetProductPartInventoryAction 

これらのプログラムの Java ソース  フ ァ イルは、 以下の場所にあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\src\example
s\e2e\common\inventory\spi\*.java

これらのプログラムでは、 EJB で提供されている  getProductInventory() メ
ソ ッ ドおよび getProductPartInventory() メ ソ ッ ドを使用します。 このサンプ

ル アプリケーシ ョ ンを簡略化するため、 getProductInventory ( List SKUs ) 

メ ソ ッ ドを使用する際には、[List of SKU] が Pipeline コンポーネン トの中にハード

コード化されます。 

次に、 partinventory\content2.jsp ポート レッ トで、 返されたデータを表示

します。

例 : 

<td class="<%= rowCssClass %>" width="64"><%= part.id() %></td>

<td class="<%= rowCssClass %>" width="83"><%= part.description() %></td>

<td class="<%= rowCssClass %>" width="74"><%= part.min() %></td>

<td class="<%= rowCssClass %>" width="75"><%= part.max() %></td>

<td class="<%= rowCssClass %>" width="60"><%= part.available() %></td>

次のステップ

ツアーを続けるには、 「2 Product Part Inventory」 ポート レ ッ ト で、 赤色で表示さ

れている部品の横の [ 見積の要求 ] ボタンをク リ ッ ク して ください。 
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Query for Price and Availability (価格と
在庫の照会 ) ポート レッ ト

Query for Price and Availability (QPA) ポート レ ッ ト を表示するには、 下にスク

ロールしなければならない場合があ り ます ( ステップ 3)。 このポート レッ トに

は、 QPA を生成するためのフォームが用意されています。 購入担当者が QPA 要
求に必要なデータをすぐに取り出せるよ うに、 Product Inventory ポート レッ ト と  
Product Part Inventory ポート レ ッ トは、 Inventory Summary ポート レ ッ ト に置き

換えられています。 このフォームに入力する必要のある情報については、 必ず下
記の 「次のステップ」 節を参照して ください。 
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Query for Price and Availability (価格と在庫の
照会 ) ポートレッ トの技術詳細

Query for Price and Availability (QPA) ポート レッ ト には、 QPA を生成するための
フォームが用意されています。 QPA ビジネス  プロセスは、 このステップ 3 の
ポート レッ トで [QPA 要求の送信 ] ボタンをク リ ッ クする と開始されます。 詳細
については、 3-22 ページの 「Quotes for Price and Availability (価格と在庫の照会
) ポート レ ッ ト と  QPA ビジネス  プロセス」 を参照して ください。 

この Query for Price and Availability ポート レ ッ ト では、 購入担当者が  QPA 要求
に必要なデータをすぐに取り出せるよ うに、 Product Inventory ポート レッ ト と  
Product Part Inventory ポート レ ッ ト は、 Inventory Summary ポート レッ トに置き

換えられています。 

サンプル アプリ ケーシ ョ ンに戻ったら、 このツアー ガイ ドの 「次のステップ」

節の説明に必ず従って ください。 こ こでも説明しておきます。 

Query for Price and Availability (価格と在庫の照会 ) ポート レ ッ ト で、以下の操作

を実行します。 

� 注文を満たすのに必要な数量を入力して ください。 

� 次に、 商品部品の単価を入力して ください。 た とえば、 「50.00」 のよ うに入
力します。 

� また、 商品を受け取りたい日付を入力して ください。 たとえば、 今日から  1 
週間後の日付を入力します。 

次に、 [QPA 要求の送信 ] ボタンをク リ ッ ク します。 

以下のエラーが表示される場合は、 値を入力し直してから、 [QPA 要求の送信 ] 
ボタンをク リ ッ ク して ください。 

� 「数量フ ィールドには、 1 以上の値を入力する必要があ り ます。」

� 「単価フ ィールドには必ず値を入力して ください。」

� 「今日よ り前の日付が入力されています。」
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次のステップ

まだ注文を入力していない場合は、 必要な数量を入力します。 次に、 製品部品の
単価と してたとえば 「50」 と入力します。 また、 商品を受け取りたい日付を入

力します。 たとえば、 今日から  1 週間後の日付を入力します。 次に、 [QPA 要求
の送信 ] ボタンをク リ ッ ク してツアーを続けます。

Quotes for Price and Availability (価格と在庫の
照会 ) ポートレッ ト と  QPA ビジネス プロセス

最初に、 ステップ 4 のポート レ ッ ト である  Quotes for Price and Availabilty で、 サ
プライヤから見積も りが届く までにしばら く時間がかかる可能性があるこ と を伝
える メ ッセージが表示されます。 

[ 見積を確認 ] ボタンを何回かク リ ッ クする と、 最後には、 サプライヤからの見
積も りがポート レッ トに表示されます。 この処理は、 WebLogic Portal のポータ
ル フレームワーク と、 WebLogic Integration によって管理される企業間 (B2B) 対
話との統合の例を示すものです。 
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QPA ビジネス プロセスの技術詳細

この節では Query for Price and Availability (QPA) のビジネス プロセスに焦点をあ
てて説明します。 このビジネス  プロセスは、 前のステップ 3 のポート レッ トで 
[QPA 要求の送信 ] ボタンをク リ ッ クする と開始されます。 

pix1000 カメ ラの pixlens1000 部品が不足しているので、 Avitek の購入担当者は、
この部品の QPA メ ッセージを選択したサプラ イヤに送信します。 次の図に、
QPA ビジネス プロセスのイベン ト  フローを示します。 
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QPA ビジネス プロセスのプロセス フロー

以下に、 上の図で示したイベン ト を順に要約します。

1. バイヤが QPA を作成します。 

2. QPA がサプライヤに送信されます。 

3. サプライヤは QPA を処理し、 応答を生成します。 

4. バイヤは、 サプライヤからの応答を収集し、 結果をま とめます。 
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注意 : 上の図では、 高レベルから見た  QPA ビジネス  プロセスを示しています。
両サイ ドのプロセスは、 バプリ ッ ク  ( コラボレイテ ィブ ) ワークフロー
とプライベート  ワークフローによって実行されます。 

以下の表に示したワークフロー テンプレートは、 このサンプル QPA プロセスで
使用されています。

WebLogic Integration は、 取引相手とのビジネスに関する会話、 および提携契約
を管理し、 バイヤとサプライヤ間のビジネス  メ ッセージの交換を自動化します。
ワークフローは、 提携契約および会話で参照されます。

このサンプルでは、 JSP と  JSP タグ  ライブラ リ を使用して  QPA プロセスを開始
し、 QPA 要求と応答データを表示します。 次の図に、 QPA ビジネス  ト ランザク
シ ョ ンに関わる取引相手間のデータ  フローを示します。

表 3-2  QPA プロセス ワークフローのテンプレート

ロール パブリ ック /
プライベート

ワークフロー名

バイヤ プラ イベート E2E_BuyerQPAPrivate

バイヤ パブ リ ッ ク E2E_BuyerPOPublic

サプライヤ パブ リ ッ ク E2E_SupplierPOPublic

注意 : シナ リオに登場する両方

のサプラ イヤは、 同じパ

ブ リ ッ ク  ワークフローを
使用します。

サプラ イヤ プラ イベート E2E_SupplierOnePOPrivate

サプライヤ プラ イベート E2E_SupplierTwoPOPrivate
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QPA ビジネス プロセスのデータ  フロー

以下に、 イベン ト を順に示し、 取引相手間のデータ  フローと ワークフローにつ

いて要約します。 

1. QPA フォームを含むポート レッ トは、 QPA 要求を JMS キューに送信し、
E2E_BuyerQPAPrivate ワークフローを ト リ ガします。 

2. E2E_BuyerQPAPrivate ワークフローは、 E2E_BuyerQPAPublic ワークフ
ローを呼び出し、 QPA 要求 XML ドキュ メ ン トに渡します。 次に、 QPA 会
話が開始します。 

3. E2E_Buyer と  E2E_Hub との間の提携契約に基づき、 E2E_BuyerQPAPublic 
ワークフローは、 QPA 要求 XML を  XOCP メ ッセージにパッ ク し、 これを  
E2E_Hub に送信します。 

注意 : E2E_Hub は、 メ ッセージを受け取る と、 提携契約のプロキシ サプラ
イヤと して機能します。 

4. E2E_Hub は、 各サプライヤとの登録済み提携契約に基づいて、 指定された取引
相手、 E2E_SupplierOne と  E2E_SupplierTwo にメ ッセージを転送します。 

注意 : この手順では、 E2E_Hub はロールを変更し、 サプラ イヤとの提携契約
においてプロキシ バイヤとな り ます。

各サプライヤのパブリ ッ ク  ワークフローは、 XOCP メ ッセージを受け取るこ
とによ り ト リガされます。 このシナリオでは、 E2E_SupplierOne と  
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E2E_SupplierTwo はパブ リ ッ ク  ワークフロー (E2E_SupplierQPAPublic) 
を共有します。 パブリ ッ ク  ワークフローは、 メ ッセージから  QPA 要求 
XML ドキュ メン ト を抽出します。

5. E2E_SupplierQPAPublic ワークフローは、 各サプライヤに対するプラ イ
ベート  ワークフローを呼び出し、 QPA 要求 XML ドキュ メ ン ト をプライベー
ト  ワークフローに渡します。 

6. 各サプライヤのプライベート  ワークフローは、 独自の QPA 応答 (XML ドキュ
メン ト ) を作成し、 これをパブリ ック  ワークフローの戻り変数に添付します。 

7. E2E_SupplierQPAPublic ワークフローは、 QPA 応答 XML ドキュ メ ン ト を
抽出し、 これを  XOCP メ ッセージにパッ ク してバイヤに送信します。 

E2E_Hub が E2E_Buyer の送信プロキシと して機能しているこ とを確認しま
す。 サプライヤが、 (E2E_Hub と各サプラ イヤとの間の提携契約に基づいて ) 
応答メ ッセージを  E2E_Hub に送信する と、 E2E_Hub はプロキシ バイヤと し
て機能します。 

次に、 E2E_Hub と  E2E_Buyer との間の提携契約に基づき、 E2E_Hub はロー
ルをプロキシ サプラ イヤのロールに変更し、 応答メ ッセージをバイヤ 
(E2E_Buyer) に転送します。

8. バイヤのパブリ ッ ク  ワークフロー (E2E_BuyerQPAPublic) は以下のとおりです。 

� 受信した XOCP メ ッセージから、 QPA 応答 XML ドキュ メン トを抽出する。 

� 両方のサプラ イヤの応答ドキュ メ ン ト を単一の  XML ドキュ メ ン ト に統合
し、 それを JMS キューを介してバイヤのプラ イベート  ワークフロー 
(E2E_BuyerQPAPrivate) に送信します。 

� QPA 会話を終了し、 サプライヤのパブ リ ッ ク  ワークフロー 
(E2E_SupplierQPAPublic) に通知します。 

9. バイヤのプラ イベート  ワークフロー (E2E_BuyerQPAPrivate) は、 統合され
た QPA 応答 XML ドキュ メン ト を受け取り、 それを  XML フ ァ イルに書き込
みます。 JSP は XML を解析し、 統合された QPA 応答を  Web ブラウザに表
示します。 

この手順で、 QPA ビジネス  プロセスは終了です。

このプロセスの詳細については、 WebLogic Integration のドキュ メ ン ト を参照し
て ください。 
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次のステップ

Quotes for Price and Availability ポート レッ ト で、見積も りがサプライヤから返っ

てこない場合は、 再度 [見積を確認 ] ボタンをク リ ッ ク します。 見積も りが返っ
てきたら、 いずれかの見積も り を受理し、 [ 注文の作成 ] ボタンをク リ ッ ク して
ツアーを続けます。

Purchase Order for Review ポート レッ ト
と  PO ビジネス プロセス

Purchase Order for Review ポート レッ ト を表示するには、 下にスク ロールしなけ

ればならない場合があ り ます ( ステップ 5)。 このポート レ ッ ト には、 注文商品と

購入商品の簡単な一覧が表示されます。 
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PO ビジネス プロセスの技術詳細

この節では、 Purchase Order ビジネス プロセスに焦点をあてて説明します。 この
ビジネス  プロセスは、 ユーザ (Avitek の購入担当者 ) が Purchase Order for 
Review ポート レ ッ ト の [ 注文の送信 ] ボタンをク リ ッ クする と開始されます。 こ
のポート レ ッ ト には、 注文商品と購入商品の簡単な一覧が表示されます。 

Purchase Order ビジネス プロセスのプロセス フロー

以下に、 上の図で示したイベン ト を順に要約します。

1. バイヤは注文書 (PO) を作成します。 

2. バイヤは選択したサプラ イヤにこの注文書 (PO) を送信します。 
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3. サプライヤは、 PO を受け取り、 XML ベースの PO をバイナ リ  データ  ファ
イルに変換します。 このサンプルでは、 サプライヤの注文管理システムが、
バイナ リ  フ ァ イルを受け取って、 注文を処理するこ と を前提と しています。 

4. サプライヤは、 別のバイナリ  データ  フ ァ イルに基づいて、 XML ベースの 
PO 確認書を生成します。 

5. サプライヤはバイヤに PO 確認書を送信します。 

6. バイヤは PO 確認に基づいて PO 情報を更新します。 

注意 : 上の図では、 高レベルから見た  PO ビジネス  プロセスを表示しています。
両サイ ドのプロセスは、 バプ リ ッ ク  ワークフローとプラ イベート  ワーク
フローによって実行されます。 

以下の表に示したワークフロー テンプレー トは、 このサンプル QPA プロセスで
使用されています。 

このサンプルの PO 実装では、 WebLogic Integration を使用してアプリ ケーシ ョ

ン統合、 データ統合、 ビジネス  プロセスの管理を行います。 この節では、 PO 
ワークフロー ( バッ クエンド  アプ リ ケーシ ョ ンと異種データ形式との統合など ) 
について説明します。

表 3-3  QPA プロセス ワークフローのテンプレート

ロール パブリ ック /
プライベート

ワークフロー名

バイヤ プラ イベート E2E_BuyerQPAPrivate

バイヤ プラ イベート E2E_BuyerPOPrivate

バイヤ パブ リ ッ ク E2E_BuyerPOPublic

サプライヤ パブ リ ッ ク E2E_SupplierPOPublic

注意 : シナリオに登場する両方

のサプライヤは、 同じパ

ブ リ ッ ク  ワークフローを
使用します。

サプラ イヤ プラ イベート E2E_SupplierOnePOPrivate

サプライヤ プラ イベート E2E_SupplierTwoPOPrivate
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以下の図に、 PO ビジネス プロセスに関わる取引相手間のデータ フローを示します。

PO ビジネス プロセスのデータ  フロー

以下に、 イベン ト を順に示し、 取引相手間のデータ  フロー、 ワークフロー、 お
よびバッ クエンドのシステムについて要約します。

1. PO ビジネス プロセスは、このシナリオのバイヤが Purchase Order for Review 
ポート レッ トの [ 注文の送信 ] ボタンをク リ ッ クする と開始されます。 

この PO は XML メ ッセージの形式で、 BPM JMS キューに送信されます。

2. XML イベン ト にサブスク ラ イブするバイヤのプラ イベート  ワークフロー 
(E2E_BuyerQPAPrivate) が、 イベン ト通知によって呼び出されます。 

E2E_BuyerQPAPrivate ワークフローは、 E2EAppView.sav アプリ ケーシ ョ

ン ビューの insertPO サービスを呼び出し、 PO 情報をエンタープライズ情報
システム  (EIS) に挿入します。 EIS は、 このサンプルでは、 RDBMS によっ
てシ ミ ュレート されます。 E2EAppView.sav アプ リ ケーシ ョ ン ビュー、 およ
びそのサービス と イベン トは、 サンプルをセッ ト  アップする と きに、
WebLogic Integration にコンフ ィグレーシ ョ ンおよびデプロイ されます。
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3. EIS は、 PO 情報を含むイベン ト を  WebLogic Integration プロセス  エンジン
に送信します。 

アプリ ケーシ ョ ン ビューのイベン トは、 PO プロセス  
(E2E_BuyerPOPrivate) のバイヤのプライベート  ワークフローを ト リ ガしま
す。

4. E2E_BuyerPOPrivate ワークフローは、 バイヤのパブリ ッ ク  ワークフロー 
(E2E_BuyerPOPublic) を開始します。 

5. E2E_BuyerPOPublic は、 サプライヤのパブリ ッ クワークフロー 
(E2E_SupplierPOPublic) に XOCP メ ッセージを送信します。 この手順によ
り  PO 会話が開始されます。 

E2E_Hub は、 E2E_Buyer との間の登録済み提携契約に基づいて、 指定された
取引相手、 E2E_Buyer にメ ッセージを転送します。

注意 : この手順では、 E2E_Hub はロールを変更し、 バイヤとの提携契約にお
いてプロキシ サプライヤとな り ます。

6. サプライヤ サイ ドでは、 サプライヤのパブ リ ッ ク  ワークフロー 
(E2E_SupplierPOPublic) のインスタンスは、 サプラ イヤが XOCP メ ッセー
ジを受け取る と起動します。 

E2E_SupplierPOPublic ワークフローは、 選択したサプラ イヤのプラ イベー
ト  ワークフロー (E2E_SupplierOnePOPrivate または 
E2E_SupplierTwoPOPrivate) を開始します。

7. 選択したサプラ イヤのプラ イベート  ワークフローは、 以下のとおりです。 

� WebLogic Integration のデータ統合機能を使用して、 受け取った  XML PO 
データをバイナ リ  データに変換します。 

� バイナリ  フォーマッ ト で PO 確認書を生成します。 

� PO 確認書をバイナリ  フォーマッ トから  XML に変換します。 

8. サプライヤのプライベート  ワークフローは PO 確認書の XML データを 
E2E_SupplierPOPublic ワークフローに返します。 

9. E2E_SupplierPOPublic ワークフローは、 PO 確認情報を  XOCP メ ッセージ
にラ ップし、 それをバイヤのパブリ ッ ク  ワークフロー 
(E2E_BuyerPOPublic) に送 り ます。 
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10. E2E_BuyerPOPublic ワークフローは XOCP メ ッセージを受け取り、 XML コ
ンテンツを抽出して、 XML イベン ト をバイヤのプライベート  ワークフロー 
(E2E_BuyerPOPrivate) に送 り ます。 

この手順で、 PO 会話は終了です。

11. E2E_BuyerPOPrivate ワークフローは、 WebLogic Integration が提供するア
プリ ケーシ ョ ン統合フレームワークを使用して、 EIS 内の PO 情報を  PO 確
認書のデータに基づき更新します。 また、 ワークフローは、 PO 確認情報を  
POAcknowledgement.xml ファ イルに書き込みます。 

12.次に、 WebLogic Portal は、 POAcknowledgement.xml ファ イルを読み込み、
そのコンテンツを Order History ポート レ ッ ト などの適切なポート レ ッ ト に表

示します。 

この手順で、 PO ビジネス  プロセスは終了です。

このプロセスの詳細については、 WebLogic Integration のドキュ メ ン ト を参照し
て ください。 

次のステップ

ツアーを続けるには、 [ 注文の送信 ] ボタンをク リ ッ ク して、 注文をサプラ イヤ
に送信して ください。 

Purchase Order History ポートレッ ト

[Order History] ページの最初の画面には、 Purchase Order History ポート レ ッ ト の

要約ビューが表示されます。 サンプル アプリ ケーシ ョ ンのデータには、 既存の

注文がいくつか含まれています。 [ 注文履歴の詳細表示 ] ボタンをク リ ッ クする
と、 同じポート レ ッ ト のさ らに詳細なビューが表示されます。
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[ 注文状況の確認 ] ボタンをク リ ッ ク し、 サプライヤから返された注文の受付確
認をチェ ッ クできます。 最初、 画面は次のよ うに表示されます。

[ 注文状況の確認 ] を数分後にク リ ッ クする と、 画面が更新され、 送信した注文
とその配送日の 2002 年 8 月 29 日が以下のよ うに表示されます。
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Purchase Order History ポートレッ トの技術詳細

[Order History] ページの Purchase Order History ポート レッ トでは、各注文 (P.O.) 
に対する  Acknowledged ( 受付確認済 )、 Shipped (配送済 )、 または Received ( 受
領済 ) の各ステータス と関連情報が表示されます。 送信したばかりの P.O. は、
サプライヤから受付確認が返され、 さ らにユーザが [注文状況の確認 ] ボタンを
ク リ ッ クするまでは、 このポート レッ トに表示されません。 

注文書を送信したばかりで、 Purchase Order History ポート レ ッ ト にまだ表示され

ていない ( ステータスが保留中の ) 場合には、 [注文状況の確認 ] ボタンをク リ ッ
ク して ください。 

プロセスを高レベルで見る と、 サプライヤから返された受付確認を受け取るの
は、 Purchase Order ビジネス プロセスでの最後から  2 番目のステップとな り ま
す。 最後のステップは、 バイヤ  (Avitek) が P.O. 受付確認に基づいて  P.O. 情報を
更新するステップです。 この Purchase Order ビジネス プロセスは、 Purchase 
Order Review ポート レ ッ ト の 「技術詳細」 の節で図を使って説明されています。 

また、 [Order History] ページでは、 [注文履歴の詳細表示 ] ボタンをク リ ッ ク し
て、 注文とそのステータスの詳細を表示できます。 ポー ト レ ッ ト の詳細表示で、
[ 注文状況の確認 ] ボタンをク リ ッ クする と、 ステータスを確認できます。 それ
でもまだ注文が保留中の場合は、 ポート レッ トによ り次のメ ッセージが返されま
す。 「この注文の受付通知をまだ受け取っていません。」

詳細表示された  Purchase Order History ポート レッ トで [ 注文履歴の概要に戻る ] 
ボタンをク リ ッ クする と、 ポー ト レッ トは一覧表示に戻 り ます。 

企業間 (B2B) ポータル ツアーの完了

これで企業間 (B2B) ツアーは終了です。 オンライン  ツアーの場合、 [ ログアウ
ト ] ボタンをク リ ッ クする と、 サンプルの [ はじめに ] ページに戻るこ とができ
ます。 ログアウ トする と、 このセッシ ョ ンで行った注文はまった くデータベース

に保存されないこ とに注意して ください。 つま り、 Jason Tang と して再びログイ
ンしたと きには、 在庫水準は元の値にリセッ ト されます。 
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サンプル アプリ ケーシ ョ ンには、 WebLogic Workshop で作成した 2 つの Web 
サービスが含まれています。 Avitek Digital Imaging の B2C (企業消費者間取引 ) 
サンプル ポータル ( サンプルの 「はじめに」 ぺージのセクシ ョ ン 02) のツアーを
終了する と、 Web サービスから返された結果が表示されます。 1 つ目の Web 
サービスは、 サイ トの商品評価ポート レ ッ トに表示される製品レーティ ングの

ルッ クアップを実行します。 2 つ目の Web サービスは、 クレジッ ト  カードの支
払認可を実行します。

WebLogic Platform サンプルのこのツアーでは、 Web サービスを作成する開発サ
イ クルにおいて、 BEA WebLogic Workshop がどのよ うに機能しているかを説明
します。 さ らに、 Portlet Wizard を使用して、 製品レーティ ング  Web サービスの 
WSDL を参照し、 ポー ト レッ ト用のコードを生成する方法についても説明しま

す。

注意 : こ こで示す情報は、 サンプル アプ リ ケーシ ョ ンの [ はじめに ] ページの 
[Web サービス技術ツアーの開始 ] ボタンをク リ ッ ク して表示する こ と も
できます。

この章には次の節があ り ます。

� WebLogic Workshop の起動

� WebLogic Workshop を使用した Web サービスの定義 — 概要

� Product Evaluator Web サービスの定義

� 支払認可 Web サービスの定義
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WebLogic Workshop の起動

最初の手順は WebLogic Workshop のビジュアルな開発環境を起動するこ とです。
この節では、 サポート対象プラ ッ ト フォーム Microsoft Windows および UNIX で
の起動方法を説明します。 

サポート対象プラ ッ ト フォームについては、 BEA e-docs Web サイ ト の 「サポー

ト対象プラ ッ ト フォーム」 ページを参照して ください。

Microsoft Windows の [ スタート ] メニューから  WebLogic Workshop を起動する
には、 次の順に選択します。

[ プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜WebLogic Workshop｜WebLogic 
Workshop]

UNIX で WebLogic Workshop を起動するには、 次の手順を実行します。

1. フ ァ イル システム ブラウザまたはシェルを開きます。 

2. BEA_HOME ディ レク ト リ構造内の Workshop.sh フ ァ イルを検索します。

例 : 

$HOME/bea/weblogic700/workshop/Workshop.sh

3. そのディ レク ト リに移動し、 次のコマンドを入力します。 

sh Workshop.sh

4. または、 ファ イル システム ブラウザから  Workshop.sh をダブルク リ ッ ク し
ます。

プロジェク トの場所について

このツアーでは、 WebLogic Platform サンプル アプリ ケーシ ョ ンの WebLogic 
Workshop で定義された 2 つの Web サービスについて紹介します。 この 2 つの 
Web サービスで構成されるプロジェク ト  ファ イルは、 BEA_HOME ディ レク ト

リの下の次の場所にインス トールされます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eWebServicesAp
p\workshop\productEvalWSC 
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weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eWebServicesAp
p\workshop\paymentWS 

これらの Web サービスを表示し、 テス トする最も簡単な方法は、 太字で示され
ている上記の 2 つのフォルダを次のフォルダにコピーする こ とです。 

weblogic700\samples\workshop\applications\samples 

コピーが終了する と、 このフォルダの階層構造は次のよ うにな り ます。

次に、 WebLogic Workshop で、 [ プロジェ ク ト を開く ] メニューのオプシ ョ ンを
使用し、 各 Web サービスの JWS ファ イルに移動します。 インス トール後に初め
て WebLogic Workshop を起動する場合は、 新しいプロジェ ク ト を作成するか、
または新しいプロジェ ク ト を開く よ う求められます。 その場合には、 次の手順を
実行します。
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1. ト ップレベル メニューから  [ ファ イル｜プロジェ ク ト を開く ] をク リ ッ ク し
ます。

2. 次のよ うに、 samples プロジェ ク ト を選択します。

3. [ 開く ] ボタンをク リ ッ ク します。

productEvalWSC および paymentWS の 2 つのフォルダを  WebLogic Workshop の 
samples プロジェ ク ト  フォルダにコピーしているため、 これらのフォルダはプロ
ジェク ト  ツ リーで次のよ うに表示されます。
4-4 BEA WebLogic Platform サンプル アプリケーシ ョ ン  ツアー



WebLogic Workshop の起動
注意 : WebLogic Workshop の各プロジェク トは J2EE Web アプリ ケーシ ョ ンに

対応しており、 これは、 samples フォルダに WEB-INF フォルダがあるこ
とからもわかり ます。

たとえば、 プロジェ ク ト  ツ リーの productEvalWSC フォルダを展開し、
EvalProduct.jws フ ァ イルをダブルク リ ッ クするこ とができます。 WebLogic 
Workshop のビジュアルな開発環境では、 次のよ う な画面が表示されます。
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WebLogic Server インスタンスが稼動していないこ とに注意して ください。 サー
バの起動オプシ ョ ンについては、 次の節を参照して ください。

サーバの起動オプション

Web サービスの定義を単に表示する場合は、 WebLogic Workshop のビジュアル
な開発環境で WebLogic Server インスタンスを起動する必要はあ り ません。 ただ
し、 このツアーで Web サービスを実行し、 テス トする場合には、 次の手順を実
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行します。 e2eDomain のサーバ インスタンスがすでに稼動していますが、 この
ツアーでは別のサーバ インスタンスを起動して、 次のディ レク ト リにある  Web 
サービスを実行し、 テス ト します。

weblogic700\samples\workshop\applications\samples

こ こでは、 4-2 ページの 「プロジェ ク ト の場所について」 での説明に従って、

paymentWS および productEvalWSC の 2 つのフォルダを  Platform の samples 領域
から  Workshop の samples 領域にコピーしている こ と を前提と しています。

Web サービスを実行し、 テス トするには、 次の手順を実行します。

1. WebLogic Workshop のビジュアルな開発環境の ト ップレベル メニューから  
[ ツール｜プリ フ ァレンス ] の順にク リ ッ ク します。

2. [ パス ] タブをク リ ッ ク します。

3. 起動するサーバ インスタンスのデフォルトの情報は、 正しいものである必要

があ り ます。 ド メ インが 「workshop」 である こ と を確認します。

4. ブラウザのパスが正しいこ とを確認します。 正し くない場合は、 使用してい
るブラウザの実行ファ イルの正しい場所を参照します。

次の画面には、 サンプルの値が表示されています。
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5. [ プリ フ ァレンス ] 画面で [OK] をク リ ッ ク します。 

6. ト ップレベル メニューから  [ ツール｜WebLogic Server の起動 ] をク リ ッ ク
します。 

サーバが起動する と、 画面の下に [ サーバが実行中です。 ] ステータスが表示さ
れます。 

注意 : WebLogic Workshop で作成し、 cgDomain 以外のド メ インにすでにデプ
ロイ している  Web サービスをテス トする こ とができます。 たとえば、
e2eDomain には、 次のディ レ ク ト リにデプロイ された  paymentWS と  
productEvalWSC の 2 つの Web サービスがインス トールされています。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eWebServicesAp
p\workshop\*
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e2eDomain のサーバ インスタンスが稼動しているため、 WebLogic 
Workshop のビジュアルな開発環境を開かな くても、 ブラウザで次の場所
を指定して、 これらの Web サービスをテス ト できます。 

http://localhost:7501/workshop/productEvalWSC/EvalProduct.jws
http://localhost:7501/workshop/paymentWS/Payment.jws

WebLogic Workshop から このテス ト  ページを呼び出すかど うかにかかわ
らず、 WebLogic Workshop には、 Web サービスのテス ト に非常に有用な
これらのページが用意されています。 

次の節では、 WebLogic Workshop の機能と  Web サービス定義のプロセスの概要
を説明します。

WebLogic Workshop を使用した 
Web サービスの定義 — 概要

WebLogic Platform のサンプル アプリ ケーシ ョ ン用に作成された  Product 
Evaluator および Payment の 2 つの Web サービスについて説明する前に、
WebLogic Workshop を使用して Web サービスを定義する基本手順を説明しま
す。 また、 この興味深い新製品、 WebLogic Workshop についても簡単に紹介し
ます。 また、 詳細情報を参照するためのオンライン  ドキュ メ ン トへの リ ンク も

載せています。 

WebLogic Workshop は、 新しいビジュアルな開発環境で、 アプ リ ケーシ ョ ン開発

者も  J2EE の専門家もエンタープライズク ラスの Web サービスの構築とデプロイ
を簡単に行えます。 製品は次の 2 つの主要コンポーネン ト で構成されています。 

� 開発者が Java コードを記述して Web サービスを実装できる設計時ツール。 

� Web サービス  インフラス ト ラ クチャ、 アプ リ ケーシ ョ ンのテス ト 、 デバッ

グ、 デプロイ環境を提供する実行時フレームワーク。
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WebLogic Workshop のビジュアルな開発環境

WebLogic Workshop のビジュアルな開発環境は、 Web サービス  アプリ ケーシ ョ

ン開発に最適な環境です。 プロジェ ク ト管理、 構文の強調表示、 コード補完、 お
よび統合デバッグなどの標準機能もすべて含まれています。 また、 WebLogic 
Workshop は、 Web サービスへのビジュアルで便利なアクセス方法を提供してい
ます。 例と して、 [デザイン ビュー ] 画面を次に示します。

開発中の Payment Web サービスが画面中央に表示されます。 この [ デザイン  
ビュー ] 画面によ り、 ユーザは、 新しいメ ソ ッ ドの作成、 コン ト ロールのプロパ
ティ設定、 および Web サービスの全体構造や外部との関係の指定をグラフ ィ カ
ルに行う こ とができます。 この製品が目標とするのは、 開発者が通常の Java プ
ログラ ミ ングの手続きを意識するこ とな く、 ビジネス  ロジッ ク  (一連の各メ ソ ッ

ドに応答して実行されるコード ) の記述に専念できるよ うにする こ とです。
WebLogic Workshop は双方向編集をサポート しているため、 グラフ ィ カルな環

境での変更はすぐにコードに反映され、 またコードでの変更はグラフ ィカルな環
境にすぐに反映されます。 
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WebLogic Workshop の [ ソース  ビュー ] 画面には、 標準の Java IDE 編集機能が
すべて備わっており、 Java Web サービス  (JWS) の注釈が表示されます。 たとえ
ば、 次のよ うに表示されます。

WebLogic Workshop のコントロール

WebLogic Workshop のコン ト ロールは主要な新機能で、 エンタープライズ  リ
ソースおよび J2EE API の使用を簡素化します。 WebLogic Workshop によって、
複雑な API の使用が簡素化され、 外部リ ソースにアクセスするためのオブジェ

ク ト指向プログラ ミ ングの量も軽減されます。 たとえば、 WebLogic Workshop 
には、 JDBC API を簡素化するデータベース  コン ト ロールがあ り ます。 データ
ベース管理者は、 単純な宣言形式で、 Java メ ソ ッ ド と  SQL 文を リ ンクする再利
用可能なデータベース  コン ト ロールを作成できます。 次に、 開発者は、 これら
のコンポーネン ト を使用して、 単純な関数呼び出しでデータベース  リ ソースに
アクセスできます。 
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たとえば、 productEvalWSC Web サービスでは、 WebLogic Workshop を使用し
て、 ProductEvalDBControl とい うデータベース  コン ト ロールを定義します。
データベース コン ト ロールの 4 つのメ ソ ッ ドの うちの 1 つは、 次のよ う な 
findRatingData です。 

     /** 
      * @jws:sql statement="SELECT RELIABILITY_RATING,
            VALUE_RATING, OVERALL_RATING,
            COMMENTS FROM E2E_PRODUCT_EVAL
            WHERE SKU = {productId}"
      */

     public Evaluation findRatingData(String productId)
             throws SQLException, ControlException;

SQL 文と  Java メ ソ ッ ドが、 WebLogic Workshop の特定の Javadoc 注釈によって
どのよ うに関連付けられているかに注目して ください。 このよ うにメ ソ ッ ドがコ
ン ト ロール上に置かれる と、コン ト ロールのユーザは単に関数を呼び出すだけで 
SQL コマンドを実行できます。 

Java Web サービス ファイルとコントロール 
ファイル

設計時ツールと実行時フレームワークの接点は、 Java Web Service (JWS) ファ イ
ルと関連する制御 (CTRL) ファ イルです。 

JWS フ ァ イルは、 追加機能を表すために (Javadoc 構文を使用して ) 注釈が付け
られた標準の Java フ ァ イルです。 注釈を使用する と、 Web サービス とそのプロ
パティ をグラフ ィカルに表示できます。 また、 フレームワークは注釈を使用し

て、 EJB および J2EE のコードを生成し、 Web サービスを実行します。 コード生

成をツールからフレームワークに移すこ とで、 開発者は自らが記述していない
コードの管理と保守を行わずに済みます。 

拡張子 CTRL の付いたフ ァ イルは、 WebLogic Workshop のコン ト ロール フ ァ イ
ルです。 通常、 これらのファ イルには、 データベースや別の Web サービスなど
の リ ソースへのアクセスを簡単にする メ ソ ッ ド定義の集合が格納されます。
CTRL ファ イルは次のよ う なコン ト ロールを表すこ とができます。 

� サービス コン ト ロール。 使用しているサービスから別の Web サービス と通
信を行うために使用される。 
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� データベース  コン ト ロール。 使用している  Web サービスからデータベース
にアクセスするために使用される。 

� EJB コン ト ロール。 使用している  Web サービスから既存の Enterprise Java 
Bean (EJB) にアクセスするために使用される。 

� JMS コン ト ロール。 使用している  Web サービスから既存の Java Message 
Service (JMS) キューまたは ト ピッ クにアクセスするために使用される。 

WebLogic Workshop フレームワーク

Web サービスのビジネス  ロジッ クをすべて含む JWS フ ァ イルが作成される と、
WebLogic Workshop フレームワークによ り、 JWS フ ァ イルを実行するために必
要な標準の EJB コードが生成されます。 WebLogic Workshop フレームワークは、
注釈を使用して、 エンタープライズク ラスの Web サービスを構築するため特別
に設計された機能をエクスポーズします。 WebLogic Workshop フレームワーク
によ り次のこ と を実行できます。 

� 会話のメ タファを使用した非同期通信の管理 

WebLogic Workshop フレームワークは、 非同期メ ッセージの相関関係の管
理、 および会話でやり と り される メ ッセージの状態管理を自動的に行いま
す。 つま り、 ユーザは、 メ ソ ッ ドに開始、 終了、 会話の継続とい ういずれか
のマークを付けるだけで、 残りの作業はフレームワークが実行します。 会話
を識別するための一意の ID が自動的に生成され、 Web サービスで定義され
ているあらゆる状態 ( ク ラスのメ ンバー変数 ) がエンティテ ィ  Java beans に
よ り一貫して管理されます。 

� XML マップと XML スクリプ トの疎結合 

WebLogic Workshop フレームワークは、 単純な宣言的 XML マップを使用し
て、 内部 Java コード、 および Web サービス間で交換される  XML メ ッセー
ジをマップします。 ユーザは使用する メ ソ ッ ドの構造を示し、 XML フ ィー
ルドを Java 変数に関連付けます。 

� JMS キューによる可用性の実現 

高い負荷での可用性を確保するため、 Web サービスはメ ッセージ バッファ
を利用します。 ユーザはメ ソ ッ ドにバッフ ァが必要である とマークを付けま
す。 WebLogic Workshop フレームワークによ り キューが作成され、 Web 
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サービスに書き込まれます。 これによ り、 高度な J2EE 機能に 1 回のク リ ッ
クでアクセスできます。 

� コント ロール アーキテクチャのサポート  

WebLogic Workshop フレームワークは、 JWS が使用するあらゆるコン ト
ロールの実装をインスタンス化します。 また、 WebLogic Workshop フレーム
ワークは、 単純なネーミ ング規則を使用して、 あらゆる非同期コールバッ ク
を関連付けます。 

Web サービスの開発プロセスの概要

ツアーのこの部分では、 Web サービスを構築するための基本手順を簡単に説明
します。 それぞれの基本手順の詳細については、 WebLogic Workshop のオンラ
イン ドキュ メ ン ト を参照して ください。 チュー ト リ アルから開始するのが最適

です。 チュー ト リ アルは、 ト ップレベル メニューから  [ヘルプ｜チュート リ ア

ル ] をク リ ッ クする と、 ビジュアルな開発環境で使用できます。 または、 BEA 
e-docs Web サイ ト の WebLogic Workshop のページでチュート リ アルを開始して

参照するこ と もできます。 「チュート リ アル : 初めての Web サービス」 とい う ト

ピ ッ クを検索して ください。 

1. WebLogic Workshop を起動し、 メソッ ド、 イベント、 コント ロールの定義
を開始してテスト を実行します。 

� WebLogic Workshop を起動します。 

� 最初の Web サーバで、 WebLogic Workshop に付属している  Samples プ
ロジェ ク ト を開きます。 

� このプロジェ ク ト で、 Web サービスのサブディ レ ク ト リ を作成します。

ダイアログ ボッ クス  ウ ィ ン ド ウには、 Web サービスを作成中であるこ と
が表示されます。 その Web サービスに名前を付けます。 

� WebLogic Server インスタンスを起動します。 

� グラフ ィカルな [デザイン ビュー ] で、 1 つまたは複数のメ ソ ッ ド と イベ
ン ト を  Web サービスに追加します。 他のサービス、 データベース、 およ
び EJB (Enterprise Java Beans) などの リ ソースを表すコン ト ロールを追加

するこ と もできます。 また、 設計項目にプロパティ を設定して、 基本と
なるサーバの高い性能を十分に引き出すこ と もできます。 
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� [ ソース  ビュー ] タブを選択し、 [ デザイン ビュー ] での作業結果を表示
します。 ビジネス  ロジッ クを追加できます。 [ ソース  ビュー ] でソース  
コードにメンバー変数を追加する と、 その新しい変数が [デザイン 
ビュー ] に表示されます。 またその反対の動作も行われます。 

� [ デザイン ビュー ] で、 1 つまたは複数のパラ メータを追加し、 メ ソ ッ ド

の値を返します。 値を返すためのコードを追加します。 

� Web サービスを構築し、 テス ト し、 デプロイします。 WebLogic 
Workshop の [Test View] (Web サービスのメ ソ ッ ドを呼び出せるブラウザ
ベース  ツール ) を使用します ( サンプル画面がこのツアーの paymentWS 
および productEvalWSC の Web サービスのモジュールに表示されます )。 

2. アプリケーションに応じて、 非同期通信のサポートを追加します。 

非同期通信でのク ライアン ト と  Web サービス間の通信では、 Web サービス
が応答を返している間は、 通信が強制的に停止される こ とはあ り ません。 株
価が特定の値になった場合に通知するなどのコールバッ クを追加する こ と も
できます。 

3. データベース コント ロールを追加します。 

この手順では、 データベース  コン ト ロールを  Web サービスに追加します。
データベース  コン ト ロールによ り、 Web サービスからデータベースにアク
セスできます。 コン ト ロールは、 Web サービス と他のデータ  リ ソース  ( デー
タベース、 他の Web サービス、 Java Message Services など ) 間のインタ
フェース と して機能します。 

4. アプリケーションに応じて、 サービス コン トロールを追加します。 

Web サービスにサービス  コン ト ロールを追加して、 別の外部 Web サービス
を呼び出すこ とができます。 

5. 必要に応じて、 JMS および EJB などのコントロールを追加します。 

JMSControl を使用するこ とで、 Java Message Service (JMS) を介して利用で
きるコンポーネン トにアクセスできます。 このコン ト ロールによ り、 XML 
などさまざまな種類のメ ッセージを送受信できます。 また、 EJBControl を
使用して、 Enterprise Java Beans (EJB) にアクセスする こ と もできます。 この 
EJBControl は、 Web サービス設計に EJB インタフェースを表す単一のコン
ポーネン ト を提供して、 EJB の使用を簡素化します。 
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6. 必要に応じて、 マッピング用のスクリプト  ファイルを追加します。 

Web サービス と他のコンポーネン ト間で交換する特定の型の XML メ ッセー
ジを処理、 またはコン ト ロールする必要がある場合は、 XML マップを使用
できます。 XML マップによ り、 WebLogic Server の XML から  Java への変
換をカスタマイズするこ とができ、 またその反対の操作も可能です。 

7. 取消および例外を処理するサポート を追加します。 

TimerControl を使用する と、 Web サービスにタイマー機能を追加できま
す。 これによ り、 処理の実行を指定した時間に限定した り、 一定の間隔で処
理を実行させるこ とができます。 また、 onException コールバッ クを使用し
て、 Web サービスの処理によ り生じた例外を処理する こ と もできます。 この
コールバッ クによって要求される と、 コードは、 必要なク リーンアップを実
行した り、 ク ラ イン トにメ ッセージを送信した り します。 

8. 必要に応じて、 Web サービスを変更し、 ポーリング インタフェースをサ
ポート します。 

Web サービスを構築する と、 WebLogic Workshop によ り、 ク ラ イアン ト  ソ
フ ト ウェアで使用できる ク ラスが生成されます。 これらのプロキシ  ク ラスを
使用して、 ク ラ イアン トはサービスのメ ソ ッ ドを呼び出すこ とができます。
プロキシ ク ラスは [Test View] からダウンロードできます。 

9. セキュリティ を設定し、 Webapp の一部として Web サービスをデプロイし
ます。 

HTTP ではなく  HTTPS プロ ト コルを介して Web サービスをエクスポーズす
るこ とで、 Web サービスのセキュ リティ を高めるこ とができます。 これを実
行するには、 Web サービスのプロジェク トに関連付けられたコンフ ィグレー
シ ョ ン ファ イルを編集します。 次に、 JwsCompile コマンドを使用して、 Web 
サービスをパッケージ化し、 プロダクシ ョ ン サーバにデプロイできます。 

これで基本手順の説明は終わりです。 次の節では、 WebLogic Platform サンプル 
アプリ ケーシ ョ ンの WebLogic Workshop で作成した productEvalWSC Web サー
ビスについて説明します。 
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Product Evaluator Web サービスの定義

架空の会社、Avitek Digital Imaging の B2C ( 企業消費者間取引 ) ポータル Web サ
イ ト にの製品カタログを参照しているユーザ向けに、 次のよ う な商品評価ポート

レ ッ ト を用意しました。 

このポート レ ッ トは、 WebLogic Workshop で作成した Web サービスを使用し
て、 選択したカタログ  アイテムの製品レーティ ング情報を返します。 こ こでは、
productEvalWSC とい う  Web サービスについて説明します。 また、 Portlet 
Wizard で商品評価ポート レ ッ ト を作成するための手順についても説明します。 

既存の productEvalWSC Web サービスの表示

WebLogic Workshop のプロジェ ク ト  ツ リー ウ ィン ド ウで、 次のディ レク ト リに

コピーした productEvalWSC フォルダをダブルク リ ッ ク します。 

weblogic700\samples\workshop\applications\samples\productEvalWSC

この手順をツアーの前の部分で省略している場合は、 4-2 ページの 「プロジェ ク

トの場所について」 を参照して ください。 その後、 このページに戻ってください。 

展開した  productEvalWSC プロジェク ト  フォルダ内の EvalProduct.jws とい う  
Java Web サービス  ファ イルをダブルク リ ッ ク します。 次の画面は、 この Web 
サービスの [ デザイン  ビュー ] 画面です。 
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WebLogic Workshop を使用して、 ProductEvalDBControl とそのメ ソ ッ ドを定
義しました。 次のよ う な メ ソ ッ ドがあ り ます。 

� createProductEvalTable 

� dropProductEvalTable 

� findRatingData 

� insertEvaluationRecord 

次に、 WebLogic Workshop を使用して、 JWS の次のメ ソ ッ ドを定義しました。 

� getEvaluation 

� getComments 

� getOverallRating 

� getReliabilityRating 

� getValueRating 

� endEvaluation 
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[ デザイン ビュー ] 画面を見る と、小さな (s)、 (c)、 (F) の記号が JWS メ ソ ッ ドに
付いている こ とがわかり ます。 これらの記号は、 どのメ ソ ッ ドが Web サービス
の会話を開始 (s) (getEvaluation) し、 どのメ ソ ッ ドが会話を続行 (c) 
(getComments から  getValueRating まで ) し、 どのメ ソ ッ ドが会話を終了 (F) 
(endEvaluation) するかを示します。

注意 : 本番環境の Web サービスでは、 製品の評価コ メ ン ト、 総合的なレーティ
ング、 信頼性のレーティ ング、 および価格のレーティ ングのそれぞれを
返す個別の呼び出しは作成しません。 個別の呼び出しではな く、 Web 
サービスで複合オブジェ ク ト を作成し、 1 回の呼び出しですべてのレー
ティ ングを受け取り ます。 複合オブジェク ト を使用し、 個別に呼び出し
を行わないこ とで、 パフォーマンスが向上します。

WebLogic Workshop のビジュアルな開発環境でデータベース  コン ト ロールおよ
びそのメ ソ ッ ドを定義する こ とは簡単です。 このツアーでは、 コン ト ロールと メ

ソ ッ ドを作成する手順は説明しません。 これらの手順は、 WebLogic Workshop 
のドキュ メン ト に記載されています。 このドキュ メ ン トは、 ビジュアルな開発環
境で参照できます。 また、 BEA e-docs Web サイ トの WebLogic Workshop のペー
ジでも参照できます。

こ こでは、 ProductEvalDBControl データベース  コン ト ロールとそのメ ソ ッ ドの
目的について簡単に説明します。 開発の過程で、 本稼動に移行するエンタープラ

イズ アプリケーシ ョ ン用にデータベース  スキーマを完了する前に、 必要に応じて
メ タデータを作成した り削除するデータベース  コン ト ロール メ ソ ッ ドをテス ト用
に定義しておく こ とが開発に役立ちます。 開発プロセスを簡潔にするため、 まず 
createProductEvaluatorTable メ ソ ッ ドおよび dropProductEvaluatorTable 
メ ソ ッ ドを定義するこ とから始めました。 WebLogic Workshop では、 各メ ソ ッ ド
の矢印をダブルク リ ッ ク して、 その SQL 文を表示できます。 たとえば、
createProductEvaluatorTable の定義は次のよ うになり ます。
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次に、 insertEvaluationRecord メ ソ ッ ドおよび findRatingData メ ソ ッ ド  
(WebLogic Workshop のビジュアルな開発環境の SQL 文を参照 ) を定義しました。 

これらの利用可能なデータベース  コン ト ロール メ ソ ッ ドを使用して、 データベー
ス  コン ト ロール メ ソ ッ ドを使用する  JWS メ ソ ッ ドを定義しました。 たとえば、
getEvaluation メ ソ ッ ドは、 Web サービスの会話を開始し、 データベース  コン ト
ロールから  findRatingData メ ソ ッ ドを使用します。 WebLogic Workshop では、
[ ソース ビュー ] タブを選択するか、 または getEvaluation メ ソ ッ ドの下線の付
いたリ ンクをク リ ッ ク してそのメ ソ ッ ドを開始する行の近くに [ ソースビュー ] を
表示して、 JWS のコードを表示できます。 たとえば、 次のよ うに表示されます。 

* @jws:operation
* @jws:conversation phase="start"
*/

public String getEvaluation(String productId)
{                
   try
   {
     evaluation = productEvalDB.findRatingData(productId);
        } 
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        catch (java.sql.SQLException e)
        { 
            // will be interpreted as productId not found
        }
        if( evaluation != null )
        {
            return "SUCCESS";
        }
        else

     {
            return("NOT FOUND");
     }
 }

EvalProduct.jws、 つま り  productEvalWSC の JWS に定義したメ ソ ッ ドのコー
ドを  WebLogic Workshop で参照するこ とができます。 ビジュアルな開発環境に
おける メ ソ ッ ド定義の詳細については、 WebLogic Workshop のドキュ メ ン ト を
参照して ください。 ドキュ メ ン トはビジュアルな開発環境で参照できます。 ま
た、 BEA e-docs Web サイ ト の WebLogic Workshop のページでも参照できます。 

productEvalWSC Web サービスの構築とテスト

cgDomain の WebLogic Server インスタンスが稼動していない場合は、 これを起
動します。 この手順をツアーの前の部分で省略している場合は、 4-6 ページの
「サーバの起動オプシ ョ ン」 を参照して ください。 その後、 この節に戻って くだ
さい。 

サーバが稼動している場合は、 WebLogic Workshop のビジュアルな開発環境の
下部に次のよ う なステータス  アイコンが表示されます。 

サーバが稼動した状態で、 [ デバッ ク｜ビルド ] をク リ ッ ク します。 定義済みの 
Web サービスの構築が完了する と、 WebLogic Workshop はコンパイルした JWS 
ク ラスを次のディ レク ト リに配置します。 

weblogic700\samples\workshop\cgServer\.jwscompile\_jwsdir_samples
 \classes\productEvalWSC\*.class

サーバを稼動した状態で、 [ デバッ ク｜開始 ] をク リ ッ ク します。
BEA WebLogic Platform サンプル アプリケーシ ョ ン ツアー 4-21



4 Web サービス ツアー
テス ト  ページはブラウザベースです。 最初に表示されるタブ付きのページは 
[Test Form] です。 こ こでは、 [Overview] タブを選択します。次の画面は、 blues 
とい う リモート  マシン上でサーバを稼動している状態の [Overview] ページを示
しています。 

[Test Form] タブを選択します。サンプル データを入力する と、productEvalWSC 
Web サービスをテス ト できます。 Web サービスを cgDomain (WebLogic 
Workshop で使用されるデフォル ト  サーバ ) でテス ト しているため、
getEvaluation メ ソ ッ ドを試行する前に、次の最初の [Test Form] ページにある  
CreateProductEvaluatorTable メ ソ ッ ドをまず始めに実行する必要があ り ま
す (CreateProductEvaluatorTable メ ソ ッ ドを使用する と、 ビジュアルな開発
環境を使用する間だけ、 テス ト目的で簡単にデータベース  テーブルを作成し、
データを挿入できます。 本稼動では、 Web サービスはプロダクシ ョ ン データ
ベースを使用します )。 
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Web サービス  メ ソ ッ ドは、 「Created」 メ ッセージを返します。 たとえば、 次の
よ うに表示されます。

次に、 [Test Form] の [Start operations] リ ンクをク リ ッ ク します。更新されたペー
ジで、 Web サービスの getEvaluation メ ソ ッ ドのテス ト を開始します。 たとえば、
次のよ うに [productId] フ ィールドに 「pix1000」 と入力します。 次に、
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[getEvaluation] ボタンをク リ ッ ク します。 

Web サービスの会話が呼び出され、 WebLogic Workshop のランタイム エンジン
が次の画面で示すよ うに SUCCESS ステータスを返します。
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テス ト を続行するには、 このページの [Continue this conversation] リ ンク
をク リ ッ ク します。 WebLogic Workshop は、 次の画面のよ うに productEvalWSC 
Web サービスに定義されている続きのメ ソ ッ ドの一覧を返します。 

これらのメ ソ ッ ドを  1 つク リ ッ クする と、 この pix1000 カメ ラの製品レーティ ン
グを  Web サービスが返します。 たとえば、 getReliabilityRating メ ソ ッ ド  テ
ス ト をク リ ッ クする と、 WebLogic Workshop は次のよ うに返します。 
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Web サービスが整数の 2 を返している こ とがわかり ます。 商品評価ポート レ ッ

ト では、 この結果、 最高 5 つの星のうち 2 つの星が表示されます。 たとえば、 次
のよ うに表示されます。 

[Test Form] で、 会話の他のメ ソ ッ ドを試行できます。 前述したよ うに、 本番環
境の Web サービスでは、 製品の評価コ メ ン ト 、 総合的なレーティ ング、 信頼性
のレーティ ング、 および価格のレーティ ングのそれぞれを返す個別の呼び出しは
作成しません。 個別の呼び出しではなく、 Web サービスで複合オブジェ ク ト を
作成し、 1 回の呼び出しですべてのレーテ ィングを受け取り ます。 
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WebLogic Workshop を使用して、 productEvalWSC の Java Web サービス  (JWS) 
ファ イルを作成してテス ト した後、 Portlet Wizard を使用して、 承認前のバー
ジ ョ ンのポート レ ッ ト  ( 最終的に提示するコーディング、 グラフ ィ ッ ク、

Webflow、 およびパッケージ化の変更を含まない ) を生成します。 Portlet Wizard 
ツールは、 WebLogic Portal が提供するグラフ ィ カル ツール E-Business Control 
Center の一部です。 Portlet Wizard を使用して、 ポー ト レ ッ ト用の Web サービス  
インタフェース  コードを生成します。 また、 WebLogic Server を使用して、 ク ラ
イアン ト  プロキシを生成します。 

Web サービスに初めてアクセスする と、 WebLogic Workshop がすべての EJB を
自動的に生成するため、 開発者が行う アクシ ョ ンや作業は何もないこ とがわかり
ます。 こ こでは、 最初にアクセスする と、
productEvalWSC.EvalProductEJB.jar ファ イルが次のディ レ ク ト リに作成さ

れます。 

weblogic700\samples\workshop\cgServer\.jwscompile\_jwsdir_samples
\EJB

Web サービスのク ラス  ファ イルは次のディ レク ト リに作成されます。 

weblogic700\samples\workshop\cgServer\.jwscompile\_jwsdir_samples
\classes\productEvalWSC\*.class

Web サービスの WSDL の保存

開発プロセス中はいつでも、 Web サービスを記述する  Web Service Description 
Language (WSDL) ファ イルを  WebLogic Server から利用できます。 WSDL は、
標準の XML ドキュ メ ン トで、 World Wide Web Consortium (W3C。 詳細は 
http://www.w3.org を参照 ) によ り管理されています。 

WSDL ファ イルは、 Web サービスが利用可能なプロ ト コルの他、 Web サービス
がエクスポーズするすべてのメ ソ ッ ドを (送受信可能な XML メ ッセージの形式
で ) 記述します。 WSDL フ ァ イルは、 ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンが Web 
サービスを使用するために必要な情報をすべて提供します。 

JWS ファ イルに対応する  WSDL フ ァ イルを入手するには、 次のよ う な方法があ
り ます。 

� ビジュアルな開発環境のプロジェ ク ト  ツ リーで、 WSDL フ ァ イルを生成す
るための JWS フ ァ イルを参照します。 こ こでは、 EvalProduct.jws を参照
します。 プロジェク ト  ツ リーで JWS ファ イルを右ク リ ッ ク し、 [JWS から  
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WSDL を生成 ] を選択します。 同じディ レク ト リに、

EvalProductContract.wsdl とい う ファ イルが作成されます。 デフォルトで

は、 WSDL ファ イルはフ ァ イルの作成元である  JWS フ ァ イルに リ ンク され

ます。 つま り、 JWS フ ァ イルが変更されるたびに WSDL フ ァ イルが再作成
されます。 このよ うな理由によ り、 この方法で WSDL を生成する こ と をお
勧めします。 

� ブラウザで、 ?WSDL が付いた Web サービスの URL を参照します。 たとえ
ば、 Web サービスが blues とい う マシンのデフォルトのサーバで稼動してい

る場合は次のよ うにな り ます。 

http://blues:7001/samples/productEvalWSC/EvalProduct.jws?WSDL

ブラウザの [ フ ァ イル｜名前を付けて保存 ] 機能を使用して、 WSDL ファ イ
ルを自分のローカル マシンに保存します。 ブラウザによっては、 保存した
フ ァ イルの先頭および最後に HTML タグが含まれます。 有効な WSDL ファ
イルを作成するには、 これらのタグを削除する必要があ り ます。 必ず .wsdl 
のファ イル タイプを指定してください。 <WebServiceName>Contract.wsdl 
のネーミ ング規則に従って名前を付ける こ と をお勧めします。 たとえば、
EvalProductContract.wsdl とい う名前を付けます。 

� WebLogic Workshop のビジュアルな開発環境では、 Web サービスをテス ト
する際に [Overview] ページで [Complete WSDL] リ ンクをク リ ッ ク して、
WSDL を表示できます。 次に、 ブラウザの [名前を付けて保存 ] 機能を使用
して、 Web サービスのファ イルを  JWS ファ イルと同じディ レ ク ト リに書き

込みます (前述のよ うにネーミ ング規則に従って ください。 また、 ブラウザ

によっては、 保存したフ ァ イルの先頭および最後に HTML タグが含まれる
こ とがあるので、 これらのタグを必ず削除して ください )。 

Portlet Wizard を使用した、 商品評価ポートレッ ト
用の最初のコードの生成

E-Business Control Center (EBCC) は、 Java ク ラ イアン トベースのツールの集ま り
です。 このツールには、 ルールの定義、 Webflow の編集、 ポータルの作成と管理
などの複雑な作業を簡単に行えるグラフ ィカル インタフェースが用意されていま
す。 E-Business Control Center のユーザは、 ポイン ト アンド ク リ ッ ク方式のインタ
フェースで作業を行い、 サーバと同期を と る  XML ファ イルを生成します。 
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EBCC の機能の 1 つに Portlet Wizard があ り ます。 Portlet Wizard を使用して、
Web サービス用の WSDL を参照し、 ポー ト レ ッ ト に必要なコードを生成できま

す。 次の一覧では、 Portlet Wizard の一般的な手順について簡単に説明します。
Portlet Wizard で作業する際には、既存の evaluator ポート レッ ト  ファ イルを上書
きしないよ うにして ください。 

注意 : インス トールされた evaluator.jsp ポート レッ トで使用されるパッケー

ジ化と変数は、 次の手順で Portlet Wizard によ り作成される  content.jsp 
ファ イルとは異な り ます。 この節の目的は、 Portlet Wizard で何が最初に
作成されるかを説明するこ とです。 

たとえば EBCC を  Windows で起動するには、[ スタート ] メニューから次のよ う
にク リ ッ ク します。 

1. [ プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜WebLOgic Portal 7.0｜
E-Business Control Center] 

2. EBCC のト ップレベル メニューから、 [ ファ イル｜プロジェ ク ト を開く ] を
ク リ ッ ク します。 BEA_HOME の下にある次のフォルダに移動します。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp-project

3. フォルダの e2eApp-project.eaprj フ ァ イルを選択し、 [ 開く ] ボタンをク
リ ッ ク します。

4. 次に、 EBCC の ト ップレベル メニューから、 [ ファ イル｜新規作成｜プレゼ
ンテーシ ョ ン｜ポート レッ ト ] をク リ ッ ク します。 

5. 次のよ う なオプシ ョ ン セッ ト と と もに最初に表示される  [ ポート レッ トの新

規作成 ] 画面で、 [OK] ボタンをク リ ッ ク します。 
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6. [ ポート レ ッ ト名 ] 画面で、 ポー ト レッ トに evaluatortest などの一意な名前
を付けます。 [ ポータル ] プルダウン メニューで、 [b2cPortal] を選択しま
す。 次に、 [次へ ] ボタンをク リ ッ ク します。 

7. [ ポータル ページ ] 画面で、 b2cPortal で利用可能なページ一覧から  
[Products] ページを選択します。 次に、 [次へ ] ボタンをク リ ッ ク します。 
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8. [ ポート レッ ト  コンポーネン ト ] 画面で、 ポート レ ッ トに入れるコンポーネ

ン ト を選択するか、 またはこれらのオプシ ョ ンのチェ ッ クを外したままにし

ます。 次に、 [次へ ] ボタンをク リ ッ ク します。 
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9. [ コンテンツ  タイプ ] 画面で、 [Web サービス  (複数可 )] オプシ ョ ンを選択

します。 次に、 [次へ ] ボタンをク リ ッ ク します。 

10. [ サーバの場所 ] 画面で、 WebLogic Server がインス トールされている場所を
指定します。 次に、 [次へ ] ボタンをク リ ッ ク します。  
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11. [ 生成されたコード  タイプ ] 画面で、 [出力オプシ ョ ン ] プルダウン メニュー
から  [Web サービス  インタフェース ] を選択します。 商品評価ポート レ ッ ト

は対話的であるため、 Web サービスのインタフェース  オプシ ョ ンが必要で

す。 [ フォーム ] オプシ ョ ン と  [呼び出し生成 ] オプシ ョ ンは、 ポー ト レッ ト

の簡素化のために用意されています。 選択が終了したら、 [次へ ] ボタンをク
リ ッ ク します。 

12. Portlet Wizard を初めて使用し、 現在の一覧に Web サービスが何も表示され
ていない場合は、 [Web サービス ] 画面で、 [Web サービスの追加 ...] ボタン
をク リ ッ ク します。 Web サービスが一覧に表示されていても、 WebLogic 
Workshop で作成した EvalProduct がそこにない場合は、 [ リ ス ト の編集 ] 
ボタンをク リ ッ ク します。 [Web サービス リ ス ト ] 画面が表示されます。 次
のよ うな WSDL URL を入力します。 

http://localhost:7501/workshop/productEvalWSC/EvalProduct.jws?WSDL

URL は大文字 /小文字が区別されます。 次の例では、 e2eDomain アプ リ ケー

シ ョ ン (localhost:7501) の WSDL URL を使用します。 入力ボッ クスに 
WSDL URL を入力した後、 [URL の追加 ] ボタンをク リ ッ ク します。 Portlet 
Wizard によ り  URL が確認され、 有効であれば、 [Web サービス ] の一覧に
追加されます。 [Web サービス  リ ス ト ] 画面で、 [閉じる ] ボタンをク リ ッ ク
します。 
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[Web サービス ] 画面に戻 り、 一覧の EvalProduct Web サービスをク リ ッ ク
します。 Portlet Wizard によ り  WSDL URL に接続され、 自己記述 Web サー
ビス用に定義した処理が検索されます。 この手順の間、 進捗画面が表示され
ます。 画面に 「操作を取得しました。」 のステータス メ ッセージが表示され
たら、 [次へ ] ボタンをク リ ッ ク します。 
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13. [ コード  プレビュー ] 画面に、 Portlet Wizard によ り生成されるコードが表示
されます。 必要に応じて、 Portlet Wizard でコードを編集した り  (変更内容は
反映されるが検証は行われない )、 ク リ ップボードにコードをコピーして普

段使用しているエディ タに後で貼 り付ける こ と もできます。 どちらの場合
も、 作成される  Web サービスのインタフェース  コードをプレビューした後
に、 [次へ ] ボタンをク リ ッ ク します。 

14. [ リ ソース  フ ァ イルの場所 ] 画面では、 次のよ うに、 関連付けられている  
Web アプリ ケーシ ョ ンの 「portlets」 ディ レク ト リの下に、 ポー ト レ ッ ト の名

前を使用したディ レク ト リが作成されるこ とが表示されます。 
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作成するポート レッ ト  JSP フ ァ イルの場所を指定した後、 [次へ ] ボタンを
ク リ ッ ク します。 

15. [ ま とめ ] 画面では、 作成または変更されるファ イルの一覧が次のよ うに表示
されます。 
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この例では、 weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps とい うディ レ

ク ト リの下に、 次のフ ァ イルが作成されます。 

� \e2eApp-project\application-sync\evaluatortest.portlet 

� \e2eApp\b2cPortal\portlets\evaluatortest\content.jsp 

� \e2eApp\b2cPortal\portlets\evaluatortest\evaluatortest_include
.jsp 

� \e2eApp\b2cPortal\portlets\evaluatortest\images\pt_image.gif 

� \e2eApp\b2cPortal\WEB-INF\lib\sdl_wsdl_evalproduct.jar 

また、 Portlet Wizard は、 b2cPortal Web アプ リ ケーシ ョ ンの利用可能なポー

ト レッ ト  ([Products] ページではまだ有効になっていない ) の一覧を示す次の 
XML ファ イルを更新します。 

� \e2eApp-project\application-sync\webapps\b2cPortal\b2cPortal.p
ortal 

処理を続行する場合は、 [ 作成 ] ボタンをク リ ッ ク します。 Portlet Wizard の
プロセスを単に確認したかった場合は、 [ キャンセル ] ボタンをク リ ッ ク し
ます。 
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Portlet Wizard によ り、 次のビルド  コマンドが自動的に実行され、 Web サー
ビスのインタフェースが生成されます。 

weblogic700\server\bin\ant.bat -f buildfile client-gen.xml

このコマンドによ り、 .class、 .WSDL を含む JAR ファ イルの他、 Web サー
ビスのインタフェースで構成されるファ イルが作成され、 これらのファ イル
がポート レッ ト で使用できます。 また、 JAR フ ァ イルには、 .java のソース  
フ ァ イルが含まれます。 

ポート レ ッ ト の初期設定をそのまま使用する場合は、 最後の [次のステップ ] 画
面で編集オプシ ョ ンのチェ ッ クを外し、 [閉じる ] ボタンをク リ ッ ク します。
EBCC を使用してプロジェク ト の同期を と る  ( ポータル定義をサーバに配置す
る ) 前、 および承認前のポート レ ッ ト を [Product] ページに表示して利用できる
よ うにする前に、 ポート レ ッ ト の JSP コードおよび関連ファ イルを大幅に改良す
る必要がある場合もあ り ます。 次の節では、 パッケージ化の相違点について説明
します。 EBCC のサーバ同期およびポート レッ ト をポータル ページに表示し利
用可能にする方法については、 『管理者ガイ ド』 を参照して ください。 

次のステップ

これで、 Portlet Wizard画面を使用して、 ポー ト レッ トの最初の JSP およびイン
タフェース  (JAR に含まれる  .class、 .wsdl、 および .java のフ ァ イル ) を生成
する通常のプロセスを理解するこ とができました。 繰り返しますが、 インス トー
ルされた商品評価ポート レ ッ トおよび EvalProd Web サービスで使用されるパッ
ケージ化と変数は、 Portlet Wizard を使用して作成したばかりのファ イルとは異

な り ます。 JAR ファ イルを作成した際には、 Java ソースを抽出し、 ポー ト レッ

ト  JSP を大幅に変更し  (2 つのインクルード  JSP フ ァ イルも追加 )、作成したフ ァ
イルを次のよ うにデプロイ しました。 注意 : Java ソースには変更を加える必要は
あ り ませんでした。 単に抽出して、 インス トールされたサンプル ディ レク ト リ

に配置しています。 

商品評価ポートレッ トの JSP ファイル 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\b2cPortal 
\portlets\evaluator\*.jsp
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主要な evaluator.jsp ポート レ ッ ト  ファ イル、 およびそこに含まれる  
step1.jsp ファ イルと  step2.jsp ファ イルで、 ポート レ ッ ト を構成するプレゼ

ンテーシ ョ ン グラフ ィ ッ クスを改善し、ポー ト レッ ト と  b2cPortal の Webflow で
作業するためのスク リプ ト レ ッ ト を追加しました。 

WebLogic Workshop ランタイムにより使用される Web サービスのクライアン
ト  インタフェース、 CLASS ファイル 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\b2cPortal\W
EB-INF\classes\productEvalWSC\*.class

Web サービスのクライアント  インタフェース、 JAVA ファイル 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\b2cPortal\W
EB-INF\src\productEvalWSC\*.java

サーバサイドの実装 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eWebServicesApp\
workshop\productEvalWSC\*

これらのフ ァ イルには、 デプロイ された  EvalProduct.jws、 および WebLogic 
Workshop 領域からコピーされ、 workshop Web アプリ ケーシ ョ ンの一部と して

デプロイ された  ProductEvalDBControl.ctrl が含まれます。 Workshop Web ア
プリ ケーシ ョ ンは、 e2eWebServicesApp エンタープラ イズ アプ リ ケーシ ョ ンの

一部と してデプロイ されています。 当然のこ とながら、 workshop Web アプリ

ケーシ ョ ンには、 *.xml フ ァ イルのコンフ ィ グレーシ ョ ン設定を含む WEB-INF 
サブディ レ ク ト リがあ り ます。 

クライアント生成タスクにより生成された SOAP 会話、 JAVA ファイル 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\b2cPortal\W
EB-INF\src\org\openuri\www\x2002\x04\soap\conversation

b2cPortal で使用される  Payment Web サービスについては、 次の節を参照して く
ださい。

支払認可 Web サービスの定義

Avitek Digital Imaging の B2C ポータルには、 チェ ッ クアウ ト  プロセスの一部と

して次のよ う な [ 注文の送信 ] ページがあ り ます。
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ユーザが [ 注文の送信 ] ボタンをク リ ッ クする と、 クレジッ ト  カードの支払認可
プロセスが CajunBasedPaymentPC とい う  Pipeline コンポーネン ト によ り処理さ
れます。 この Pipeline コンポーネン トは、 Java プロキシを呼び出すこ とによ り  
Payment Web サービスを呼び出します。 Web サービスは、 WebLogic Workshop 
を使用してすでに作成済みです。 

Payment Web サービスは、 WebLogic Workshop フレームワークの対話的な機能
を使用します。 最初の呼び出しでクレジッ ト  カードを認可します。 つま り、 認
可される クレジッ ト  カード番号と金額を引数と して渡します。 クレジッ ト  カー
ドの認可が終了する と、 金額を取得するよ う呼び出しが行われます。 最後に、 金
額を決済する要求が行われます。 

Payment Web サービスから  CajunBasedPaymentPC に返されるコードは次のとお

りです。 

� -1 = Error (無効な引数が渡された )
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� -2 = Error ( 取得する金額がクレジッ ト  カードで認可されている金額を超えて

いる )

� -3 = Error (決済金額が取得したクレジッ ト  カードの金額を超えている )

� > 0 = Success

注意 : Payment Web サービスは、 サードパーティの支払サービスに接続および

承認されている場合のよ うに、 常にエラーな く支払い情報を送信するわ
けではあ り ません。 Payment サービスを介した支払処理は、 本番環境向
けに設計されていません。 支払いを正確に処理するには、 サードパー
ティ  ベンダの支払いサービス と統合する必要があ り ます。 ただし、 サン
プルの Pipeline コンポーネン ト で表示されるコードは、 エラーを適切に
処理するよ う設定されています。 

CajunBasedPaymentPC Pipeline コンポーネント
のロール

WebLogic Workshop の Payment Web サービスの定義を説明する前に、
CajunBasedPaymentPC.java Pipeline コンポーネン ト の各部分を検証します。
ソース  ファ イルは BEA_HOME の下の次のディ レク ト リにあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\src\example
s\e2e\b2c\payment\pipeline

このサンプルの Pipeline コンポーネン ト には、 次のよ う な import 文が多数含ま
れています。 

import paymentWS.Payment_Impl;
import paymentWS.PaymentSoap;
import examples.e2e.b2c.util.B2CPortalConstants;

import com.bea.p13n.util.debug.Debug;
import org.openuri.www.*;
import org.openuri.www.x2002.x04.soap.conversation.*;

import com.beasys.commerce.axiom.units.Money;
import com.beasys.commerce.ebusiness.shoppingcart.ShoppingCart;
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これらの文によ り、 Payment プロキシ、 生成された  SOAP インタフェース、 およ
び支払タイプなどのサンプルの定数値セッ トのパッケージがインポート され、 ア

プ リ ケーシ ョ ンが簡素化されます。 ShoppingCart EJB もインポー ト されます。

これは、 コマース  アプリ ケーシ ョ ン用のシ ョ ッピング  カート  データを処理する
ものです。 

b2cPortal アプ リ ケーシ ョ ンにおける  CajunBasedPaymentPC Pipeline コンポーネ
ン トの機能の一部と して、 Pipeline セッシ ョ ンから現在のシ ョ ッピング カー ト  
データを受け取る こ とができます。

CreditCard cc = (CreditCard) 
getSessionAttribute(PipelineSessionConstants.PAYMENT_CREDIT_CAR
D, namespace, pipelineSession);

ShoppingCart sc = (ShoppingCart) 
getSessionAttribute(PipelineSessionConstants.SHOPPING_CART, 
namespace, pipelineSession);

Money amt = (Money) sc.getTotal();

Web サービスのプロキシを次のよ うにインスタンス化します。 

try {
       proxy = new Payment_Impl(connectString +
          "/workshop/paymentWS/Payment.jws?WSDL");
       if (DEBUG.ON) {
           DEBUG.out("proxy instantiated");
       }

Web サービス との会話の準備と してヘッダー オブジェク ト を設定した後、 まず
クレジッ ト  カード番号と値 ( 購入金額 ) を  Pipeline セッシ ョ ンから取得し、 会話
を開始します。 次に、 認可データを Payment Web サービスに渡し、 サービスに
よ り結果が返されます。 このエン ト リ  ポイン ト では、 指定された金額に対する
提供されたカードのクレジッ ト を単に保存します。  

Authorize auth = new Authorize(cc.getNumber(), amt.getValue());
long result = proxySoap.authorize(auth, startHeader).getAuthorizeResult() ;

認可メ ソ ッ ドでエラーが返されなかった場合は、 取得したデータで処理を続行し
ます。 支払ト ランザクシ ョ ンでは、 「取得」 とい う語は、 クレジッ ト  カード保有
者の利用可能なクレジッ ト残高について言及する際に使用します。 決済の合計金
額は取得金額よ り も少な くなる必要があ り ます。 

Capture capture = new Capture(amt.getValue());
result = proxySoap.capture(capture, continueHeader).getCaptureResult();

Web サービスから取得結果を受け取った後、 決済データを使用して会話を終了
します。 
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Settle settle = new Settle(amt.getValue());
result = proxySoap.settle(settle, continueHeader).getSettleResult();

エラー処理の詳細については、 CajunBasedPaymentPC.java のソース  ファイルを
参照して ください。 前述のとおり、 このファイルは次のディレク ト リにあ り ます。 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp\src
 \examples\e2e\b2c\payment\pipeline

既存の paymentWS Web サービスの表示

WebLogic Workshop のプロジェ ク ト  ツ リー ウ ィン ド ウで、 次のディ レク ト リに

コピーした paymentWS フォルダをダブルク リ ッ ク します。 

weblogic700\samples\workshop\applications\samples\paymentWS

この手順をツアーの前の部分で省略している場合は、 「プロジェ ク トの場所につ
いて」 を参照してから、 この節に戻って ください。 

展開した  paymentWS プロジェ ク ト  フォルダ内の Payment.jws とい う  Java Web 
サービス  ファ イルをダブルク リ ッ ク します。 次の画面は、 この Web サービスの 
[ デザイン ビュー ] 画面です。 
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WebLogic Workshop を使用して、Web サービス用の次のメ ソ ッ ドを定義しました。 

� Authorize 

� AuthorizeAndCapture 

� Capture 

� Settle 

[ デザイン ビュー ] 画面を見る と、小さな (s)、 (c)、 (F) の記号が JWS メ ソ ッ ドに
付いているこ とがわかり ます。 これらの記号は、 どのメ ソ ッ ドが Web サービス
の会話を開始 (Authorize または AuthorizeAndCapture) し、 どのメ ソ ッ ドが会
話を続行 (Capture) し、どのメ ソ ッ ドが会話を終了 (Settle) するかを示します。 

成功した場合、 Web サービス  メ ソ ッ ドは一意の transactionID を返します。 サ
ンプルでは ID はト ランザクシ ョ ンが発生した時間 ( ミ リ秒 ) で算出されます。
このよ うにして ID を返すのは、 クレジッ ト  カード認可アプ リ ケーシ ョ ンでは典

型的な方法です。 

WebLogic Workshop でのメ ソ ッ ド定義は単純です。 このツアーでは、 コン ト
ロールと メ ソ ッ ドを作成する手順は説明しません。 これらの手順は、 WebLogic 
Workshop のドキュ メ ン ト に記載されています。 このドキュ メ ン トは、 ビジュア
ルな開発環境で参照できます。 また、 BEA e-docs Web サイ ト の WebLogic 
Workshop のページでも参照できます。 

Workshop では、 [ ソース  ビュー ] に切り替えて、 Web サービス  メ ソ ッ ドの定義
を表示できます。 これらの 4 つのメ ソ ッ ドを追加後、 ビジュアルな開発環境に表
示するビジネス  ロジッ クを追加する前に、 Web サービスに必要なメンバー変数
を追加しました。 メ ンバー変数を追加するには、 ビジュアルな開発環境の 
[Payment] の見出しを右ク リ ッ ク し、 次のよ う なプルダウン メニューから  [ メ ン
バー変数の追加 ] を選択します。 
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Payment.jws に定義されたメ ンバー変数は次のとおりです。 サフ ィ ッ クスのアン

ダースコアはインスタンス変数を示します。 

� openToBuy_ 

� amountToCapture_ 

� transactionID_ 

� ERR_CODE_BAD_ARGUMENT 

� ERR_CODE_AMT_TO_CAPTURE_MORE_THAN_AUTH 

� ERR_CODE_AMT_TO_SETTLE_MORE_THAN_CAPTURE 

支払モデルと定義されたメソッ ド

クレジッ ト  カードの ト ランザクシ ョ ンには、 端末ベース とホス トベースの 2 種
類の支払モデルがあ り ます。 この 2 つの支払モデルの相違点は、 ト ランザクシ ョ

ン バッチの保存場所です。 ホス トベース モデルでは、 ト ランザクシ ョ ン バッチ
は販売者サイ ト のローカル システムではなくホス ト  ネッ ト ワーク上に保存され
ます。 通常、 決済は 1 日の終わりに発生しますが、 販売者は、 決済プロセスを起

動するために何らかの作業を行う必要があ り ません。 

端末ベース  モデルでは、 ト ランザクシ ョ ン バッチは販売者サイ ト のローカル シ
ステム上にデータ  ファ イルと して保存されます。 販売者は、 各日の終わりに決

済プロセスを起動して、 資金を取引銀行の口座に送金する必要があ り ます。 

金融機関から割 り当てられる端末ベースの支払モデルを次に示します。 
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� AUTO_MARK_AUTO_SETTLE 

この支払モデルは、 非耐久消費財に使用されます。 決済は認可が完了する と
直ちに行われます。 これは、 非耐久消費財は購入時点ですぐに出荷されるこ
とが一般的であるためです。 

� AUTO_MARK_MANUAL_SETTLE 

この支払モデルは、 商品が認可の時点で出荷されたが、 販売者が資金をその
日ではな く後で送金する場合に使用します。 

� MANUAL_MARK_AUTO_SETTLE 

この支払モデルは、 商品を出荷したこ と を販売者が指定でき、 その時点で決
済を自動的に行う ものです。 

� MANUAL_MARK_MANUAL_SETTLE 

これは、 最も柔軟な支払モデルで、 商品の出荷時期と資金の送金時期を販売者

が指定できるものです。 マーク  プロセスによ り、 販売者は商品が出荷された
こ とを指定します。 決済プロセスによ り、 販売者は資金の送金を指定します。 

割 り当てられるホス トベースの支払モデルを次に示します。 

� HOST_AUTH_CAPTURE 

この支払モデルは、 サービス、 デジタル商品の販売、 または受注後 24 時間以
内に出荷される有形商品に使用されます。 この場合、 販売者は購入金額の認可

のみを受け取る必要があり ます。 バッチへの認可の取得と ト ランザクシ ョ ンの

決済は、 認可時に販売者に代わってプロセッサによ り実行されます。 

� HOST_POST_AUTH_CAPTURE 

受注後、 注文を処理するまでに 2 日以上かかる場合、 販売者は、 認可と ト ラ
ンザクシ ョ ンの取得を別々に行う必要があ り ます。 この支払モデルでは、 顧
客が購入を決めた時点で認可が実行されます。 取得は、 販売者が注文を出荷
する際に実行されます。 プロセッサは、 その日の指定された時刻にバッチ処
理された ト ランザクシ ョ ンを決済します。 

前述したよ うに、 Authorize メ ソ ッ ドは端末ベースの支払モデルで使用されま
す。 このエン ト リ  ポイン ト では、 クレジッ ト  カード番号を検証し、 そのカード

のクレジッ ト から指定された金額を確保します。検証が終わる と、データベース  
テーブルに新しいエン ト リが作成されます。 このエン ト リによって、 インシデン
ト が記録され、 支払モデルに基づく状態が設定されます。 ト ランザクシ ョ ンの金

額が顧客のクレジッ ト残高の openToBuy フ ィールドから差し引かれます。 ただ
し、 資金は決済時まで販売者には送金されません。 
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注意 : 端末ベースのプロセッサを使用している販売者は、 売上資金が口座に送
金される前に、 取得と決済の手順を実行する必要があ り ます。 この手順

は、 「Auto Mark/Auto Settle」 のプロセッサ コンフ ィグレーシ ョ ンに応じ
て、 Capture および Settle、 またはそのどちらかを呼び出して実行します。 

この AuthorizeAndCapture メ ソ ッ ドは、 ホス トベースの支払モデルで使用され
ます。 このエン ト リ  ポイン ト では、 クレジッ ト  カード番号を検証し、 そのカー

ドのクレジッ ト から指定された金額を確保します。 検証が終わる と、 データベー
ス  テーブルに新しいエン ト リが作成されます。 このエン ト リによって、 インシ
デン ト が記録され、 支払モデルに基づく状態が設定されます。 ト ランザクシ ョ ン

の金額が顧客のクレジッ ト残高の openToBuy フ ィールドから差し引かれます。
ただし、 資金は決済時まで販売者には送金されません。 

注意 : ホストベースの認可後取得プロセッサを使用している販売者は、 売上資金
が口座に送金される前に、 取得と決済の手順を実行する必要があ り ます。 

Payment Web サービスのこの Capture メ ソ ッ ドによ り、 クレジッ ト  カード保有
者の利用可能なクレジッ ト残高を確認できます。 決済の合計金額は、 取得金額よ
り も少な く なる必要があ り ます。 次の Settle メ ソ ッ ドで確認されます。 

* @jws:operation
* @jws:conversation phase="finish"
*/

public long Settle(Double amountToSettle)
{

if ((amountToSettle == null) ||
(amountToSettle.compareTo(new Double(0)) < 0))
return ERR_CODE_BAD_ARGUMENT;

if (amountToSettle.compareTo(amountToCapture_) > 0)
return ERR_CODE_AMT_TO_SETTLE_MORE_THAN_CAPTURE;

return transactionID_;

}

ビジュアルな開発環境における メ ソ ッ ド定義の詳細については、 WebLogic 
Workshop のドキュ メ ン ト を参照して ください。 このドキュ メ ン トはビジュアル
な開発環境で参照できます。 また、 BEA e-docs Web サイ ト の WebLogic 
Workshop のページでも参照できます。 
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Payment Web サービスの構築とテスト

cgDomain の WebLogic Server インスタンスが稼動していない場合は、 これを起
動します。 この手順をツアーの前の部分で省略している場合は、 4-6 ページの
「サーバの起動オプシ ョ ン」 を参照して ください。 その後、 この節に戻って くだ
さい。 

サーバが稼動した状態で、 [ デバッ ク｜ビルド ] をク リ ッ ク します。 「ビルドを開
始しました。」 とい う メ ッセージがビジュアルな開発環境の画面の左下隅に表示
されます。 定義済みの Web サービスの構築が完了する と、 WebLogic Workshop 
はコンパイルした JWS ク ラスを次のディ レク ト リに配置します。 

weblogic700\samples\workshop\cgServer
 \.jwscompile\_jwsdir_samples\classes\paymentWS\*.class

サーバを稼動した状態で、 [ デバッ ク｜開始 ] をク リ ッ ク します。 

テス ト  ページはブラウザベースです。 最初に表示されるタブ付きのページは 
[Test Form] です。 こ こでは、 [Overview] タブを選択します。次の画面は、 blues 
とい う リモート  マシン上でサーバを稼動している状態の [Overview] ページを示
しています。
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[Test Form] タブを選択します。 サンプル データを入力する と、 Payment Web 
サービスをテス ト できます。 たとえば、 ク レジッ ト  カードの番号 
0099-8877-6655-4433 (ハイフンはな くても可 ) および openToBuy の認可金額 
10000 を入力できます。 このテス ト には、 次のよ うに Authorize メ ソ ッ ドを使
用します。 
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会話を開始するには、 [Authorize] ボタンをク リ ッ ク します。 この Web サービス  
メ ソ ッ ドは、 成功した場合に、一意の transactionID を返します。 この ID は例
で示されている とおり、 ト ランザクシ ョ ンの発生した時間 ( ミ リ秒 ) で算出され
ます。 
4-50 BEA WebLogic Platform サンプル アプリケーシ ョ ン  ツアー



支払認可 Web サービスの定義
テス ト を続行するには、 このページの [Continue this conversation] リ ンク
をク リ ッ ク します。 WebLogic Workshop は、 Payment Web サービスに定義され
ている続きのメ ソ ッ ドの一覧を返します。Capture メ ソ ッ ドの amountToCapture 
変数に 「1000」 を入力します。 次に、 [Capture] ボタンをク リ ッ ク します。 取得
する金額が認可金額よ り も少ない場合 ( 成功した場合 )、 Web サービスは一意の 
transactionID を返します。 
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次に、 [Continue this conversation] リ ンクを再度ク リ ッ ク します。 Settle メ ソ ッ ド
の amountToSettle 変数に 「999.95」 などの値を入力します。 次に、 [Settle] ボ
タンをク リ ッ ク します。 決済する金額が取得金額よ り も少ない場合 ( 成功した場
合 )、 Web サービスは一意の transactionID を返します。 
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[Test Form] では、 他の値を入力してエラー処理を確認する こ とができます。 

WebLogic Workshop で Web サービスを構築する と、すべての EJB が自動的に生
成されるため、 開発者が行う アクシ ョ ンや作業は何もないこ とがわかり ます。 こ

こでは、 最初のアクセスで paymentWS.PaymentEJB.jar ファ イルが次のディ

レク ト リに作成されました。 

weblogic700\samples\workshop\cgServer
 \.jwscompile\_jwsdir_samples\EJB

Web サービスのク ラス  ファ イルは次のディ レク ト リに作成されます。 

weblogic700\samples\workshop\cgServer
 \.jwscompile\_jwsdir_samples\classes\paymentWS\Payment.class
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Web サービスの WSDL の保存

開発プロセス中はいつでも、 Web サービスを記述する  Web Service Description 
Language (WSDL) フ ァ イルを  WebLogic Server から利用できます。 WSDL は、
標準の XML ドキュ メ ン ト で、 World Wide Web Consortium (W3C。 詳細は 
http://www.w3.org を参照 ) によ り管理されています。 

WSDL フ ァ イルは、 Web サービスが利用可能なプロ ト コル、 および Web サービ
スがエクスポーズするすべてのメ ソ ッ ドを記述 (送受信可能な XML メ ッセージ
の形で ) します。 WSDL ファ イルは、 ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ンが Web 
サービスを使用するために必要な情報をすべて提供します。 

JWS フ ァ イルに対応する  WSDL ファ イルを入手するには、 次のよ う な方法があ
り ます。 

� WebLogic Workshop のプロジェ ク ト  ツ リーで、 WSDL ファ イルを生成する  
JWS フ ァ イルを参照します。 こ こでは、 Payment.jws を参照します。 プロ
ジェク ト  ツ リーで JWS ファ イルを右ク リ ッ ク し、 [JWS から  WSDL を生
成 ] を選択します。 同じディ レク ト リに PaymentContract.wsdl とい う ファ イ

ルが作成されます。 デフォルトでは、 WSDL フ ァ イルはフ ァ イルの作成元で
ある  JWS ファ イルに リ ンク されます。 つま り、 JWS フ ァ イルが変更される
たびに WSDL ファ イルが再作成されます。 このよ う な理由によ り、 この方
法で WSDL を生成する こ と をお勧めします。 

� ブラウザで、 ?WSDL が付いた Web サービスの URL を参照します。 たとえ
ば、 Web サービスが blues とい うマシンのデフォルトのサーバで稼動して

いる場合は次のよ うにな り ます。 

http://blues:7001/samples/paymentWS/Payment.jws?WSDL

ブラウザの [ フ ァ イル｜名前を付けて保存 ] 機能を使用して、 WSDL ファ イ
ルを自分のローカル マシンに保存します。 ブラウザによっては、 保存した
フ ァ イルの先頭および最後に HTML タグが含まれます。 有効な WSDL ファ
イルを作成するには、 これらのタグを削除する必要があ り ます。 必ず .wsdl 
のファ イル タイプを指定してください。 <WebServiceName>Contract.wsdl 
のネーミ ング規則に従って名前を付ける こ と をお勧めします。 たとえば、
PaymentContract.wsdl とい う名前を付けます。 

� WebLogic Workshop では、 Web サービスをテス トする際に [Overview] ペー
ジで [Complete WSDL] リ ンクをク リ ッ ク して、 WSDL を表示できます。 次
に、 ブラウザの [名前を付けて保存 ] 機能を使用して、 Web サービスのファ
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支払認可 Web サービスの定義
イルを JWS ファ イルと同じディ レ ク ト リに書き込みます (前述のよ うにネー
ミ ング規則に従って ください。 また、 ブラウザによっては、 保存したファ イ
ルの先頭および最後に HTML タグが含まれるこ とがあるので、 これらのタ
グを必ず削除して ください )。 

e2eDomain で使用するための PaymentWS Web 
サービスのパッケージ化

このツアーでは、 Payment Web サービスを構成するフ ァ イルを、 インス トール
された e2eDomain 用に次のよ うにパッケージ化しています。 

WebLogic Workshop ランタイムにより使用される Web サービスのクライアン
ト  インタフェース、 CLASS ファイル 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp
 \b2cPortal\WEB-INF\classes\paymentWS\*.class

Web サービスのクライアント  インタフェース、 JAVA ファイル 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps\e2eApp
 \src\paymentWS\*.java

サーバサイドの実装 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps
 \e2eWebServicesApp\workshop\paymentWS\Payment.jws

これは、 WebLogic Workshop 領域から コピーされ、 workshop Web アプリ ケー

シ ョ ン (e2eWebServicesApp のエンタープラ イズ アプリ ケーシ ョ ンの一部と し

てデプロイ された ) の一部と してデプロイ された  Payment.jws ファ イルです。
当然のこ とながら、 workshop Web アプリ ケーシ ョ ンには、 *.xml ファ イルのコ
ンフ ィグレーシ ョ ン設定を含む WEB-INF サブディ レク ト リがあ り ます。 

paymentWS Web サービスにより使用される EJB の JAR ファイル 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\e2eServer
 \.jwscompile\_jwsdir_workshop\EJB\paymentWS.PaymentEJB.jar

支払処理のための Webflow 入力プロセッサ、 CLASS ファイル 

weblogic700\samples\platform\e2eDomain\beaApps
 \e2eApp\b2cPortal\WEB-INF\classes\examples\e2e
 \b2c\payment\webflow\*IP.class
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4 Web サービス ツアー
Web サービス ツアーの完了

これで、 Web サービス  ツアーは終了です。 オンライン ツアーの場合は、 [ 概要に

戻る ] ボタンをク リ ッ ク して、 サンプルの [ はじめに ] ページに戻ってください。
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